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雪豹さんのお嫁さま







　雲の切れ間から月光が差し込み、風が木々を揺ゆらした。さわさわと心地ここちよいそれに誘いざなわれ、呼吸を整えてから深く息を吸い込んだ間ま宮みや桜おう介すけはゆっくりと口を開く。

「月を映す清らの水に」

　淀よどみなく歌い上げていく桜介の横顔は、夜空に浮うかぶ月に似て透すき通るように白い。はためいた藍あい色いろの作さ務む衣えの首元からは鎖さ骨こつがくっきりと見えた。

　歌声に惹ひきつけられたのか、どこからともなく数匹ひきの猫ねこが桜介に近づいてくる。柔やわらかく、それでいて凜りんとした声は天に祈いのりを届けるにはもってこいだ。

「願いよ届け」

　桜介が巫ふ覡げきとして仕える南な雲くも神社は龍りゆう神じんを祀まつり、祈る者の願いをひとつだけ叶かなえると言われている。ここには神かん主ぬしの妻以外女性はおらず、つまり仕えているのは男性のみだ。古い言い伝えによれば、女性の願いを叶えるために巫女みこを捧ささげていた事実があったらしく、ならば巫覡のみにしてしまえば捧げる必要はなくなるとの考えが今もなお続いている。

　南雲山の山頂付近、真夏には避ひ暑しよ地にも思える場所にありながら、地域住民に愛され参拝者が絶えることはなく、今ではパワースポットとしても有名になり若い女性が多く訪ねてくるようになった。

「やっぱりだめだ……。どうしても一番高い音が掠かすれちゃう」

　歌い終えた桜介は一礼してから小さく息を吐はいた。足元では猫たちが歌が止やんでしまったために不服そうにしている。その場にしゃがんで猫に手を伸のばすと、彼らから桜介にすり寄ってきた。境けい内だいのどこかで暮らしている猫たちにとって桜介は顔かお馴な染じみになるのだろう。

　ごろごろと喉のどを鳴らす彼らを順番に撫なでながら、まだ一度もきちんと声が出ていない先ほどの歌を頭の中で繰くり返し再生する。

　年間で一番大きな神事である秋祭りを前に、桜介たち巫覡が暮らす宿舎から離はなれた手洗い場での自主練習が日課になって久しい。誰だれに命じられたわけでもないが、桜介にとって今年の秋祭りはこれまでとは別物だった。

（絶対、歌えるようにならなくちゃ）

　幼い頃ころに事故で亡なくなった両親の代わりに育ててくれた祖父母も、桜介の中学卒業を見届けてくれてから相次いで他界している。夫を見送り、自分に残された時間が短いと悟さとった祖母は懇こん意いにしていた南雲神社の神主夫ふう婦ふに桜介を託たくそうと決めた。その後桜介は南雲神社から高校に通い、卒業が近づいたある日、自ら神主へ巫覡になりたいと申し出たのだ。

　もともと、月に二度は必ず祖父母と参拝し、引き取られてからは毎日手を合わせていた神社に仕えることに抵てい抗こうはなく、そのうえ子どもを持たない神主夫婦は桜介を自分たちの息子むすこのように厳しくも優やさしく迎むかえ入れてくれた。その気持ちに少しでも報むくいたいと巫覡になることを決めたのだが、最年少であるために巫覡見習いを二年間、晴れて巫覡になってから二年間、そうしてようやく今年、神事での大役を任されることになった。

「もう一回。今度はきっと、うまくいく」

　秋祭りで奉ほう納のうする歌は五曲。最後の一曲は大願成じよう就じゆのために奏上する祝詞のりとが基もとになっており、たった一人で歌わなければならないという決まりがある。この歌を耳にしてから願えばより早く叶うと噂うわさされていることもあって、秋祭りの参拝者は年々増えている。奏上する巫覡に選ばれることはとても名めい誉よなことであると同時に、もちろん失敗は許されなかった。

　桜介の歌声は巫覡の中の誰よりも澄すみ、どこまでも響ひびき渡わたる。南雲神社に仕えるようになってからというもの、桜介に歌わせてほしいと他ほかの巫覡たちが神主に直じか談だん判ぱんしていたのだが、声の美しさと桜介の信しん仰こう心が揃そろわなければいけないのだと諭さとされてきた。

「月を映す清らの水に、願いよ届け」

　認めてもらいたいと純じゆん粋すいに思う。声だけでなく、自分自身を。

　天てん涯がい孤こ独どくになってしまった今、残されているのは巫覡になった自分だけだ。この歌を無事に歌い上げ、奉納することができれば、年下だから家族がいないからとどこか負い目に感じていることが自分の中できちんと整理できるような気がしていた。

（父さんに似ている声と、母さんに似ている歌い方……。自分ではよくわからないけど、父さんたちにもおばあちゃんたちにも届くといいな）

　姿も声も記き憶おくにない両親に声や歌い方が似ていると言われてもどこか信じきることができなかった。それでも、桜介が歌うと祖母は涙なみだぐんで喜び、それを見るたびに亡き両親の血が間ま違ちがいなく自分の中に流れているのだと感じることができたのだ。

「大地に雨、木々に風」

　そろそろだ、と小さく拳こぶしを握にぎる。

「そして人々の」

　これまで何度練習しても声が掠れてしまっていた部分にさしかかる頃、足首にふわりと温かい感かん触しよくを覚えた。

「!?　愚おろかなる心に光を」

　驚おどろいたまま声を出した拍ひよう子しに、抜ぬけるような高音が掠れることなく旋せん律りつを紡つむぐ。

（初めてちゃんと声が出た……！）

　足首のふわふわはまだ残っているが、そちらに目を向けるよりも歌いきるほうが先だ。おそらく先ほどの猫がじゃれついているのだろうと当たりをつけて歌い進めていく。丁てい寧ねいに丁寧に、ひとつの言葉も音も見失わないように歌う桜介を月が照らす。

　歌い終えて一礼する頃には空に残っていた雲がすっかりなくなっていた。

（猫、だよね？）

　見ると、先ほどまで近くにいた数匹の猫たちより明らかに大きな猫が桜介の足元に行ぎよう儀ぎよく座っている。足首に感じたふわふわは、その猫が巻きつけてきたしっぽだったようだ。

「あんまり見ない顔だね。しっぽも長くて太いし」

　話しかけた桜介の声に応こたえるように、猫は解ほどいたしっぽを揺らしてみせる。少し丸みを帯びた耳からしっぽの先まで真っ白で、黄金こがね色の目が月の光を反射して輝かがやいていた。

「さっきはありがとう。ちょっとだけ驚いたけど、きみのおかげで声が出たよ。……ねぇ、だっこしてみてもいい？」

　しゃがみ込んで尋たずねた桜介に首を傾かしげた猫だったが、逃にげる素そ振ぶりがないのをいいことに抱だき上げてみる。

「んん、やっぱりここに住んでる子たちより大きい」

　見た目より重く、真っ白な毛並みは想像をはるかに超こえる滑なめらかな手て触ざわりだった。まるで上質な絨じゆう毯たんのような猫を膝ひざに抱いて頭を撫でると、手のひらに鼻先をこすりつけられる。それに応えるように眉み間けんから鼻にかけて指で搔かいた桜介は、その背中にあるひとつの模様に気づく。

（雪の結けつ晶しようみたいな模様だなぁ）

　不思議な形に手を伸ばしたが、触ふれる寸前で猫が膝からひらりと飛び降りた。軽かろやかな身のこなしで足音もなく遠ざかっていく猫に慌あわてて口を開く。

「また会える？　明日あしたの夜もここで、練習してるから」

　猫がじゃれてくれたから声が出た。一度うまく歌えたのだから、あとは毎回あの高音が出るように練習するだけだ。そこにこの猫がいてくれれば心強い。そう思ってかけた声に、猫は振り返ることなく一度だけ大きくしっぽを揺らして姿を消す。

「待ってるね」

　それを了りよう承しようと受け取り、桜介はにっこりと笑った。







　それから三日間、真っ白な猫は桜介が自主練習を始めるとふらりと姿を現した。歌の邪じや魔まをしないどころか、しばしの休きゆう憩けい中にも決して自分からは桜介の膝に乗ることもない猫は、今夜も桜介に寄り添そうようにして練習につきあってくれている。

「これならきっと、来週の本番もうまく歌えるよね」

　今夜もすでに五回ほど歌っているが、そのうち一度も音を外すことも声が掠れることもなかった。しゃがんでいる桜介の足に顔をこすりつけ、ぐるぐると大きな音で喉を鳴らしている猫の背中を撫でようとして手を止める。

「雪ゆき」

　ぴくりと猫の耳が動いた。

　こちらに意識を向けてくれているのを感じ、そのまま言葉を続ける。

「背中の模様が雪の結晶に似てるから、きみのこと雪って呼んでもいい？　ぼくは桜介。間宮桜介だよ。毎晩練習につきあってくれてありがとう、雪」

　そして改めて背中を撫でる。件くだんの模様をそっと撫でても、初めて会った夜と違って猫がその場から立ち去る気配はない。

（気に入ってくれたのかな、名前）

　そうだといいなと思いながら撫で続けていると、ふいに雪が桜介の膝に前足をかけてきた。ぐっと伸びをした雪に顔じゅうを舐なめられる。

「わ、くすぐったい。雪って名前、気に入ってくれたの？」

　問いかけに応えるように喉を鳴らし、頰ほおに顔を擦すり寄せてきた。ふわふわの毛にくすぐられ、いつもは過ぎるほどに大人しく、ただじっと歌を聴きいているだけの雪が自分からここまで近づいてくれていることに嬉うれしくなる。

　心を許してくれたのだろうかと思えば余計に嬉しくて、ほわりと笑えみを浮うかべると、弧こを描えがいた唇くちびるも舐められた。

「ん！　雪、そんなに舐めなくても逃げたりしないよ」

　頭から背中、しっぽにかけてまでをゆっくりと撫で、しっぽのつけ根を指で搔いてやる。心なしかしっぽが太くなった気がしたが、それでも搔き続けていると喉を鳴らす音に低い唸うなり声が交じった。

「どうかした？　ここ、撫でられるの嫌いやだった？」

　手を止めて尋ねた桜介に雪からの返答はない。

　後あと退ずさりはしたが即そく座ざに逃げる様子はなく、雪はその場に座って天を仰あおぎ目を閉じた。

「……え？」

　影かげが濃こくなっている。手洗い場の屋根の影も、しゃがんでいる自分の影も、先ほどとは明らかに違うとわかるほどに濃い。

「急にどうして……」

　月明かりのせいだろうかと空を見上げると、高い位置で小さくなっているはずの月が大きく見えた。まるで昇のぼりはじめたばかりの満月のような大きさだ。

「月が大きくなってる。雪、雪は……？」

　見てわかるほどの月の変化に恐きよう怖ふを感じ、ひとまずこの場を離はなれたほうがよさそうだと雪に視線を向けようとすると、ざざざ、と強い風が吹ふき木々がざわめきだした。

　なにかが起こっているのだと否いや応おうなしに思わされる。

（……とにかく中に入ろう。嵐あらしが来たら大変だ）

　山の天候は変わりやすい。突とつ然ぜんの雨に降られることも日常茶さ飯はん事じで、ここにいては濡ぬれてしまうかもしれないと立ち上がる。

「雪」

　名を呼んで歩み寄った雪の体がぼんやりと青白く光っていた。

「──え？」

　白い毛並みが月明かりに照らされているのではなく、雪自身から光が発せられている。これ以上近づくことすら躊躇ためらわれるほど神こう々ごうしい光は、徐じよ々じよにその強さを増していった。

（なに、なにが起こってるの……）

　光り輝く猫ねこがいるなど、未いまだかつて聞いたこともない。とはいえ雪を放ほうっておくことはできず、もはや光に包まれぼんやりとしか見えない猫の形を目を細めて見守る。

「雪……？」

　もう一度名を呼ぶと、それに呼応したのか光の中で猫が動いた。座っていた雪が立ち上がり、数歩歩いたかと思えばそのまま大きくなっていく。

　それはまるで猫が虎とらになっていくようで、にわかには信じられない。呼吸をするのも忘れて桜介が見つめる中、虎に似た姿の生き物がぶるりと身み震ぶるいをすると、背中が大きく盛り上がる。

「!?」

　ぱぁっと一ひと際きわまばゆい光が背中から漏もれた次の瞬しゆん間かん、その生き物がやおら二本足で立った。変化は一瞬にも長時間にも思えたが、間違いなく人間になっていく。

（これは夢？　練習中に眠ねむっちゃったのかな）

　見えているものが現実だとは到とう底てい思えずに、呆ぼう然ぜんとしつつ手の甲こうを抓つねった。感じた痛みは本物で、これが事実だと伝えてくる。

「……ふう」

　すっかり人間の姿になると彼を包んでいた光が静まり、男性がついたため息とともに消え去った。

　全身の輪りん郭かくが淡あわく光り神々しさすら覚えるが、桜介は彼が着物を身に着けていたことになによりも安あん堵どする。少し長めの漆しつ黒こくの髪かみが艶つやめき、高い鼻び梁りようが印象的だ。緩ゆるく弧を描いている眉まゆが穏おだやかな雰ふん囲い気きを纏まとっている。

「あ、あの……。もしかして……」

　おそるおそる声をかけると、黄金色の双そう眸ぼうが桜介を捉とらえて細くなった。

　長身で均整の取れた体つきと相まってどこからどう見ても美び丈じよう夫ふだが、着物姿の彼の頭にはここ数日ですっかり見慣れた先が丸く真っ白な耳がついていた。背後でゆらゆらと動いているのは、見み間ま違ちがいでなければあのしっぽだろう。

「雪……？　雪、なの？」

　小さな問いかけに破顔した男性は深く頷うなずく。

「いかにも。桜介ならばきっと、私が雪だと一目でわかってくれると思っていた」

　自分でなくとも、目の前であんなものを見てしまえばそう尋ねるほかないだろうが、それを指し摘てきする勇気は桜介にはなかった。

「え……っと、これは夢……？」

「夢なものか。いや、夢では困る」

「困るってどうして……」

　大きな歩ほ幅はばで歩み寄ってきた彼は桜介の前で膝をつく。漆黒の髪の間から覗のぞいている耳がぴくぴくと動いていた。

「桜介。ともに私の村に来てもらいたい。私には桜介が、桜介だけが必要なのだ」

「そ、そんなこといきなり言われても。村なんて神社の近くにないし……」

　切実な声で懇こん願がんされても、即座に頷けるわけがない。　>>>♥

　すると、一世一代の求きゆう婚こんよろしくひざまずいていた雪がさっと立ち上がり、迷いなく桜介を横よこ抱だきにした。ぎょっとして暴れかけたが、見下ろしてくる黄金こがね色の瞳ひとみに射い貫ぬかれて動けなくなってしまう。

「とりあえず、少し待ってもらえませんか？　話がまるで見えなくて」

「待つ？　なにを待てと？」

「だってぼく、あなたが誰だれなのかまだ……。そうでなくても、猫が人間になるなんてわけがわからなくて」

「この姿は、桜介、おまえのおかげだ。歌を紡つむぎ、名づけ、くちづけに応こたえてくれたことで元の姿になることができたのだ。礼を言う」

　うっとりと言われたところで状じよう況きようはひとつも吞のみ込めない。ほんの少し身じろいでみたが、逃にがさないとばかりに身動きも取れないほど強く抱きしめられてしまう。

（なんなの、これ）

　白い猫と一いつ緒しよに歌の練習をしていただけなのだ。その猫に名前をつけたのは確かに桜介だが、それしかしていない。しかもくちづけなど、万に一つも身に覚えがなかった。

「桜介？」

「名前をつけたのはぼくです。で、でも、そんな。くち、くちづけなんてそんな、誰とも……」

「していないと？　先ほどのことはなかったことにしたいということか？」

　悲し気な声に慌あわてて顔を上げた拍ひよう子しに視線が重なる。彼の黄金色の瞳が揺ゆれ、生えている白い耳がしゅんと縮こまっていた。

（瞳の色も耳も、雪と同じ……？……この耳本当に生えてるの？）

　そんな顔をされても伝えるべきことは言わなければならないと、腹に力を入れてから口を開く。

「ね、猫には舐められました。だけどそれだけです。キスなんかじゃ、」

「猫ではない。あれは雪ゆき豹ひようの子どもの姿だ」

「ゆ、ゆきひょう？」

　耳慣れない単語を繰くり返し、ぎこちなく首を傾かしげた桜介の耳に小さな笑い声が届いた。

「失敬。桜介があまりに可愛かわいらしくて、つい。さぁ、月が隠かくれる前に戻もどらなければ。桜介、私の村に帰ろう」

「私の村？　それはどういう、」

　言葉の途と中ちゆうで短く唇を塞ふさがれる。

　質問を途中で遮さえぎった彼に眉をひそめると「そんな顔もするのか」と嬉しそうに指摘された。

「そんな顔って」

「不ふ機き嫌げんそうな顔だ。ここで歌を紡いでいるときには見たことがない。どんな顔をしていても愛ういものだな」

　そう言って再び軽くくちづけてきた雪はどこまでも上機嫌だ。

「ちょっ……、や、やめてください」

「仕方がないだろう。長い間、元の姿で桜介に触ふれてみたいと思っていたのだ。想像していた以上に、桜介は柔やわらかいな」

「ん！　もう、雪……っ」

　しつこく繰り返されるキスを止めるために彼の名を呼ぶと、忙せわしなく白い耳を動かした雪が桜介の鼻先に自分のそれをこすりつけてきた。それは確かに、背中にひとつだけ模様の入っていたあの猫と同じで、そう思った瞬間に雪の体が光りはじめる。

「ひ、光ってる……！」

「ふふ、そうだな。眩まぶしければ目を閉じていてかまわない。すぐに済む」

「済むって、なにをするつもりなんですか……」

　目を閉じてしまえば最後、なにをされるかどこに連れて行かれるか、わかったものではない。

　どうにか抗あらがおうとしたところで眩しさには敵かなわず、ほどなくきつく瞼まぶたを閉じると秋風とは似ても似つかない冷ややかな空気に包まれた。

　通常の呼吸をしただけで冷気を吸い込んだ肺が驚おどろき、小さくむせる。

「この寒さにもじき慣れる。着いたぞ、桜介」

　どこか生き生きとして聞こえる雪の声に促うながされるようにして目を開けると、一面の銀世界が広がっていた。

　薄うすく積もった雪を月の光が照らし、空気そのものがちかちかと輝かがやいているようだ。どこもかしこもぼんやりと明るく、現実味がない。丘おかの上にでもいるのだろうか、空が近かった。

「眼下に広がっているのが私の村だ。見えるか？」

　空に向けていた視線をゆっくりと下げていった先では、点々と灯あかりが点ともっている。

（昔、教科書で見た写真によく似てる……）

　豪ごう雪せつ地帯の住宅を彷ほう彿ふつとさせる尖とがった屋根にも雪が積もり、点在している家々のさらに向こうには大きな屋や敷しきが見えた。

（雪の中で灯りが揺れて、すごくきれい）

　見慣れない景色に見み惚とれていた桜介だったが、はっと我に返って雪を見上げる。

「こ、ここは？　神社、南雲神社がなくなってる！」

「ここは桜介がいた人間界とは別の世界。神社がなくなっているのは当然だ」

「当然ってそんな……！　困ります、帰らないと。ぼくには大切な御お役やく目めが、っくしゅ！」

　吐はく息も凍こおるほど気温が低く、作さ務む衣え一枚では寒さが凌しのげるはずもなかった。

　くしゃみをすると、首元にするりと雪の長いしっぽが巻きつく。温かさにほっと息をついた桜介をしっかりと抱かかえ直し、「元の世界には帰さない」と吐と息いきでささやかれた。

「それってどういう意味ですか？」

「大事ない。次に目が覚めたときにはこの世界に順応しているだろう」

「ちゃんと教えてくださ……」

「ゆっくり眠ねむるといい」

　それは魔ま法ほうの言葉のようで、たった今まで眠気など微み塵じんも感じていなかったはずだが瞼が重くなってくる。確かめなければならないことが山積しているにも関かかわらず、目を開けていることができなくなった。

「桜介。ようやく見つけた、私の歌うたい」

（歌うたいって、なに……）

　雪の声が遠のき、そこで意識が途と絶だえた。
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「ねえねえ、おくがたさまってなぁに？」

「しーっ、しずかにぃ！」

「ごめんなさいー」

「あのね、おくがたさまってねぇ、むらおささまのおよめさまのことなんだってぇ。お目ざめになったら、すぐお知らせしなくっちゃ！」

「村むら長おささまじゃなくって、雪さまでしょお？」

　甲かん高だかい、子ども特有の声に桜介の瞼が震ふるえた。夢ゆめ現うつつを行き来しながら、聞こえてくる会話に耳を傾かたむける。

「おくがたさまは、おうたがお上手だって、むらお……、ゆきさまが！」

「うたっていただけるかなぁ」

「きっとうたってくださるよ！　雪さまのおよめさまだもん」

（うた……、……ゆき）

　ようやく意識が浮ふ上じようする。ゆっくりと目を開け、眩しさに数回瞬まばたきを繰り返していると再び子どもたちの声が聞こえてきた。

「あっ、おくがたさまお目ざめ！」

「雪さまーぁ！」

「おくがたさま起きたーっ！」

　きゃあきゃあとはしゃいでいる声が遠ざかっていく。いったい何人の子どもたちがいたのだろうかと声のする方向に首を向けた桜介の視界に入ってきたのは、人間の子どもたちではなかった。

（ど、動物がしゃべってた……!?）

　どこからどう見ても、部屋から出て行った後ろ姿はきつねとうさぎ、背中にねずみとりすを乗せた熊くまだ。大きさからして、それぞれの動物たちの子どもには違ちがいないが、人間の言葉を話すようには到とう底てい見えない。

「今のなに？　ぼく、どうなってるの？」

　慌てて体を起こすと、柔らかく肌はだ触ざわりのいい布ふ団とんに寝ねかされていたことに気づく。

「えっ。……えっ!?」

　着ていたはずの作務衣は消え失うせ、代わりにごく薄い桜色の浴衣ゆかたのような寝間着姿になっていた。

「なんで……。着き替がえた覚えなんてないのに」

　時間移動か、はたまた空間移動か。ここはどこで、どれほどの間眠っていたのか。なにひとつ記き憶おくがなく、確かなことは雪に連れて来られたということだけだ。白い猫ねこだと思っていたのは桜介だけで、本来の姿は人型をしており、しかも真っ白な耳としっぽを持った雪に。

「雪……、雪はどこ？　ちゃんと説明して……！」

　その存在すらまだ信じ切ることができていない雪に縋すがらなければならない状じよう況きようが桜介を混乱させる。

　不安に駆かられながらも、呼べる名はひとつしか知らなかった。

　部屋を見回し、そこが床とこの間もある広い和室だということはわかった。しかし、布団から抜ぬけ出そうとしても怠だる重おもく感じる体は熱が下がった後のようで、満足に動くことができない。体を起こし、首を巡めぐらせただけで疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている自分が自分ではないような気さえしている。

（疲つかれるようなことなんてなにもしてない。いつもだったら、朝起きてすぐに境けい内だいの掃そう除じをしてるのに）

　おかしい、と考え込む桜介の髪かみを風が揺ゆらした。

　点々と桜の花びらが描えがかれている障子戸は開け放たれ、伸のび始めた緑の匂においが混ざった風が部屋に吹ふき込む。だが、この寸分の隙すきなく心地ここちいい空間を堪たん能のうする余よ裕ゆうは桜介には皆かい無むだ。

「一晩で目を覚ましたか。あぁ、無理はするな。まだ体がこの世界に慣れていないだろう」

「雪……！」

　廊ろう下かから音もなく姿を現した雪は、布団から出ようとした桜介を制して右手に持っていた盆ぼんを丁てい寧ねいに枕まくら元もとに置いてから静かに腰こしを下ろす。濃こい緑色の着物の裾すそを払はらう動作は堂に入っており、無む駄だな動きはひとつもなかった。

　少し掠かすれた声で桜介を心配してくれた雪の白く丸い耳が時折ぴくぴくと動き、長いしっぽは畳たたみを大きく掃はくように振ふられている。

「あのっ！　さ、さっき動物の子どもたちがしゃべってて……！　どうして？　ぼく、動物の言葉なんてわかるはずないのに」

「神に仕えるということは強い信しん仰こう心を持っているということ。おそらく順応も早いだろうと思ってはいたが……。そうか、もう言葉がわかったのか。怖こわがることはない。この世界に早く慣れてくれなければ困るからな」

「そんなこと言われても……っ！　ぼくは南雲神社に戻もどらなきゃいけないし、動物の言葉がわからなくても困らないです……！」

「そう慌あわてるな。まずはこれを飲んで落ち着くといい。話はそれから、ゆっくりとしよう」

　堰せきを切ったように言ってから肩かたで呼吸をしている桜介に差し出された盆には、桜色の小ぶりな湯ゆ吞のみ茶ぢや碗わんがひとつ載のっていた。

　茶を飲む気にはなれないが、無下に断るのもしのびなく渋しぶ々しぶ手に取る。

「飲めるか？」

　得体の知れない液体を飲むことに抵てい抗こうはあったが、促されては口をつけないわけにもいかず、包み持っていた湯吞を顔の近くまで持ち上げるとふわりと甘い匂いがした。

「お茶じゃない……？」

「取り寄せた湯薬だ。疲労回復と、それから喉のどにもいいと聞いている」

「……いただきます」

　じっと見つめられながら一口飲むと、幼い頃ころに祖母から吸い方を教わった花の蜜みつの味にとてもよく似ていた。懐なつかしい味に思わず吐息が零こぼれる。

「口に合ったようだな」

「はい……。あ、あの。それで、話って」

「桜介が私に訊ききたいことがあるように、私も桜介に話しておきたいことがある。なんなりと訊いてくれ、すべて答えよう。そして、私の話も聞いてくれないか」

（訊きたいことだって？　そんなの山ほどあるに決まってる。ここはどこで、どうしてぼくをここに連れてきたのか。その前に、この人はいったい誰だれ？）

　雪に目を向けるとすぐさま視線がぶつかった。揺れる黄金色の瞳ひとみに映っている自分が不ふ機き嫌げんにも不安そうにも見え、なにも知らないままこうして混乱してばかりではいけないのではないかという思いが浮うかんでくる。少なくとも、関わり合ってしまったことは事実なのだ。それ自体をなかったことにできないのであれば、桜介には知る権利があるはずだ。

　目が覚めたときには動物たちの会話が聞き取れるようになっていたなど常識的に考えてありえないが、そもそも自分の身に起きていることすべてが説明してもらわなければまったく理解できない。

（とりあえずちゃんと知って、それから考えよう。……そうだ、そうじゃなきゃなにもはじまらない）

　時間をかけてそう腹を括くくった桜介がひとつ頷うなずくと、雪があからさまにほっとして表情を和やわらげる。彼のほうが不安に思っていたのではないかとさえ感じるほどだった。

「ここはどこですか？　雪はいったい、何者なの？　それに、さっきあの子たちがぼくのこと奥方さまって呼んでいて……。ぼくは誰とも結けつ婚こんした覚えなんてないのに」

「桜介は私の歌うたい。歌うたいは、その村を治める者の伴はん侶りよになると決められている」

「……はい？」

「難しいか。ではそうだな……、桜介の世界は誰が統すべていた？　人か、それとも動物か？」

　質問に質問で返されて面めん食くらう。答えてくれると言ったのは雪のはずなのにと思いつつ、しばし考えてから口を開いた。

「人間、です」

「私たちの世界では、それが雪ゆき豹ひようの神しん獣じゆうだ。ここは六ろつ花かの世界。雪豹の神獣である梅ばい花か族が統べる世界で、神獣を先祖に持ち人間によく似た姿にもなれる者たちだけが住んでいる。先ほどまでここにいた子どもたちも、成長とともにそうなる」

「え……っと、」

「梅花族は神から授さずかった神通力で天候を司つかさどっている。長老である一族の長おさに選ばれた一族の血を引く者が村を与あたえられ、その繁はん栄えいを託たくされるのだ。つまり、私が治めているこの月げつ花か村もそのひとつということになる。それから、」

「ま、待って、待ってください！　頭が全然ついていけていなくて……っ」

　雪の淡たん々たんとした説明にはかなりの情報量が含ふくまれており、なにも知らない桜介には別世界の言葉のように聞こえてくる。

「どうした？」

「もう少しだけ、嚙かみ砕くだいて説明してもらってもいいですか。その……、雪の話は全部物語の中の話にしか聞こえなくて。だ、だってそもそも、ぼくには神獣がどんな存在なのかもわからないんです。雪豹はかろうじて、えぇと、動物園とか図ず鑑かんでは見たことがありますけど」

「そうか、……そうだったな。すまない、早く知ってもらいたい一心で気が急せいてしまった」

　雪の真っ白な耳がしゅんと竦すくみ、しっぽの動きが止まった。

（表情は変わらないのに、耳としっぽが。猫と同じで、気持ちを表してるのかな……）

　桜介にとって、南雲神社に仕えるようになってからというもの猫は身近な存在だった。耳としっぽの動きを見れば、彼らの感情が大たい抵ていは読み取ることができるようになっている。

　紛まごうことなくしょんぼりした雪の耳としっぽの変化に、微かすかに胸が痛んだ。

「聞きたくないわけじゃありません。むしろ、ちゃんと知りたいです。だから、説明を止めてしまうかもしれないけどわからないことがあったら訊いてもいいですか？」

　桜介の言葉に雪の耳がぴくりと動く。だらりとしていたしっぽも、先せん端たんだけが小刻みに揺れ始めた。

「雪？」

「わかった、些さ細さいなことでも訊き返してくれ」

「じゃあ……、まずは神獣がどんな存在なのか教えてください」

　尋たずねた声に呼応するように雪のしっぽが揺れ、そのうちにぴんと立ち上がった。

（……なんだろう。なんだかちょっと、）

　うっかり可愛かわいいと思ってしまった自分の考えを振り払うように唇くちびるを嚙むと、そこに雪の指が伸のばされた。指の腹でなぞられ、慌てて体を引く。

「なに？　なんですか？」

「傷がついてしまうのは見たくない。桜介はどこもかしこも美しいからな」

「う、美しい……？　それは女性を褒ほめる言葉ですから、ぼくに使わなくていいです」

「思ったことを口にしたまでのこと。そう照れるな」

　白いしっぽが頰ほおに触ふれる。ふわふわの感かん触しよくがくすぐったく、首を竦めるとそれはひょいと肩に移動した。

「寒くないか？　桜介がこの世界に来てくれたおかげで、私の力が増した。いや、力を制せい御ぎよできるようになったと言ったほうが正しいな。結果、本当の春が来たと村のみなが喜んでいる」

「ぼくが来たから？」

「そうだ。神獣とは、天上界に在おはす神から力を与えられた動物のこと。我々梅花族は神から天候を操あやつる力を授かった雪豹の一族であり、その名のとおり雪を降らせることを得意としている。神通力をうまく制御できるようになれば四季の創生も可能になるが、制御のためには愛する者の存在が必要不可欠だ」

　嚙み砕かれた説明を頷きながら聞いていた桜介だったが、最後の言葉にはたと動きを止めて俯うつむく。

（愛する者の存在って、それってもしかして……？　いや、そんなはずは……）

「これでも随ずい分ぶんと暖かいのだ。村を覆おおっていた雪もすべて溶とけた」

　重ねて告げられ、昨夜感じたむせるほどの冷気が消え失うせていることに改めて気づく。

（で、でも雪が自分でそうしてるのかもしれないし！）

　なんとか別の理由を探す間にも、吹ふき込んでくる風は柔やわらかく鳥の囀さえずりは春の訪おとずれを悦よろこんでいるように聞こえる。まさか自分の存在が雪にとってそんなにも大切なものであるはずがないと一いつ蹴しゆうしようにも、これでは信じざるを得なくなってしまう。

「やはり桜介は私の運命の伴侶だ。番つがいになると、そう定められていた」

　きっぱりと言い切った雪の声は力強く、疑いなど微み塵じんも感じない。しかし、それをそのまま肯こう定ていできるはずがなかった。

「つ……、番って。ぼくはただの人間で、しかも男なのに」

　だからきっと伴侶に選ばれるわけがないのだと言ってみたが、彼は緩ゆるく首を横に振ふっただけで意に介かいした様子もなく口を開く。

「種別や性別など些細なこと。世界を超こえ、私が桜介の歌声に導かれたことがなによりの証しよう拠こ」

「導かれたってなんですか？　まさか、ぼくの声がこの世界にも？」

「いかにも。桜介が仕えていた神社は山の頂上付近にあるだろう。もとより人間界の山頂は天界と近く、天界と近い存在である六花とも自おのずと近くなる。今までは年に一度しか聞こえてこなかったが、今年は違ちがった。桜介の澄すんだ歌声が、夜な夜な届いていたのだ」

　思い当たる節がないわけではなかった。これまで一人で奏上する歌い手に選ばれてきた巫ふ覡げきたちは、みな経験豊富な者たちであり個人練習の必要はなかったはずだ。最年少で抜ばつ擢てきされた桜介とは状じよう況きようが違う。

「夜……。じゃあ……、一人で練習してたあの声が？」

「そうだ。声の主にどうしても一目逢あいたいと願い、その願いが届いたことで仕事以外の理由で人間界に行くことができた。……逢うだけでは飽あき足りず、こうして連れ帰ってしまったが」

　持っていた湯ゆ吞のみを雪が取り去る。まだ中身が残っていたのにどうして、と思っていると盆ぼんに湯吞を戻もどした彼は桜介の両手をそっと包んだ。触れられたことでびくりと震ふるえはしたが、即そく座ざに振り払はらうにはしぐさが優やさしすぎた。

「桜介。私の、私だけの歌うたいになってくれ」

「……歌うたい……」

「お願いだ」

　戸と惑まどっている桜介の包まれた両手にこつりと雪の額が触れる。

「お願いだ、桜介」

　あまりに切実な懇こん願がんに、歌うたいとはなにかを尋ねる以前に口を開くことさえできない。

「ゆ、」

　仕切り直すために名前を呼ぼうとしたところで、彼の耳がぴくりと動く。桜介から手を放し、雪が姿勢を正すのと同時に廊ろう下かが微かに軋きしんだ。

「失礼いたします。……大変申し上げにくいのですが、長老さまから急ぎの使いが到とう着ちやくしております。いかがいたしましょう」

　廊下からかけられた声に小さく肩かたを揺ゆらすと、雪があからさまに顔をしかめた。

　口調からして彼に仕えている者なのだろうと察しがついたが、そこまで嫌けん悪お感かんを露あらわにする理由がわからない。

「……すでにここまで来ているのであればそのまま帰っていただくことはできぬだろう。すぐに行くが、ひとつだけ頼たのまれてくれるか」

「もちろんでございます」

　短いやりとりでも、雪がそれまでの彼とは違うことがわかった。凜りんとした声はそのままだが、どこか相手と一線を画して会話しているように聞こえる。

「あれをここへ。少々早いが紹しよう介かいしておきたい」

「御ぎよ意い」

　返答を聞き、少し時間をおいて雪が短く息を吐はき出した。桜介の手に自分のそれを重ね、しっぽで頰を撫なでてくる。

「すまない……、桜介との時間は邪じや魔まをするなと言ってあったのだが」

「ぼくのことなんて、そこまで気にかけていただかなくても」

「いや、私にとってはなによりも大切なことだ。……長老にも伝えておいたというのに、早々に仕事に戻らされるとは」

　さらりと大切だと告げられたが、そこには触れずに尋ねる。

「さっきも言ってましたよね、仕事以外で人間界に来るのがどうとか。雪の仕事って、どんなお仕事なんですか？　ここではできないこと？」

「村を治めること以外にも、梅花族には仕事があるのだ。人間界に雪を降らせ、神々の便りを届けることもまた、私たちが神から授さずかった生業なりわい。選ばれた者だけに長老から直々に知らされるその指示には絶対に従わなければならない」

「なりわい……」

　繰くり返すと、ふっと笑った彼に髪かみをくしゃりとかき混ぜられた。

「それはまた、後で説明しよう。これからここに、桜介専属の従者が来る。知りたいことがあればその者に尋ねるといい」

「え？」

「遅おそくとも、陽ひが落ちる前には戻る」

　そう言って立ち上がった雪は、最後に桜介の顔の輪りん郭かくをしっぽでなぞる。

　名残なごり惜おしいと言われているような動きにどことなく心細さを感じて触れたしっぽは、するりと手をすり抜ぬけた。

「行ってくる」

　いってらっしゃいと言おうとして戸惑い、口を噤つぐんだ桜介を置いて、雪は振り返ることもなく部屋を出ていく。再び静せい寂じやくが訪おとずれた室内に吹き込んでくる風はやはり暖かい。

（ここは六ろつ花かの世界にある月花村で、雪は雪ゆき豹ひようの神しん獣じゆうの梅花族でこの村を任されてる。雪を降らす力を持っているから、梅花族は神さまから仕事を頼まれることもあって。その指示は長老さんから知らされる。えぇと、あとなにがあったっけ……）

　知り得た情報を頭の中で羅ら列れつしても、現実味はひとつもなかった。どうやっても、夢をみているようにしか思えないのだ。いっそ、これが夢ならどんなにいいか。そう信じてしまいたかったが、手て渡わたされた湯吞は熱く、雪が取り寄せたという湯薬は甘かった。それに、彼のしっぽが。ふわふわとしたそれからは、確かに温ぬくもりを感じたのだ。

　五感すべてが伴ともなっている。だからこそ、これが夢だとは到とう底てい思えなくなっている。思えなくなっているにも関かかわらず、気持ちがついてこない。

（だって！　ぼくがここに来たから春が来たとか。愛する者とか、運命の伴はん侶りよとか、番になる運命とか、そんな。そんなの）

　運命の相手だと言われて、素す直なおに喜べるはずがない。相手は耳としっぽを生やした得体の知れない梅花族という存在で、それも同性だ。そもそも色いろ恋こい沙ざ汰たにはまったく縁えんのなかった桜介にとって、雪からの突とつ然ぜんの求きゆう婚こんともとれる発言は完全に許容範はん囲い外がいだった。

「そこじゃない……。今考えなきゃいけないのはそこじゃなくって、南雲神社に戻る方法……！　それと、歌うたい。歌うたいって、どういうことなんだろう……」

　熱くなりかけた頰ほおを冷ますように首を左右に振り、訊ききそびれてしまった肝かん心じんの言葉を唇くちびるに乗せる。

　歌うたいになってくれと、自分だけの歌うたいになってくれと雪は言った。頷うなずくことなどできない懇願は、しかし即座に断るには切な過ぎた。

（あんな声で言われたら…………。すぐにでも神社に戻りたいって、言い出せなかった）

　なにをしたというわけではない。桜介はただ、神事に向けて夜の一人練習をしていただけなのだ。その声がこの世界にまで届き、声を聴きいた雪が人間界に行きたいと強く願うほどに惚ほれ込んでくれたらしい。

　人々の願いを歌に乗せ、天高く神へと届けることが南雲神社の巫覡としての役割だった。それを考えると、自分の歌は練習であれきちんと届いていたのだろう。しかし、結果としてこの状況を招いてしまった。

　ならば練習をしなければよかったのかもしれないとも思うが、それではいつまで経たってもあの高音がきちんと歌えるようにはならなかっただろう。中ちゆう途と半はん端ぱな出来で奏上するなど、そんなことは桜介自身が納なつ得とくできない。

「はあ……。……これからどうなっちゃうのかな」

　考えようにも、なにを考えればいいのか正直なところわからなかった。

　布ふ団とんを出るには体が怠だる重おもく、雪がいなくなったのをいいことに布団にころりと横になる。太陽の匂においがする柔やわらかな掛かけ布団に顔を埋うずめていると、廊下で小さな物音がした。

（誰だれか来たのかな。さっき、雪が言ってた従者さん？）

　しかし、部屋に誰かが入ってくる気配はない。しばし息を潜ひそめてみたが、聞こえてくるのは木々が揺れる音だけだ。気のせいだったのかもしれないと寝ね返がえりを打とうとしたところで、「奥方さま」と低い声が聞こえてきた。

「奥方さま、お目覚めでございますか」

　どう返事をすればいいのか迷いながら体を起こし、寝間着の合わせを整える。このまま黙だまっているわけにもいかず、そっと口を開いた。

「……あなたは？」

「月花村で……、雪さまの下もとで修しゆ業ぎようさせていただいております、銀ぎんと申す者です。以後、お見知りおきくださいませ」

「従者さんではないということですか？」

「え？……いえ、わたくしはそのような大役を頂ちよう戴だいしてはおりません」

　開け放たれ、両りよう端はしに重ねられた障子の右側にいる声の主に目を向ける。影かげしか見えないが、それでも頭に生えている耳の形はよくわかった。

「あ、あの」

「お優やさしく、とても柔らかなお声ですね。雪さまが心底恋こい焦こがれ、人間界に出向いてでも迎むかえ入れたいと思われた理由がよくわかります」

「え……」

　桜介が声を発するたびに、銀の耳がぴくぴくと動く。丸い形をしたそれは、雪のものと似ているように思えた。

「あの……。ここで修業中ということは、あなたも梅花族の方ですか？」

「さすが奥方さまはご聡そう明めいでいらっしゃる。恥はずかしながら、わたくしも梅花族でございます。とはいえ、本家の末まつ裔えいであらせられる雪さまとは雲うん泥でいの差。わたくしはこうして修業をしなければ神通力をしっかりと身につけることができません」

「……そうなんですか」

　雪よりも低く、彼よりも掠かすれていない銀の声を聞いているとひとつの疑問が浮うかんだ。

（銀さんは、なにをしにここに来たのかな）

　雪が話していた従者ではないと彼自身が言っているということは、別の用件があるということになる。だが、銀は当たり障さわりのない会話でひたすらに桜介を褒ほめるだけだ。

　先ほどの様子では、雪はここに誰かが来ること自体を面おも白しろく思っていなそうだった。自分の不在に際して専属の従者を呼びつけるほどには、桜介を大切に考えてくれているのだろう。それがたとえ、桜介を逃にがさないためだとしても。そう考えると、余計に銀が今ここに来ている理由がわからない。

「銀さん」

　肝心なことはなにも話さない彼に、このままでは埒らちが明かないと障子越ごしに呼びかける。

「はい」

「ぼくになにかご用ですか？」

「…………とても大切な話があります。奥方さま、わたくしの近くにおいでくださいませんか。内密にお伝えしなければなりませんゆえ」

　ひそめた声で頼たのまれ、疑う気持ちは多少あったもののどうにか布団を出て障子戸まで近づいた。正座をすると銀が障子に顔を寄せてくる。

「奥方さまが知りたがっておられる、元の世界に戻もどる方法がひとつだけあります」

「！」

　障子越しの耳打ちに、桜介は弾はじかれたように顔を上げた。

　元の世界に戻りたいと銀の前で口に出した覚えはない。それどころか、雪にさえまだ伝えられていないことをどうして彼が知っているのかと、黙り込んだ桜介に、銀がくくっと低く笑う。

「突然この世界に、それも説明も同意もなく連れて来られて動どう揺ようするのは当然です。雪さまにも困ったものだ、初めての恋こいに周りが見えなくなっておられるのでしょう。奥方さま、わたくしならあなたを人間界に連れ帰って差し上げることができます」

「……雪は、ぼくを人間界には帰さないと言っていました」

「それこそ雪さまのわがままにすぎません」

　ぴしゃりと切って捨てたその口調は厳しく、雪の下で修業をしている彼が言うには多少の違い和わ感かんを覚えたが追つい及きゆうする言葉が出てこない。

「ひとつだけ、わたくしと約束してくださればそれだけで人間界へお連れいたしましょう」

　どこか誇らし気な口調で口早に言った銀の耳がひっきりなしに動き、影でしか見えない長いしっぽもゆらゆらと揺ゆれた。

「約束……？」

「ええ。丸い月が輝かがやき満天の星が降る夜に、わたくしに歌をうたってくださればいいのです。わたくしだけのために、歌を」

「……歌」

「奥方さまのその麗うるわしいお声で、どこまでも響ひびき渡わたるように、わたくしに」

　歌をうたう。たったそれだけで元の世界に戻すと銀は言う。

　桜介にとってはあまりに簡単な方法で南雲神社に帰ることができると言われても、すぐに信じることは難しい。彼自身が何者なのかがはっきりしていない今、信じられるわけがなかった。

「本当に……？　本当に帰れるんですか？」

「ええ、間ま違ちがいなく元の世界にお連れいたしましょう。突然このような話をして、今すぐにお返事をいただこうとは考えておりませんが……、わたくしは修業中の身にございます、奥方さまの御ご前ぜんに頻ひん繁ぱんに姿を現すことはできません。ですが、その時が来れば必ずや馳はせ参じます。それまでに、どうぞよくよくお考えくださいませ」

　一方的に桜介に告げた銀は言い終えると同時に腰こしを上げた。そして、強く吹ふいてきた風に乗るようにその場から走り去っていく。

「あ……！」

　すぐに障子戸に手をかけて廊ろう下かへ身を乗り出したが、小さくなった彼の背中しか見ることができなかった。

（なんだったんだろう、今の。銀さんって何者？）

　ちらりとだけ見えた頭から生えた耳は灰色で、縁はさらに濃こい灰色をしていた。耳にはなにやら縁と同じ色の模様があったような気がするが、一いつ瞬しゆんだけでは確信が持てない。

「耳としっぽの形だけは、やっぱり雪に似てた……」

　銀がいなくなったことで気が抜ぬけたのか、今まで以上に体が重くなり緩かん慢まんな動きで布団に戻る。もそもそと横になったが妙みように頭が冴さえていた。

「戻れるって……、本当なのかな」

　帰さないと言った雪と、帰せると言った銀。今すぐにでも帰りたいと思っているのに、銀に縋すがりついてはいけない気がした。それはもはや直感で、なぜそう感じるのか説明がつかない。そしてなにより、雪のあの声が忘れられなかった。

「とにかく、雪にも訊きいてみなくちゃ」

　訊きたいことはまだまだある。決意した桜介はゆっくりと寝返りを打った。
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　月花村は六ろつ花かの世界では一番大きな村だという。大きな村を任されている、それはすなわち雪が長老から見込まれているということになるらしい。

　村で暮らす者たちは、みなそれぞれ先祖から代々受け継ついだ力を活いかした仕事を持ち、村の繁はん栄えいに寄き与よしている。たとえば、熊くまが獲とった魚をリスが集めた木の実で燻いぶして加工するなど、もともとの動物としての強みが力に直結しているのだが、そこに食物連れん鎖さは生まれない。認め合い、協力し合って生活している。妬ねたみや嫉そねみがなく、穏おだやかな日々を送ることができるのは村を治めている者の度量によるところが大きいと村中が知っているからこそ、雪を慕したう声は止やんだことがないそうだ。

「蓬よもぎちゃん、蓬ちゃんそこにいる？」

　毎朝用意されている真新しい着物の色は雪が桜介に似合うものを選んでいる。

　巫ふ覡げきという職しよく業ぎよう柄がら、和装に抵てい抗こうはない。しかし、こうも毎日真新しいものを用意してもらうのは気が引ける。着物は数枚あれば充じゆう分ぶんで、そして、できれば着慣れていて動きやすい袴はかまがほしいと申し出たのだが、どちらもあっさりと断られてしまった。

　なんでも、桜介の着物用に糸を染め、布を織り、その布に絵柄を描き、仕立て上げるというそれぞれの工程において村の中で仕事の争そう奪だつ戦が繰くり広げられたらしい。その結果、しばらくは希望者全員で着物を作ってみることが決まった。ある程度数が揃そろえば止めるつもりだと雪が苦く笑しようしていたが、歓かん迎げいの気持ちを汲くみ取ってほしいと言われてしまえば強く否定することもできず、今に至っている。

「はいっ、奥方さま！」

　菖蒲あやめ色の着物を身に着けた桜介が縁えん側がわに声をかけると、黒目がちで真ん丸な瞳を輝かせた男の子が本を片手に駆かけ寄ってくる。頭にはこげ茶色の耳が生え、たんぽぽ色の着物から出ているしっぽは少々太くふさふさだ。

「どういたしました？　今日も蓮れん華げ草そうを摘つみにお出かけになりますか？　蓮華草以外にも花畑はございますからそちらにご案内いたします。あ、それとももっと大きな滝たきを見にまいりましょうか？」

「……ううん、今日は行かない」

　屋や敷しきの離はなれに用意された部屋から、いや、月花村そのものから、どうにかして元の世界に戻ることはできないだろうかと画策し、ここを抜け出したこともあった。そのたびに、桜介専属の従者だという蓬に見つかり、彼はそれらしい理由をつけて決してここから逃げ出したという表現はせずに雪にやんわりと報告してくれている。蓮華草の花畑も滝も、そのときに理由として告げていたものだ。

　暗に、今日も抜け出そうとしているのではないかと疑われているのがわかったが、桜介にそのつもりはない。月花村は広大で、桜介の足では村の端はしにすら辿たどり着くことができないと二度目で嫌いやというほど身に染しみた。屋敷の方向すらわからなくなり、途と方ほうに暮れていたところで蓬に見つけてもらったときの安あん堵ど感かんは忘れられないだろう。

「奥方さまはご健けん脚きやくでおられますから、山登りもいいかもしれませんね！」

「い、いいよ。大だい丈じよう夫ぶ。その代わり、いろいろ訊いてもいい？」

「もちろんでございます！　蓬がお力になれることであれば、喜んで！」

　慌あわてて外出を否定した桜介に見た目は七歳ほどだが、雪いわく月花村で一番の博識だという蓬がそう言ってにっこりと笑った。

（子どもに見えるけど、絶対違うと思う。蓬ちゃん、頭の回転速いし言葉の使い方とかがぼくなんかよりよっぽど大人だから）

　この世界では年ねん齢れいはあまり意味を成さないのか、蓬だけでなく雪の年齢も桜介は知らない。蓬が桜介の従者になった決め手は、彼の年齢と出身だと聞かされているが実際の年齢は教えられていなかった。

　人間界で生まれた彼の先祖に神しん獣じゆうはいない。稀まれに、寿じゆ命みようが長く人間と会話ができるなどの奇き特とくな能力を持って人間界に生まれつく動物がおり、彼らを六花の世界に連れてくることもまた、梅花族の仕事のひとつだと蓬から教わった。それを聞き、南雲神社でも山の主と呼んで姿を現すたびにもてなしていた高こう齢れいのきつねや長く生きたことで大きく成長した白しろ蛇へびのことを思い出して尋たずねてみたのだが、彼らもまた六花の世界のどこかの村に移住している可能性が高いのだそうだ。そう言われてみれば、確かに彼らは突とつ然ぜん姿を消していたが、それはきっと天寿を全まつとうしたのだろうと思っていた。

「ねぇ、蓬ちゃんはここに来て寂さみしくなかった？」

　失礼します、と礼れい儀ぎ正しく断ってから桜介の横にちょこんと正座した蓬が首を横に振ふる。

「まったく寂しくなかったとは言えませんが、ここでは自分だけが特別ではありません。長く生きていても言葉を話すことができても、独りぼっちにならなくて済みます。それだけで……、六花の世界に、それも雪さまが治めておられる月花村に迎むかえていただけて幸せだと思っております」

「そっか……」

「奥方さまは、お寂しいですか？　それとも、蓬が毎日ここに来ていることを煩わずらわしくお思いですか……？」

　しゅんと耳を竦すくませて言った蓬の頭に手を伸のばす。幼児特有の細く艶つややかな髪かみを撫なでると、彼の太いしっぽが左右に揺ゆれた。

「蓬ちゃんにそんなこと思ったりしないよ。どうやったら戻もどれるのかなっていうことは、毎日考えているけど」

「奥方さまは月花に本物の春をもたらしてくださいました。村中のみなが奥方さまに感謝しております。……どうか、ずっとこちらに。雪さまのお傍そばに……」

「…………」

　仕事が忙いそがしく村にいないことも多い雪に代わり、日中は蓬がこうして桜介につき添そっている。雪に聞かされていたとおり、なにを尋ねても大たい抵ていは答えてくれるが、雪自身については訊きにくかった。そのうえ、答えや会話の端はし々ばしにずっとここにいてほしいという蓬の思いが入り込む。それにどう反応すればいいのかわからず、桜介はいつも曖あい昧まいに受け流すことしかできないでいた。

「あ、あと梅花族のことも教えてくれる？」

「蓬が知っていることでお答えできるなら」

「大丈夫だよ、蓬ちゃんは物知りだもの」

　ね、と笑いかけると蓬が顔を赤くして笑い返してくれる。その表情が可愛かわいくてさらに髪を撫でると、耳がぴくぴくと小刻みに動いた。

「梅花族って村を任される前に修しゆ業ぎようしたりするのかな？　力を使いこなすための修業とか」

「そのようなしきたりは聞いたことがありません。そもそも、梅花族は孤こ高こうの存在。諍いさかいを避さけるためにも、力の強い男性は成人すると同時に梅花族の長老さまから命を受けて村を預かり独り立ちなさいます。村の長おさはお一人で充分ですし、複数人の梅花族が集まると力同士がぶつかってしまうのだそうです」

「じゃあ、雪も力が強いんだ」

「ええ！　雪さまは特別にお強いですよ。月花村のように広い村を、まだお若い頃ころからお治めですから。それに、梅花族直系でいらっしゃいますし、次期当主と名高い。とはいえ、それゆえにいろいろとご苦労がおありのご様子ですが……」

　ふうん、と相あい槌づちを打ちながら考えていたのは雪ではなく銀のことだった。

（修業の身だって、銀さんは言ってたけど……。もしかして、修業の存在自体が知られてはいけないものなのかな。一族の中にしか伝わっていないとかだとしたら、誰だれかに訊きいたりしないほうがいいのかもしれない）

　あまり姿を現すことができないと言っていたとおり、銀を見たのはあのとき一度きりだ。それでも、帰れるという彼の言葉は桜介の中に残っている。真しん偽ぎを確かめられていないからこそ、最後の頼たのみの綱つなにも思えた。

「今日、人間界は何月何日だろう」

「それは蓬にもわかりかねます。こちらと人間界では時間の進み方が違ちがうことだけは確かですが、六ろつ花かでの一日が人間界でどれほどの長さになるのかまでは……」

「神事はもう終わっちゃったかな。ぼくの代わりに誰が歌を奉ほう納のうしたんだろう……」

　独り言のようにつぶやくと、蓬の表情が途と端たんに曇くもる。彼を困らせるつもりは毛頭ないが、気にならないわけがなかった。

「蓬の力不足のせいで、どちらもお答えできずに申し訳ございません……」

「いいんだ、蓬ちゃんが悪いわけじゃないでしょ」

「ですが……」

「大丈夫、気にしないで。訊いたぼくが悪かったから」

「奥方さま……」

　ここが六花の世界だということは、耳としっぽの生えた蓬たちと接するうちに信じざるを得なくなった。何度眠ねむりについて何度目覚めても神社に戻ることはなく、月花村での穏おだやかな生活が続いている。

　無意識のうちに俯うつむき、ため息を零こぼす桜介に蓬がおろおろと目を泳がせた。

「せぇーのっ、おくがたさまーぁ！」

「おくがたさまーっ」

　ふいに、庭に面した縁えん側がわから呼びかけられ、考えに耽ふけっていた桜介は顔を上げて立ち上がり廊ろう下かに出る。その数歩後ろには耳をぴんと立てた蓬がついてきた。

「みんな、今日も元気だね。なにをして遊んできたの？」

「あのねー、川にね、おたまじゃくしがいてねぇ！」

「ちがうよぉ、めだかだよぅ！」

「それでね、ざぶざぶって、みんなで追いかけてきたのー」

「あぁそっか、だからみんな濡ぬれてるんだね」

　縁側で正座した桜介に向かって口々に教えてくれるのは、桜介の目覚めを待ち構えていた子どもたちだ。六花の世界に順応し、これまでと同じく動けるようになってからこうして遊びに来ることが増えた。

　相変わらず動物の姿だが、そんな彼らと会話を交かわすことに抵てい抗こうがなくなっている自分は、やはりこの世界に順応しているのだと思う。

「……ん？　今日は胡桃くるみちゃんがいないね。具合が悪いのかな？」

　一番しっかり者の子こ熊ぐまの不在を指し摘てきすると、子どもたちが突然目を輝かがやかせた。そして、我先にと口を開く。

「くるみちゃん、ずっとおうちでねてるの！」

「えっとね、えっとね！　おとなになれるんだって！」

「おくがたさまのおうた聴きいたからだって、くるみちゃんのお母さんが言ってたよ！」

「すっごいでしょー！」

「んー……？」

　さっぱり意味がわからずに首を傾かしげた桜介に傍かたわらにいた蓬が苦く笑しようした。

「おまえたち……、それでは奥方さまには伝わらないだろう。それに、もう少し水を払はらいなさい。風邪かぜをひいたら大変だ」

「はーい」

「はぁいっ」

　蓬の言葉に子どもたちが縁側から離はなれ、それぞれが全身を震ふるわせる。体についていた水分が飛び、太陽に照らされてきらきらと光った。

　この天気であれば体が冷える前に乾かわきそうだと思いながらその様子を見ていると、蓬が改めて説明し始める。

「六花の世界に生まれついた動物たちは、生まれて数年間こそ動物のままの姿ですが力が満ち始めると姿を変えます。そして、力の強さに応じて時間をかけて成長していく。胡桃は奥方さまの歌声がきっかけとなり、力が満ちたのでしょう」

「……ぼくの声にそんな力はないよ。この子たちに歌ったのだって一度だけなのに。その一回だけでそんなこと言われても……」

「澄すんだ歌声は我々の力を強めます。ましてや、清らかな御み心こころを持った方の歌声であればなおのこと。雪さまがお選びになった奥方さまのお声です、特別に決まっています」

　膝ひざの上で重ねていた両手を握にぎる。

　それが話し声であれ、出した声はことごとく褒ほめられた。雪をはじめ、この村で暮らしている誰しもが桜介の声を褒め称たたえてくる。

（この声を持っていたから、ぼくはここに連れて来られたんだ。……じゃあ、違う声だったら今いま頃ごろここにはいなかったのかな）

　どうして声がそこまで重要なのか、蓬に尋たずねたこともあったが納なつ得とくできる説明は返ってこなかった。六花の世界において重要なものなのだそうですと言われたところで、この世界そのものを理解できていない桜介にとっては説明にならない。そうなると、残された道は雪に直接尋ねることだが、長老から任されている仕事が立て込んでいるらしく、夜が深くなった時間に部屋にやってくるため、ろくに話もできていなかった。

（ぼくがもう眠ってる時間に帰ってきて、すぐ寝ねちゃうんだからなにも話せない）

　はじめのうちこそ布ふ団とんに潜もぐり込まれて慌あわてたが、なにをされるわけでもなく桜介を背中から抱だきしめてすぐに寝息を立てる雪は、桜介が目覚める前に起きている。すれ違いの日々で知り得た情報は、ほとんどが蓬からのものだった。

「ねぇねぇ、おくがたさまもねむい？」

　ちょんちょんと袖そでを引かれて目を向けると、いつのまにか子ねずみの楓かえでが膝に乗っていた。

「ううん、眠くないよ。少し考え事してただけ」

「じゃあね、じゃあね！　またおうたうたって！」

「え？」

「聴きたーい！　おくがたさまのおうた、すっごくきれいなんだもん！」

　うたってうたって、と子どもたちが縁側に上ってぴょんぴょんと跳はねる。見かねた蓬が咳せき払ばらいすると、彼らは同時に耳をぴくりと動かし口を噤つぐんだ。

「奥方さまを困らせるならば離れに入ってはいけないと何度も言っているだろう。約束を守れると言ったからこそ、雪さまもお許しくださったことを忘れてしまったか？」

「……ごめんなさい」

　少々張りつめた空気の中、桜介の膝の上で楓が謝る。胡桃が不在の今、彼が子どもたちのまとめ役を担になっているらしい。

「ごめんなさい……。おくがたさま、おこった？」

「そんなことないよ。怒おこってないし、困ってもないから大だい丈じよう夫ぶ。蓬ちゃんだって、みんなのために注意してくれただけで怒ったりしてないよ。ね？」

　わざと蓬に問いかけると、彼は肩かたを竦すくめてから頷うなずく。

「ねぇねぇ。よっくんは、おくがたさまのおうた、ききたくないの？」

　まだうまく蓬と呼べない、一番幼い子ぎつねの杏あんずの言葉に子どもたちが一いつ斉せいに蓬を見つめる。それにぐっと押し黙だまった蓬だったが、そのうちにおずおずと口を開いた。

「決してそのようなことは……。あの……、奥方さまさえよろしければ、蓬も奥方さまの歌声をお聴きしたく思います」

「わーいっ、よっくんもおんなじだぁ！」

「おくがたさまっ、おうたうたってぇ！」

　全員のしっぽが揺ゆれている。それは蓬も例外ではなく、子どもたちの手前だからこそ気難しい顔をしているのだと知れた。

（可愛かわいいなぁ。みんな可愛い）

　この声が彼らにとって心地ここちよいものであるなら、桜介に断る理由はない。

　南雲神社の巫ふ覡げきにとって、歌は自分たちだけで独り占じめするものではなく、神からの教えを万ばん人にんに広く伝えるとともに万人の願いを神に届けるものだと神かん主ぬしから教わった。それに、歌わなければ喉のどはすぐに発声を忘れてしまう。神社から離れたことで信しん仰こう心が薄うすれるわけもなく、再び神へと祈いのりを届けられるようになってもしっかりと歌える自分でいたい。そのためには、毎日の練習を欠かしたくはなかった。

「いいよ、どんな歌がいい？」

「やったーぁ！」

「えっとね、お星さまのうた！」

「ん、わかった」

「みんな、しーっ！」

　はしゃぐ杏たちを制した楓がぴょんと桜介の膝から降りると、蓬が彼を自分の膝に乗せた。

　蓬の膝の上で彼がしゃがんだのを見届けてから期待に満ち満ちたまなざしに応こたえるべく、桜介は姿勢を正して目を閉じ、呼吸を整える。

　子ども向けに歌うのだから本来であれば童どう謡ようが好ましいのだろうが、音程と歌詞を間ま違ちがいなく最後まで歌うことができるのは、南雲神社で常つね日ひ頃ごろから歌っていた奉ほう納のう曲ばかりだ。その中から星に願いをかける歌を選び、静かに旋せん律りつを奏かなでていく。

「幾いく千光年、夢の彼方かなたへ」

　本来は複数人の巫覡で歌う曲だ。声が重なり、溶とけ合うことで夜空に光る星々へ願いが届くとされている。

（だけど、ぼくの声がみんなの声と一いつ緒しよに南雲神社で響ひびくことは、もう……）

　元の世界に戻もどる方法も、未いまだ雪に問い質ただせていない。月花村での生活に慣れ、こうして子どもたちに懐なつかれると今の状じよう況きように流されてしまったほうが楽だろうと思ってしまう。大勢の巫覡の中の一人より、声だけとはいえ必要とされているこの世界で生きていくほうがいいのかもしれないとさえ、うっすらと思ってしまう。

（どこにいたって、結局ぼくはひとりだから）

　昏くらい思考が桜介の中に広がりはじめたが、今は歌に集中しなければと次の旋律を頭に浮うかべる。

「闇やみ夜よを導く星々の輝かがやき、その煌きらめきこそ我らの光」

　腹に力を入れ、鬱うつ々うつとした気持ちを振ふり切るように高音を出す。猫ねこだと思っていた頃の雪のおかげで出るようになった高音は掠かすれも途と切ぎれもしない。

「願いよ空へ舞まい上がれ、消えぬ光に祈りよ届け」

　歌い進めていくと頭の中が真っ白になっていく。余計なことを考えずに済むからこそ、桜介は幼い頃から歌うことが好きだった。集中すればするほど、歌声は伸のび遠くまで響く。

「その瞬またたき消えぬよう、幾千光年、夢の彼方へ」

　無心で歌い終え、目を開けて一礼すると同時に子どもたちから拍はく手しゆが贈おくられる。

「すごーい！　すごいすごーいっ」

「おくがたさまのおうた、お空にのぼっていくみたい！」

「本当に、何度お聴ききしても心が洗われるようです」

「それは大おお袈げ裟さだと思うけど、気に入ってもらえているならそれだけで嬉うれしいよ。ありがとう」

　興奮した様子で桜介を囲んだ子どもたちを代わる代わる撫なでながら蓬を見ると、彼は心なしか涙なみだぐんでいるように見えた。

「蓬ちゃん？」

「！　おまえたち、雪さまがおいでだ。下がりなさい」

　名前を呼び終える前にぴんと耳を立てた蓬が口早に言い、子どもたちが慌ててそれに従う。廊ろう下かでは蓬、中庭では子どもたちがそれぞれ両手をついて頭を下げた。

　突とつ然ぜんの変わりようについていくことができず、なにがあったのかと尋ねようとしたときに廊下が軋きしむ。

「桜介」

「……雪」

　突然姿を現したのは、真っ白な着物に錦きん糸しの帯を締しめた雪だった。

「蓬、面おもてを。桜介の前で大おお仰ぎようなことはしてくれるな。もちろん、子どもたちにもここでそのようなことをさせる必要はない」

「は、はいっ」

　顔を上げた蓬の耳がぴんと伸ばされている。緊きん張ちようしている声に雪がふっと笑うと、彼は驚おどろいたように目を丸くした。

「子どもたちを連れていってくれるか。先ほどの歌の礼として、桜介の寝しん所じよに飾かざる花を探しておいで」

「かしこまりました。雪さま、奥方さま、失礼いたします！」

　指示を受けた蓬は縁えん側がわから中庭に降り、楓を肩に乗せてから他ほかの子どもたちを促うながしてその場を去る。去り際ぎわ、杏に小さく手を振られた。それに応こたえて振り返すと、他の子どもたちも真似まねをしてそれぞれに手を振っていく。

「おくがたさまぁ、またねぇ」

「また来るねぇ」

「こら！」

　しっぽを立てた蓬に注意されてもなお桜介に手を振ってから、子どもたちは「よっくん、どこでお花さがすのー」と中庭を出て行った。

（子どもは可愛い。人間だって動物だって、言葉が話せるとしてもそれは変わらないみたいだ）

　頰ほおを緩ゆるめたまま蓬たちの背中を見ていた桜介の隣となりに雪がどっかりと腰こしを下ろす。

「膝ひざを貸してくれ」

「え？」

　訊きき返したときにはすでに膝の上に雪の頭が載のせられていた。丸く真っ白な耳にはたくさんの水すい滴てきがついている。

「ちょ、ちょっと雪」

「しばらく……、ここでこうしていてくれないか。膝を貸してくれるだけでいい」

　そう言ってすぐさま目を閉じた彼の顔色は青白く、とても疲ひ弊へいして見えた。呼吸することすら億おつ劫くうそうに見える雪を冷たくあしらうこともできず、かといって膝ひざ枕まくらを許した覚えもない桜介は背筋を伸ばしたままで問う。

「あの……、どうしてここに？　お仕事はどうしたんですか？」

「雪を降らせている最中に桜介の歌声が聞こえてきたからな、帰りを急いだのだ。それでも歌い終えるまでに戻れはしなかったが」

「急いだからまだ耳が濡ぬれてるんですか？」

　指し摘てきした桜介に応えるように耳がぴくぴくと動き、ついていた水滴が宙に舞った。先ほどから置き場に困っていた手を仕方なく雪の肩かたに置くと、彼のしっぽが大きく揺れる。

「雪降らしは雪雲の中に入らなければならず、必然的に全身が雪まみれになるのだ。しっかり落としてきたつもりだったが、耳までは気が回らなかった。……それにしても、桜介がいると月花は暖かい。私だけの力ではこうはいかん」

　目を閉じたまま話している雪の声はいつも以上に掠れて聞こえる。

　ぱたりぱたりとしっぽが床ゆかを打つ音と、風に木々が揺れる音にかき消されそうだった。

（……今なら訊けるかもしれない）

　今後、雪と日中に顔を合わせる機会があるとは思えない。

　まずは元の世界に戻る方法の有う無むを尋たずねようとしたところでしっぽが桜介の手に触ふれ、くるりと手首に巻きつく。猫がじゃれつくしぐさによく似たそれを咎とがめずにいると、それは腕うでの内側を伝って着物の袖そで口ぐちに入り込んだ。さすがに腕を引いてしっぽから逃にげたが、再び手首に巻きつかれる。

「雪」

　咎めるように呼ぶと、しっぽはそこで動きを止めた。　>>>♥

「あ、あの。お仕事のとき人間界にはどうやって行っているんですか？」

　さすがに直ちよく截せつ的には難しく、不自然にならないようそれまでの会話の流れで仕事に絡からめて尋ねた。

「長老が神から勅ちよく命めいを受け、それをその時々で一番適した一族の者に伝えてくる。指示を受けた我々が決められた刻限に梅花村の端はしにある湖へ行くと、神が人間界に続く扉とびらをお創つくりになるのだ。その扉を通って行っている」

「雪が南雲神社に来たときはどうやって？」

「あれは未だに、私も説明できん。声の主に、桜介に一目逢あいたいとそれだけを願っていたために神がお力をお貸しくださったのだろう。そうそうできることではない」

「じゃあ、人間界には簡単には行けない……？」

「そうだ。長老ほどの力を持っていればまた別の話だが」

　では、あのときの銀の話は、人間界に帰さないと言った雪を、わがままだと切って捨て帰せると言ったあの言葉はどのような意味だったのだろうか。

「桜介の歌声はいつ何時、どこにいても聴こえる。本当に特別な声だ。力が満ちる……」

　考え込みそうになっていた桜介を、膝の上にある雪の重みと声が引き止める。

「……蓬ちゃんにも同じことを言われました」

「そうか、蓬に先を越こされたな。あれは常に桜介の傍そばにいる分、余計にそう思うのだろう。羨うらやましい限りだな」

「羨ましいって……。この前ここで歌ったときにはそんなこと一言も言わなかったのに。どうしてそんなことを言うんですか。しかも、今日はまだ明るいうちにここにいるだなんて」

　口にしてから、これではまるで前回帰ってこなかったことを責め、そして拗すねていると思われるのではないかと眉まゆをひそめた。案の定、雪に小さく笑われる。

「先日桜介が歌っていたときは天上界にいたのだ。そこでも聴こえていたのだが、神からの勅命を受けている最中ではさすがに抜ぬけ出すこともできまい。……実を言えば、抜けてしまいたかったが」

「そ、そこまでしなくていいです」

「そうか？　桜介の歌のためなら、その程度のことは些さ末まつだと思うがな」

　桜介に自分の声が特別なものだという自覚はなく、なぜここまで言ってもらえるのかがさっぱりわからない。

（この声にそんな価値があるのかな。……ぼくにあるんじゃなくって、この声に）

　自分でも卑ひ屈くつだと思うが、声だけが必要なのだと言われている気がしてならない。

「でも、大切なお仕事でしょう？　ぼくの歌ぐらいで投げ出さないでください」

「私の伴はん侶りよは理解がある。心配せずとも生業なりわいは全まつとうしているが、歌ぐらいなどと軽視してくれるな」

「……伴侶になった覚えはありません」

「ふふ、そうだったな」

　雪に声や歌を褒ほめられると、彼以外に褒められたときとは違ちがう感情が芽生える。腹の底がちりりと小さく焦こげつき、そわそわと落ち着かなくなる。

（どうしてかは、わからないけど）

　手首に巻きついているしっぽに自分から触れた。それは一度だけぴくりと震ふるえたが、軽く握にぎっても逃げることはない。

「なにか変わったことはなかったか」

　幾いく分ぶん掠かすれの少なくなった声は穏おだやかで、そのことにどこかほっとする。

「特にはありませんでした。胡桃ちゃんが一いつ緒しよに来なかったことぐらいです」

「しばらくすれば姿を見せる。桜介の歌で成長が早まっただけのこと」

「ぼくの歌にそんな効力があるとは思えません。……この声になにがあるんですか。それって、雪がいつも言ってる歌うたいとなにか関係があるんですか」

　私だけの歌うたい、と雪は毎晩桜介に囁ささやく。眠ねむりにつく直前、それはもはや日課になっていた。絶対に頷うなずくものかと頑かたくなに首を横に振ふっても、彼は怒おこることなく囁き続けている。

「ようやく尋ねてくれたか」

　握っていたしっぽがするりと手から抜け、雪が体を起こす。黄金こがね色いろの双そう眸ぼうに見つめられ、落ち着かなさを感じつつも視線を外さずに彼を見返した。

「我々梅花族は歌をうたうことができない」

「どうしてですか？」

「雪ゆき豹ひようの神しん獣じゆうだからだろうな。この喉のどは吠ほえることもできない。私の声が掠れているのもそのせいだ」

　幼い頃ころ、祖母と繰くり返し読んだ図ず鑑かんでは、確か雪豹はネコ科の動物として説明されていた。記き憶おくが正しければ大形ネコでありながら小形ネコ類の特とく徴ちようも併あわせ持つと書かれていたが、吠えられないのはそのためだろうか。

「だからこそ、澄すみ切った歌声は伴侶を選ぶうえでの唯ゆい一いつ絶対条件」

「絶対条件……？」

「一度村を任されると、基本的には命を受けて馳はせ参じる以外に一族の多くが暮らす梅花村に帰ることは許されないのだが、村の状じよう況きようは長老に伝えなければならない。その術すべが歌だ。清い心の持ち主の歌声は梅花村へまっすぐに届く。だから我々は心と声が美しい相手を選び、その相手からも選ばれることでさらなる力を得ると言われている」

（……ぼくが選ばれたのは、やっぱりこの声だからなんだ。そうじゃなきゃ、わざわざ人間で男のぼくを選ぶなんておかしい）

　それはもはや確信だった。

　やはり声が、この声だけが必要だったのではないか。そう尋ねようと口を開きかけて止やめた。ならば、歌えなくなればこの世界に留とどまっていなければならない理由がなくなる。声が変われば雪が自分に固こ執しつすることもないだろう。

（自分だけの歌うたいって、そういうことなんだ。雪はぼくの歌だけが必要なんだ……）

　それはどこか落らく胆たんに似ていたが、声や歌い方だけを褒められることはこれまでにも何度となくあった。そのことを思い出せば、今回のこともすぐに諦あきらめがつくに違いない。

　桜介は腹の底にぽっかりと穴があいたような感覚に拳こぶしを握った。

「桜介？」

「……え？」

　名を呼ばれ、深く考え込んでいたらしいことに気づく。

「具合が悪いのか？　寝ね床どこと湯薬を用意させよう」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

「そうか。ならば私の昼寝につきあってくれ。今日の仕事はもう終わった。たまにはこのような日があってもいいだろう」

「えっ？　ちょ、ちょっと雪……！」

　軽々と抱だき上げられて部屋に戻もどされる。下ろしてほしいと頼たのもうとしたが、見上げた彼はどこかすっきりと晴れやかに笑っていて、余計なことを言ってはいけない気がした。

（どこにいても同じ。ぼくが必要とされるのは、この声のせい……）

　静かに口を噤つぐんだ桜介に雪が気づくことはなかった。
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　あくる日、桜介と昼食を摂とりたいと仕事を調整して雪が戻ってきた。桜介の声が聴ききたくなったからだと彼は言ったが、おそらくおとなしく屋や敷しきの中にいることを確かく認にんしたかったのだろう。そして、二人きりの昼食中に、彼は桜介にひとつ頼みごとをした。

（蜂はち蜜みつで作ったのど飴あめかぁ……。のど飴なんて、何年も舐なめてないな）

　蓬と村に出て、のど飴を受け取ってくること。まるで子どものおつかいのような内容だが、雪は何度も気をつけるようにと念を押した。そればかりか、改めて呼び出した蓬にもくれぐれも桜介を頼むと言い添そえ、指示を受けた蓬が恐きよう縮しゆくしてしまっていた。

　桜介本人に取りに行かせるということは、逃にげ出すのではなくきちんとした理由を持って村に出させてくれるためだろうか。そこまでの説明は、彼はしてくれなかったが。

（過保護なのかな、雪は。それとも心しん配ぱい性しよう？……まぁ、すでに二回も逃げ出そうとしてるからだろうけど）

　身に覚えがあり過ぎる桜介は、きちんと草ぞう履りを履はいて蓬の話に耳を傾かたむけながら足を進める。

　小さい蓬の歩ほ幅はばに合わせると村の中をゆっくりと見て歩くことができたのだが、屋敷から村へと続く道に花畑や野菜畑へと続く道が繫つながっていると初めて知った。午後の昼下がり、作業をするにはうってつけの時間帯のためか屋敷を出てからはまだ誰だれともすれ違っていない。

「この村ののど飴は月の世界から直々に調合と作り方を教わったそうで、効き目も確かなうえにとてもおいしいんです」

「そうなの？　楽しみだな」

「奥方さまがお飲みになっている湯薬も、雪さまが月の世界から取り寄せているものです。もしかすると、味も似ているかもしれませんね。あっ！」

　おつかい用の手て提さげ籠かごを持ち、桜介のほんの少し前を歩いていた蓬がくるりと振り返った。

「蓮れん華げ草そうが満開ですね！　先日はまだ、蕾つぼみが色づいていただけでしたのに」

「本当だ……。花の生長は早いんだね」

　蓬の指さした方向には赤あか紫むらさき色いろの花畑が広がっている。月花村の蓮華草は人間界のそれと少し異なっており、丈たけが高い。厳しい冬を越し、多くの種を残すために変化したのだろうと蓬から教わった。その蓮華草が一いつ斉せいに咲さき、風に揺ゆれている。

　駆かけ寄った彼を追って花に手を伸のばす。

「……いいえ、奥方さま。それは違います」

「え？」

　訊きき返した桜介の目の前で風も吹ふいていないのに花畑が揺れた。なんだろう、と思っていると蓮華草をかき分けて健康的な肌はだ色いろをした小こ柄がらな女性が現れる。その頭からは茶色く長い、比ひ較かく的見慣れた耳が生えていた。

「あらっ、蓬ちゃんお役目中？　まぁまぁ、そうするともしかしなくても、そちらにおられるのは奥方さまかしら！　あなたー、ちょっと、あなた！」

　即そく座ざに蓮華草畑に向き直り、大きな声で呼びかけ始めた彼女は籠を背負っている。籠の下に見えるしっぽは丸い。

「よ、蓬ちゃん。この人は……？」

「この花畑一帯を管理している、うさぎのご夫ふう婦ふです。蓬も大変お世話になっています。少々声は大きいですが、とても親切なご夫婦ですよ」

　ぼそぼそと話しているうちに、少し離はなれた場所から「呼んだかー」とゆっくりとした返事が返ってくる。

「ちょっとこっち！　奥方さまがおいでなのよ、早くごあいさつしなくっちゃ！」

　姿は見えない声の主に向かって女性が叫さけぶと、がさがさと花が揺れた。

「なんだって？　奥方さま!?　それは大変だ！」

　勢いよく立ち上がった男性は背が高く、やはり頭からは長い耳が生えている。

（黒いうさぎの耳だ。それにしても、二人ともすごく元気……）

　ざかざかと花畑を歩いてこちらまで来た男性は桜介の姿を見て目を細めた。そして、女性と顔を見合わせ二人同時に深々と頭を下げる。

「え、えっ？」

「奥方さま、奥方さまが月花にいらしてくださったからこそ、ご覧いただいているように蓮華草が満開になりました」

「この花畑を筆頭に、つぎつぎと蕾が色を持ち始めております。こんなことは未いまだかつてありませんでした。なにもかも、奥方さまのおかげでございます！」

「ぼ、ぼくの？　そんな、ぼくはなにも……」

「いいえっ！」

　否定しかけた桜介の言葉を遮さえぎり、女性が勢いよく顔を上げた。

「いいえ、奥方さま！　この村には、これまで冬と春しかございませんでした。それはすべて、村むら長おささまの……、雪さまのお力が強いからこそ。力が強いからこそ冬が長く厳しく、春はとても短く村を覆おおう雪がすべて溶とけることはありませんでした。それでも、雪さまは少しでも春を長くしようとご尽じん力りよくくださって……。すべて、すべてわたしたちのために」

　それまではきはきと話していた彼女だったが、なにかを思い出したかのように涙なみだぐむ。震ふるえた声が小さくなっていくと、隣となりにいた男性がそっと肩かたを抱いた。

「月花村の雪が溶けるのは、村長さまに奥方さまができたときだろうと、我々月花村の民たみはそのときを心待ちにしておりました。長年待ち続け、そこに現れたのがあなたさまです」

「それは……」

「間ま違ちがいございません。奥方さまの御み心こころが清らかで、お美しい歌声をお持ちの歌うたいさまだということは村の者すべてが存じ上げております。だからこそ、こうして本物の春が来たのですから」

　本物の春、と彼が手のひらで示した先には花畑が広がっている。蓮華草の花畑の奥にも別の色の花畑があり、よくよく見ればそれは終わりが見えないほどに連なっていた。

「花咲き乱れる春が過ぎると、また別の季節がやってくると聞いております。……奥方さま、このようなことを一いつ介かいの村民である我々が口にするのもおこがましいのですが、どうか、雪さまを支えてさしあげてくださいませ」

「わたしからもお願い申し上げます……！」

　桜介に向かって再び深々と頭を下げた二人に、かける言葉が見つからない。

（簡単に返事をしていいことじゃない……。だってぼくは、南雲神社に戻らなきゃいけないんだから。……でも）

　自分の存在がここまで村に、雪に影えい響きようを与あたえていた。もしかしたらそれは桜介の歌声そのものだけかもしれないが、それでもどこか誇ほこらしさを感じる。同時に、影響力の強さが怖こわくもあった。

「どうか、お二人とも顔を上げてください。力を持っているのは雪であって、ぼくではありません。ですから、ぼくに頭を下げる必要もないです」

　促うながすと、二人はそろそろと姿勢を戻した。まだ涙の残っていた頰ほおを拭ぬぐった女性の耳が先ほどよりも縮こまって見える。

「村に……、真っ白な月花村に、こんなにたくさんの色があったなんて初めて知ったんです。どんなに冬が長く厳しくても、常に雪に覆われていても村から離れなかったのは、みんな雪さまのことをお慕したいしているからにほかなりません」

「雪は幸せ者ですね。村のみなさんからこんなにも思われているなんて。……ぼくが雪になにをすることができるのか、それはまだわかりません。ですが、これからわかるといいなと思っています」

　曖あい昧まいな答えしか言えない桜介は、最後に二人を見つめて薄うすく笑った。それを見た二人の耳がぴんとまっすぐに伸びる。

「奥方さま、なんてお可愛かわいらしい……！」

「こら、失礼なことを言うんじゃない。奥方さま、ご無礼をお許しください！」

「え？　あ、いえ、お気になさらずに」

　これ以上この場にいてはさらにいろいろなことを頼まれてしまいそうだ。のど飴を受け取るという目的すら果たせなくなる気がして、桜介は隣にいる蓬に目配せをする。目が合った彼は困ったような苦く笑しようを浮うかべて頷うなずいた。

「奥方さま、そろそろ飴を受け取りにまいりましょうか」

「そうだね。これ以上お二人の邪じや魔まをしてはいけないし」

「お会いできて大変光栄でした！　奥方さま、どうかまたおいでくださいね？　つぎはきっと、蓮華草以外の花畑が満開になっていると思いますので」

　すっかり元の調子に戻もどった彼女は、蓮華草を手早く摘つんで拵こしらえた小さな花束を桜介に差し出した。

「お近づきのしるしに。こんなもので申し訳ございませんが」

「ありがとうございます。すごくきれいで嬉うれしいです」

　受け取ってそう言うと、二人は嬉しそうに笑って手を振ふってくれる。

「それでは失礼いたします。蓬はまた今夜、お邪魔してもよろしいですか？」

「もちろん。蓬ちゃん、待ってるからね！」

　蓮華草の花畑をあとにすると、すぐさま蓬が口を開いた。

「あの、奥方さま」

「なに？」

「怒おこってらっしゃらないですか……？」

「怒るってなにを？　花畑はきれいだったし、素す敵てきなご夫婦だったよ。大きな声には少しだけ驚おどろいたけど」

　そしてなにより、自分の存在が知られていることに驚いた。

（歌うたいは、村のみんなにまで影響するんだ。みんな、雪の奥方を……、歌うたいをずっと待ってた）

　待ち焦こがれていた雪の伴はん侶りよである歌うたいが自分だと、桜介にはまだ信じられない。しかし、村の雪は溶け季節は春になっている。

「蓬ちゃーん、菜の花できてるよ！　少し持って帰るかい？」

　花畑を越こえたところで蓬が呼び止められた。鮮あざやかな緑と黄色の菜の花畑では頭にこげ茶色の丸い耳が生えた大おお柄がらな男性が作業している。

「ありがとうございます。ですが今は奥方さまとおつかいの最中ですので」

「奥方さま!?」

　畑の中央にいた彼が蓬の言葉を聞いてこちらに向かってきた。その手には収しゆう穫かく用に使っていたのだろう鎌かまが握にぎられ、背にはやはり籠かごを背負っている。

「娘むすめが大変お世話になっております！　胡桃の父でございます！」

「胡桃ちゃんのお父さん？……あ、本当だ。耳の色が同じですね。こちらこそ、いつも離れに遊びにきてもらっていて。胡桃ちゃんの体調はいかがですか？」

「あぁ、なんとお優やさしい！　胡桃から聞いておりました、奥方さまはお優しくてお歌がとてもお上手だと」

　感極きわまった様子でそう言った彼は、籠を下ろして中からなにやら取り出した。

「奥方さま、これを。一番摘みの菜の花です。本物の春が来て初めて収穫いたしましたが、とても柔やわらかくみずみずしくできあがっております」

「一番摘みの……？　いいんですか、ぼくがいただいてしまって」

「もちろんです！　お屋や敷しきには明日あしたお届けする予定になっておりましたが、今お渡わたしすれば夕ゆう餉げに間に合うかと。ぜひご賞味ください」

「ありがとうございます」

　手渡されたのは短く切り揃そろえられ、草の葉でくるりとまとめられた菜の花だ。新しん鮮せんなそれからは春の匂においがする。

「胡桃も、今しばらくすればまた奥方さまのお部屋にお邪魔できるようになります。本当に、奥方さまが月花にいらしてくださってよかった……！　ところで、これからどちらに？」

「工こう房ぼうにのど飴あめを受け取りに。雪さまが奥方さまのためにご注文なさったんです」

「それはいい。あぁ、工房の手前には川がございますから橋を渡る際はお気をつけくださいね。蓬ちゃんもよくよく気をつけて」

「はい！　ありがとうございます」

　ぶんぶんと大きく手を振ってくれている胡桃の父と別れ、再び歩き出す。

「すごいね、蓬ちゃん。人気者なんだ」

「まさか、そのようなことはございません！　みな、奥方さまに一目お逢あいしたいと思っております。蓬が奥方さまにお仕えしていることはすでに周知の事実ですから、奥方さまに直接お声かけする前に蓬が呼び止められているだけのこと」

「そうかな。うさぎのご夫ふう婦ふも胡桃ちゃんのお父さんも、蓬ちゃんのことを気にかけてくれてるみたいだったけど」

　蓮れん華げ草そうの花束と菜の花を持ったままだった桜介に蓬が手て提さげ籠を差し出した。籠ごと受け取り、荷物を入れて持つ。

「お、奥方さま！　蓬がお持ちいたしますっ」

「これぐらい大だい丈じよう夫ぶ。重くもないし、蓬ちゃんには少し大きいでしょう」

「ですが……！」

「蓬ちゃんは案内役。ね？」

　笑いかけ、丸い耳ごと頭を数回撫なでると蓬は渋しぶ々しぶ引き下がった。そして、改めて静かに口を開く。

「蓬は、この村では少々変わった存在ですから。人間界から六ろつ花かの世界に迎むかえ入れられ、親も親族もこの世界にはおりません。この村に住んでいる者は、雪さまのお力もあって争いや諍いさかいを好まずとても優しい。だからこそ、蓬のような者も安心して住むことができます」

「蓬ちゃん……？」

「先ほどのうさぎのご夫婦は、長年連れ添そっておられますが子どもがいないんです。それを知っていた雪さまが、蓬を月花村へ連れてきてくださったときにあの夫婦に預けて以来、本当の子どものように可愛がってくださっています。雪さまは、自分以外にとてもお優しい方でいらっしゃるから」

　桜介にとって、雪は自分を無む理り矢や理りこの村に連れてきた相手だ。しかし、彼の横暴さに腹が立っていたのは数日間だけで、今では怒いかりが薄らいできている。

（雪は確かに優しい。優しくて、みんなからこんなに慕われているのに）

　遠いのだ。周囲を寄せつけない雰ふん囲い気きを彼自身が意図的に纏まとっているように思えてならない。村を治める立場にある彼だからこそそれは当然なのかもしれないが、縮まることのない距きよ離りはひたすらに寂さみしく感じられた。

（神かん主ぬしさまはそうじゃなかった。村を治めている雪と、南雲神社の神主さまを比ひ較かくするのはおかしいかもしれないけど）

　南雲神社は、その界かい隈わいでは比較的大きな神社だった。参拝者が減り、衰すい退たいしていく神社も少なくない中で地域住民から愛され、遠方からの参拝者も途と絶だえることがなかった。彼らの大半は南雲神社そのものを信しん仰こうしているのはもちろんだが、そこの守もり人である神主夫婦に会いに来たと口々に言っていた。受け容いれてもらえている気がする、と言ったのは参拝者だったが、それはまさに桜介と同じ感覚だったのだ。

（神主さまは、奥さまと一いつ緒しよに誰だれにでも分け隔へだてなく接しておられて、優しいけど厳しくて。……そうだ、なにがあっても必ず、みんなと喜んだり悲しんだりしてくださっていた）

　親身になるという次元ではなく、すべてを自分のこととして受け容れてくれていた。そんな神主夫婦がいたからこそ、南雲神社は繁はん栄えいしていたのだろう。だからこそ、世せ襲しゆう制ではないあの神社を継つぐ者に必要不可欠な条件がその人となりだったに違ちがいない。

「雪はわざと独りになってるけど……、本当はずっと、寂しいんじゃないかな」

「奥方さま？」

　ぽつんと零こぼれたつぶやきを訊きき返されたが、なんでもないと首を横に振った。

　帰らなければならない場所があるのに、これ以上彼に踏ふみ込んではいけない。たとえ、自分にできることがないだろうかと思い始めていたとしても。

「ねぇ、月花村には蓬ちゃんみたいに別のところから来た人はいないの？」

「おりますよ。人間界から動物の姿のまま連れてきていただいたのは蓬だけですが、別の村や異世界から流れ着いた神しん獣じゆうの血を引く者も雪さまは受け容れておいでですから。ちょうど、この先に集落がありますのでご紹しよう介かいいたしますね」

「うん、ありがとう」

　穏おだやかな日差しの中、時折吹ふく風は柔らかく絶好の散歩日和びよりだ。

　二人でゆっくりと歩いていくと集落が見えてくる。そこは畑と工房の中間に位置しており、川の流れに沿うように広がっていた。数にして五軒けんほどの小さな集落から子どもの声が聞こえてくる。

「あーっ、よっくんだっ！　おくがたさまもいるー！」

　ぴょんと走り出てきたのは楓だった。

「なにしてるのー、おさんぽ？　楓もしたーい！」

「こら楓、奥方さまの御ご前ぜんで失礼でしょう。お初にお目にかかります、奥方さま。楓の母でございます」

　子ねずみの楓を肩かたに乗せ、深く頭を下げた女性に応こたえて桜介も礼を返す。

「はじめまして。楓ちゃんはここに住んでたんだね、お屋敷から近いんだ」

「そう！　いっつもね、くるみちゃんが迎えにきてくれてたの！」

「今は胡桃ちゃんに代わって、蓬ちゃんがお迎えに来てくれています。蓬ちゃん、どこかへお出かけ？」

「はい。奥方さまとこの先の工房へ」

　背が低くほっそりとした楓の母は桜介をじっと見つめて首を傾かしげる。

「あの、なにか……？」

「あぁっ、不ぶ躾しつけに申し訳ございません！　ここ数日、奥方さまにお似合いの色を考えていたものですからつい……！　紫むらさき色いろもお似合いですが、お肌はだが白くていらっしゃるから淡あわい色合いもいいかもしれませんわね。それとも、一枚の着物で濃のう淡たんを変えてみようかしら。奥方さまがこんなにもおきれいな方だなんて、楓はちっとも教えてくれなかったんですよ」

「言ってたよー！　おくがたさま、おうたがきれいって！」

「まったくもう、この子は」

「奥方さま、楓の母上は染め物の名手でございます。この川で糸を染めておられるのですが、おそらく奥方さまのお着物もそのうちに」

　話がわからずにいた桜介に蓬が横から小さい声で説明してくれた。

「そういうこと……」

「重ね重ね申し訳ございません。あの、よろしければこちらをお持ちください。お使いいただければ幸いです」

　蓬の声で我に返ったのか、心なしか顔を赤らめた彼女がおずおずと一枚の布を差し出してきた。受け取り、そっと開いてみる。

「きれいな藍あい色いろ……！」

　絞しぼりで模様のつけられた手て拭ぬぐいは、濃淡の違う藍色で染められていた。

「雪さまの奥方さまですもの、とびきりおきれいなお着物にしなければ」

「よっくん、とびきりってなぁにー？」

「特に優すぐれているという意味だ」

「夫を亡なくし、違う村で途と方ほうに暮れていたわたしたち親子を受け容れてくださったのが雪さまです。こうして仕事までいただいて、感謝してもしきれません。ね、楓」

　肩にいる楓を指先で撫で、彼女は桜介に頭を下げる。

「どうか、雪さまと末永くお幸せに」

「おしあわせにっ」

「ぼくはまだ、……その、」

「あら、そうでしたわね。婚こん姻いんの儀ぎはこれからだとお聞きしていましたのに、わたしったら。でも、すでに村中が喜んでおりますから」

　言い淀よどんだ桜介の答えを自己解かい釈しやくした彼女が姿勢を戻もどして笑うと、「ぼくもお出かけする！」と楓が騒さわぎ出した。

「今日はおしまい。これからお手伝いしてくれる約束だったわよね？」

「だってぇ……」

「あまり母上を困らせないようにと、いつも言っているというのに」

「こまらせてないもん！　行きたいだけだもん！」

　子ども特有の理論を振ふりかざす楓に苦く笑しようし、桜介は少し腰こしを折って彼に小指を差し出す。

「楓ちゃん、また明日あした遊びにおいで。離はなれで待ってるからね、約束しよう」

「やくそく……？」

「うん。それとも、ぼくとはしたくないかな」

「するっ」

　小指にしがみついてきた彼と指切りをして約束を交かわす。楓が落ち着いたところで二人と別れ、今度こそ工こう房ぼうへと進んだ。

「ぼくは村のことをなにも知らなかったんだね。抜ぬけ出したときは誰にも会わなかったからわからなかったけど、すごくいい人たちばっかり」

「奥方さまさえよろしければ、もっと村を案内いたします。もちろん、雪さまの許可をいただいてからになりますが」

「そうだね……。それも楽しそう」

「そのときはもっと大きな籠かごをご準備いたします。きっと、山のようにお土産みやげを持たされてしまうでしょうから」

　楽し気な蓬に返事をしながらも、桜介の頭の中はぐるぐると目まぐるしく回転していた。

（村を任されているのに、みんなから大切に思ってもらってるのに、それでも打ち解けないのはなにか理由があるのかな。そうしなきゃいけない決まりがあるとか）

　いくら考えても答えは出ず、橋を渡わたりしばらく進むと工房に到とう着ちやくする。

「ごめんくださいませ、蓬でございます。雪さまのご注文の品を受け取りにまいりました」

　引き戸を二回叩たたいた蓬を手伝って戸を引いた。開けた途と端たん、中からふわりと甘い香かおりが漂ただよってくる。

「はいはい、できあがっておりますよ。どうぞ中へお入りくださいまし」

「失礼します」

「まあ！　これはこれは奥方さま！　わざわざ工房までおいでくださるなんて、もったいないこと。今お茶をお淹いれいたしますから、どうぞお座りになって。蓬ちゃん、案内してちょうだいね」

　奥から出てきたのは割かつ烹ぽう着ぎ姿の高こう齢れいの女性で、頭には真っ白なうさぎの耳が生えていた。左右の耳の先がどちらも少し曲がっているのは、人間でいえば腰が曲がっているようなものだろうか。

　桜介たちを見るなりすぐさま奥へ戻ってしまった彼女に呆あつ気けにとられていると、蓬が着物の裾すそを引いた。

「奥方さま、座って待たせていただきましょう」

「そうだね」

　入ってすぐの場所にある囲い炉ろ裏りの近くに籠を置き、二人で腰を下ろす。

「それにしても、どうしてみんなぼくのことを知ってるのかな。なにかで知らせたりしたの？」

「村に本物の春が訪おとずれたということは、それすなわち雪さまが奥方さまを見つけられたということ。雪さまのお達しで、奥方さまが人間界からいらしたことと蓬を専属の従者に決めたことは追って知らされましたが、村中の雪がすべて溶とけたことでみな春の到来を知ったのです」

「そうだったんだ……」

　思い返してみれば、この世界で目覚めたときにはすでに春の風が吹いていた。ということは、桜介が目を覚ます前には村中に奥方の存在が知られていたということになる。

「ぼくが人間で、しかも男なのにみんな驚おどろいたりしないんだね」

「あらあら、雪さまに選ばれた方がそのような小さいことをお気になさる必要はございませんのよ。さぁさ、お茶をどうぞ」

「ありがとうございます」

「ふふ、お噂うわさどおりに可愛かわいらしい方ですこと」

　戻ってきた女性に出されたお茶を両手で受け取り、吹き冷ましてから一口啜すする。

「奥方に飴あめを拵こしらえてくれだなんて、雪さま直々にご注文いただくとは夢にも思っていませんでしたよ。あの村むら長おささまが、ねぇ……。素す敵てきな名前をおつけになったのは奥方さまだとか」

「……そうです。ぼくが雪と名づけました」

　そのせいでこんなことに、と続けたい言葉は吞のみ込んだ。

「あなたさまのそのきれいなお声のためにと、雪さまはこちらの飴をご注文なさっていかれました。お口に合うとよいのですけれど」

　とん、と置かれたのは透とう明めいな瓶びんに入った琥こ珀はく色いろの水あめだった。その横に木製の匙さじを添そえられる。

「水あめのど飴と申します。奥方さまのお住まいだった世界ではあまり目にする機会はなかったかと思いますが……」

「いえ……。お世話になっていた神かん主ぬしさまの奥さまがお好きで、神社で暮らすようになった頃ころはぼくもよく味見させていただいていました」

「それはようございました。まずは一口、いかがですか？」

「いただきます」

　本当は、水あめを好んでいたのは祖母だった。その祖母の好物を神主の妻が自分のために用意してくれていたのだと巫ふ覡げきになってから知った。

　桜介が唯ゆい一いつの肉親であった祖母を亡くし、神社に身を寄せたのが十六になる年だったのだが、気き丈じように振る舞まっていても祖母が恋こいしいだろうと、夜よる遅おそくまで起きているときを見計らって彼女は桜介を呼び、二人で飴を舐なめたのだ。

（そんなこと、雪が知ってるわけがないけど。偶ぐう然ぜんだとしたらすごい……）

　口にすることがなくなって数年経たっているが、桜介は迷いのない手つきで水あめを匙で掬すくい口に運ぶ。甘く、懐なつかしい味が広がった。

「おいしい……」

「ありがたきお言葉。さて、蓬ちゃんには普ふ通つうの飴をあげようね」

「いただきますっ！」

　一口含ふくんだ水あめは、なぜか祖母が好んでいたものと同じ味がした。それに気づいただけで目め頭がしらが熱くなりかける。

（異世界で、またこの味に会えるなんて思わなかった）

　匙を下ろしたまま動かずにいる桜介の顔を蓬が覗のぞき込んだ。

「奥方さま？　どうかいたしましたか？」

「……ううん、なんでもないよ。蓬ちゃんは何味の飴をいただいたの？」

「苺いちごです！」

「奥方さまにもお土産にいくつかお渡しいたしましょうね。雪さまにもさしあげてくださいな」

「あ、ありがとうございます」

　いつのまにか、水あめも一いつ緒しよに布でくるまれていた。それを桜介が置いていた籠の中に入れながら、彼女は蓬に目を向ける。

「春になったとはいえ、陽ひが落ちるのは早いですからね。お気をつけてお帰りくださいな。蓬ちゃん、奥方さまを頼たのみますよ。……村に春が来たということは、雪さまがお優やさしいのをいいことに、忍しのび込んでくる者がいてもおかしくないでしょう」

　その言葉に蓬のしっぽが一いつ瞬しゆんだけ太くなった。耳をぴくぴくと動かし、深く頷うなずく。

「わかりました。奥方さま、まいりましょう」

「あ、うん。ごちそうさまでした、とってもおいしかったです」

「いえいえ、またおいでくださいまし」

　蓬に急せかされるようにして籠を持ち工房を出る。陽が傾かたむきかけているとはいえ、まだまだ明るい時間になにが起きるというのだろうか。

「できるだけ早く、お屋や敷しきへ戻もどりましょう。奥方さまになにかあったら大変です」

「大変って……。大だい丈じよう夫ぶだよ、それとも蓬ちゃんのことをだっこして行こうか。そうすればすぐにお屋敷につくと思うよ」

「そっ、それはできかねます！」

「そう？」

　急いでいるらしい蓬の速度は桜介が普通に歩くそれとほぼ変わらない。だが、工房に到着するまでに何度も呼び止められたことを考えれば帰り道はその半分以下の時間で足りそうだ。

「奥方さま？」

　橋を渡り、もうすぐ菜の花畑に差しかかるところで背後から声をかけられた。これまではすべて蓬を呼ぶ声だったが、今回は違ちがう。

（ぼくを直接呼ぶなんて、誰だれだろう。子どもたちの声じゃないし……）

　振ふり返ろうとした桜介を蓬が止めた。

「蓬ちゃん？」

「……奥方さま、なるべくお声を出さずにいてくださいませんか」

「う、うん」

　ひそめた声で口早に言った彼を見ると、耳の毛が逆立っている。しっぽの毛も逆立ち、まるで怒おこっているようだった。そして、桜介より先にさっと振り返る。

「なにかご用ですか」

「わたくしがお声かけいたしましたのは、奥方さまでございます。決して、人間界で余されたたぬきではなかったと記き憶おくしておりますが」

　蓬を侮ぶ辱じよくする物言いに眉まゆ根ねを寄せながら振り返ると、そこには見慣れない男性が立っていた。

（……雪に、よく似てる）

　顔立ちや立ち振る舞いは違えど、纏まとっている雰ふん囲い気きが似ている気がした。丸い耳と長いしっぽも似てはいるが、彼のものは全体的に灰色で、その灰色より少し濃こい色の模様がある。

（でもどこかで見たことがあるような……）

　思い出そうと記憶を探さぐっていると、蓬から目を離はなした男性が唇くちびるの端はしを上げて笑った。

「奥方さま、お初にお目にかかります。わたくし、銀と申す者です」

「……！」

　そこでようやく合が点てんがいった。

（あのとき、離れの廊ろう下かでぼくに話しかけてきたのはこの人だったんだ……！……でもどうして、初めてなんて言うんだろう）

「わざわざ呼び止めるほどのご用が、奥方さまにおありですか」

「まだそんな子どものような風ふう体ていをして、恥はずかしいとは思いませんか？　それとも、人間界のたぬきは神経の太い生き物なのか……」

「蓬のことまでお気にかけていただく必要はございません。ご用がないのでしたら失礼いたします」

「たぬき風ふ情ぜいに、このわたくしが用などあるわけがないでしょう。わたくしはただ、奥方さまの麗うるわしいお顔を一目拝見したいと思っただけのこと」

　過去に蓬と銀との間でなにかがあったのだと容易に想像できる雰囲気に口を挟はさむことすらできない。ひたすらに相手を睨にらみつけている蓬とは対照的に、銀はちらちらと桜介に視線を送ってくる。　>>>♥

「今回はいつこちらにいらしたんですか。どちらからのお戻りです？」

「それをあなたに答える義務はわたくしにはございません。失礼なたぬきだ」

「失礼で結構です。あなたに払はらう礼れい儀ぎなど持ち合わせておりませんので悪あしからず」

「ふん……。いつまでそうして奥方さまのお傍そばにいられるものやら。生まれと育ちの悪さは決して消えないでしょうから」

　一度だけ目が合った瞬しゆん間かんに、銀は桜介に向かって片目を瞑つぶってみせた。思わずびくりと肩かたを揺ゆらしてしまったが、応戦している蓬は気づかなかったらしい。

「まあいいでしょう……。奥方さまのお顔も拝見できたことですし、わたくしはこれで失礼いたします。奥方さま、またそのうちに」

「そのうちなどございません！」

　最後まで毛を逆立てていた蓬の前から銀がふらりと立ち去る。彼が姿を消すと、蓬は泣きそうな顔をして桜介にしがみついてきた。

「申し訳ございません……！　蓬のせいで、奥方さまに嫌いやな思いをさせてしまいました……っ」

「えっ、蓬ちゃんのせいだなんて思ってないよ。それに、嫌な思いをしたのは蓬ちゃんでしょう？　あんなに嫌なことばかり言われて……」

　足元に籠かごを置いてしゃがみ込み、目線を合わせて蓬の両肩に手を載のせると、彼は唇を嚙かみ締しめて俯うつむく。

「蓬はいいのです。銀に、あの者になにを言われようとも痛くも痒かゆくもございません。ですが、ですが奥方さまは……」

「……ねぇ、あの人は誰？　何者なの？」

　そっと尋たずねた桜介に蓬からの答えはなく、それでもしばし黙だまって待っていると細く長いため息が聞こえてきた。

「顔を合わせてしまった以上、お話ししなければなりません……。あの者は、雪さまと同じ梅花族です。雪さまより年上で、その昔は雪さまよりも力が強かったと聞いています。ですが、彼は村を任されることがなかった」

「それはどうして？」

「努力することを止やめたからだと聞いております。そのうえ、六ろつ花かの世界にある村を好き勝手に転々としては気に入った相手を誰だれ彼かれ構わず自分のものにしようとする。雪さまを目の敵かたきにしている彼と、奥方さまを会わせたくはなかったのですが……、申し訳ございません」

　悔くやしそうに言った蓬の頰ほおを両手で包む。

「心配してくれてありがとう、蓬ちゃん。あんなに嫌なことをたくさん言われたのに、守ってくれてありがとう。一緒にお屋敷に帰ろうか」

「奥方さま……っ」

　顔をくしゃくしゃにして首筋にしがみついてきた彼を抱だきとめ、その背中をぽんぽんと叩たたいた。

（銀さんは悪い人なんだろうな。……だけど、ぼくに帰る方法があるって教えてくれたのはあの人だけだ）

　離れにあるあの部屋から出ずに過ごしていたほうがよかったのかもしれない。あの部屋にいれば、雪のことも銀のことも知らずにいられた。一度知ってしまったことを知らなかったことにはどうやってもできない。

（ぼくはどうしたいんだろう。どうすればいいんだろう……）

　南雲神社に帰りたいのに、この広い村で民たみから慕したわれながら独りでいる雪のことも気にかかる。選べるのは片方だけだと知りながら、桜介は悩なやむことしかできなかった。




　　　　＊＊＊




　のど飴あめを受け取りに村の中に出てからというもの、雪と過ごす時間が格段に増えた。

　仕事が早く終わったのだと言って彼が帰ってくると、それまで一いつ緒しよに過ごしていた蓬がほっとした顔をしてそそくさと部屋を出ていく。一度だけ、無理をしてまで自分の相手をしてくれなくてもいいのだと伝えたこともあったが、蓬は瞳ひとみいっぱいに涙なみだを溜ためてそんなことはありませんと首を横に振った。それを見てからは何も言えなくなり、できるだけ彼を困らせずに毎日を過ごすようにしている。

　二人きりの時間が増えたことに比例するかのように、桜介は衰すい弱じやくしていった。自分でも不思議なほどに食欲がなく、うたってほしいとせがまれても短い童どう謡ようしか口ずさむことができなくなっている。喉のど風邪かぜをひいたのかもしれないと苦しい言い訳をして子どもたちに納なつ得とくしてもらっているが、それもいつまで通用するか自信がない。

　なにかがおかしいと思うが原因がわからず、日に日に細くなっていく体を着物で包み、敏さとい蓬に悟さとられないようにするのが精いっぱいだった。

「戻もどった」

「雪さま！　おかえりなさいませ」

「いろいろと大事はなかったか、蓬」

「はいっ」

　耳慣れた二人の会話にのろのろと視線を向けると、廊下で正座をした蓬が雪に深く頭を下げているところだった。雪が真っ白な着物を身に着けているということは、今日も生業なりわいからまっすぐ帰ってきたのだろう。

「それでは奥方さま、また明日あしたまいりますね」

「……うん、ありがとう。また明日」

「失礼いたします！」

　本が読みたいと言った桜介を蓬は母おも屋やにある書しよ斎さいに連れていってくれた。本来であれば雪が出す入室許可が必要な場所らしいのだが、桜介は出入り自由になっている。それもこれも、桜介が雪の伴はん侶りよだからだ。桜介自身が認めていなくとも、村を治めている雪がそう言えばそれが事実になる。

　奥方さま、奥方さま、とどこに行っても呼びかけられることに内心では辟へき易えきしている。月花村に連れてこられたことは本意ではないが、好意的に受け容いれられているとわかるため無視するわけにもいかず、声は出さずとも微笑ほほえんで会え釈しやくをするようにしていた。

（全然頭に入らない……）

　はあ、と一口も喉を通らなかった形だけの昼食を終えてから数行も読み進められなかった古い書物を閉じる。古語体の書物のせいではなく、単純に集中できなかったせいだ。本を膝ひざに置こうとして、そこに白しろ詰つめ草くさの押し花を見つける。そっと摘つまんで本に挟み込んだそれは、体調がよくなったと新しい姿で顔を見せに来てくれた胡桃からもらったものだった。

　陽ひに当たるとこげ茶色になる髪かみをおかっぱに切り揃そろえて赤い着物を着た胡桃は、五歳ほどの女の子にしか見えなかった。ただし、頭には子こ熊ぐま姿の頃ころと同じ耳が生えていたが。

（自分の声にどんな力があるのかすら知らないのに、こうやって周りに影えい響きようしてる。……何度考えても、やっぱり怖こわい）

　せめて自分でも調べてみようと書斎に行ったが、これといって答えが載のっていそうな本はなかった。幸い、桜介にも読める文字の数冊の本の中に梅花族の成り立ちについて書かれているものがあったため、それを借りてきたのだった。

「桜介、本はもういいのか」

　室内に入ってきた雪に問われ、こくりと頷うなずく。

「昼ひる餉げはどうした。食べられたか？」

「はい、いただきました」

「また蓬よりも少なかったのではなかろうな」

　食欲が目に見えて落ちていることは事実だ。それを心配した雪の指示で食べやすい物が用意されているのだが、それでも量は減る一方だった。

「顔色も優すぐれない。少しでも疲つかれを感じたときにはすぐに横になるようにと言っておいただろう」

「蓬ちゃんに心配かけたくなかったんです」

「あれは桜介専属の従者。無理をさせていたと知ったほうが落らく胆たんする」

「それはそうかもしれませんけど……」

「水あめはどうした？　味が気に入ったと言っていたはずだが」

　受け取ってきたことと、好みの味だったこと、注文してくれたことへの感謝を雪に告げたのは数日前のことだ。

「水あめもあまり、舐なめたいと思えなくて」

「……少し話そうか」

　毎晩桜介を抱だきしめて眠ねむっている雪には体の変化などとっくに知られている。瘦やせ始めたことに気づいたのは彼のほうが先だったかもしれない。

「桜介はおじいさまとおばあさまに育てられたのだったな」

　桜介の隣となりに座りながら雪が言った。

「……どうしてそれを？　ぼく、話したことありませんよね」

「桜介から聞いたことはないが、人間界にいた頃に神社で猫ねこたちからいろいろと教わったのだ。若い巫ふ覡げきが一番自分たちを気にかけてくれると言っていた。そしてその巫覡は昔から祖父母と三人で参拝に来ていたのだと」

「そうだったんですか……」

　真っ白な子どもの雪ゆき豹ひよう姿の彼を猫だと勘かん違ちがいしていた。南雲神社に住み着いていた猫たちの中には十五年以上生きている猫もおり、雪はきっとその猫から桜介のことを聞いたのだろう。

「どんな方だったんだ、桜介のおじいさまとおばあさまは」

「ぼくには両親がいませんから、祖父母が両親代わりで……。祖父は口数が少なくて、怒おこらずに叱しかってくれました。祖母はいつもとても優やさしくて、礼れい儀ぎに厳しい人でした」

「だから桜介も優しいのだろうな。分け隔へだてなく優しく接することは簡単にできることではないだろう」

「買い被かぶり過ぎです。……雪は？　雪のご両親はどんな方なんですか？」

「さぁ……。両親と呼べる相手はいないからな、どう答えればいいものか」

　思ってもみなかった答えに驚おどろいて雪の顔を見ると、彼は苦く笑しようして桜介の髪を撫なでた。

「そんな顔をしなくてもいい。どちらも存命だ。ただ、私が梅花族の直系であるために生まれ落ちてすぐに親元から離はなされただけのこと。育ての親はまた別にいる」

「それって、乳母うばさんとかですか？」

「あぁ、近いな。一族は物心ついた頃から教育や村を治める術すべを徹てつ底てい的に叩たたき込まれるのだが、直系には特に厳しい教育係がつけられていたらしい。本当に厳しい日々だったが、今では感謝している」

「感謝……？」

　一番親に甘えたい盛さかりからずっと教育ばかりで、しかもその教育係が厳しかったと何事もなかったかのようにさらりと話す雪が信じられずに訊きき返す。

「だって、つらくないわけがありませんよね。それでも感謝だなんて、どうして……」

「努力が報むくわれることを教わったからだ。そして、前に進むためには常に努力しなければならないということも。報われると信じ、努力を続けてきたからこそ、今こうして月花村を任されて桜介を見つけることができたのだと思っている」

　力強く言った彼の手は桜介の髪を優しく撫で続けている。

（雪は強い……。たくさんたくさん努力して、だからこんなに強いんだ）

　強く、そして優しい彼はたった独りで今まで努力してきたのだろう。そして、これからもずっと努力していくのだろう。

「雪は寂さみしいと思ったことはないんですか？　ご両親と離れて、今は一族とも離れて独りで」

「そのように思ったこともある。だが、寂しいと感じたところでなにかが変わるわけではないだろう。独りでいるしかないのだと……、長い間そう思っていた」

「思っていた？　じゃあ今は？」

「今はそうは思わぬ。できることならば、桜介、おまえと二人で生きていきたい」

　髪を撫でる手が止まり、ゆっくりと頰ほおへと降りてきた。親指の腹で頰を撫で、輪りん郭かくに沿って顎あごへと向かう。

「桜介を守るためならば、なにもかも苦にはならない。努力でさえな」

「もし、ぼくがいなくなったら……？」

「そのときを想像したくなどないが……。そうだな、独りに戻るだけだ。独りに戻り、桜介の歌声を忘れることなく、桜介のことだけを想おもい続けて生きよう」

「そんな」

　あくまで穏おだやかに雪は言った。

　声だけを求められているのだとしても、ここまで強く想われたことなど未いまだかつてない。

（南雲神社に帰ることになったら、雪はこのままずっと、ずっと独りで……？）

　そう考えただけで体の真ん中がきゅうと縮んだ。苦しさに息を吐はき、胸むな元もとを押さえる。

「どうかしたか。…………桜介、もしや今日はなにも口にしていないのではないか」

「そんなことは……」

　指し摘てきされ、答えに窮きゆうした桜介が俯うつむくと視界に真っ白なしっぽが入ってくる。

「食べなければおまえがこの世界から消えてしまう。……どうにか、食しよく物もつで保もたせてやりたいと思っていたのだが間に合わなくなったようだな」

「え……？」

「桜介、これを」

　彼に取られた手首は白く、触ふれている雪の手のひらがとても熱かった。

「なにか？」

「よく見てみるといい。腕うでがところどころ透すけているのがわかるか？」

「まさかそんなこと」

　笑い飛ばそうとして真しん剣けんな声に思い留とどまり、摑つかまれている手首を見やる。しっかりと輪郭も色もあるそこにほっとすると、雪がそれを持ち上げた。淡あわい水色の着物の袖そでがするすると肩かた近くまで移動し、現れた腕は確かに肘ひじから手首までの間が朧おぼろに霞かすんでいる。

「ど、どうして？　腕がおかしい……！」

　見間違いかと数回瞬まばたきを繰くり返したが腕の様子は一向に変わらず、むしろ霞んでいる面積が広がったようにすら思えた。指や手首がしっかりと見えているからこそ、その先が消えかけていることがはっきりとわかる。

「雪、ぼくの腕どうなってるの……っ」

「月花に来た頃ころと今とでは、食べる量が格段に減ったな？　そのせいだ。異世界で存在を維い持じするためにはその世界の物を取り込まなければならない」

「じゃ、じゃあ食べます！　きちんと食べますから……！」

「もう手て遅おくれだ。ここまで霞んでしまっては、より直接的に取り込むほか方法がない。私も、今しばらく保つと思っていたのだが……、桜介は心が清い分消しよう耗もうが早かったのだろう。無む理り矢や理りにでも早く帰ってきていてよかった」

　はっきりと手遅れだと言い切られ、目の前が暗くなる。同時に、彼との時間が増えた理由にようやく勘づいた。

（もしかしなくても、最近雪が早く帰ってきてたのはぼくのため？　一いつ緒しよに夕食が食べられるように？）

　おかしいと思ってはいたのだ。毎日必ず食事は食べたかと確かく認にんされ、曖あい昧まいに答えてからは蓬に尋たずねるようになっていた。どうしてそれほど食事に拘こだわるのだろうかと思っていたが、尋ねることすら億おつ劫くうでそのままにしていたのは桜介だ。

　きちんと教えてくれればよかったのにと雪を責めたくなったが、食べずにいれば声も出なくなるだろうとどこかで考えてしまっていた。自分が悪いとわかっているからこそ、それはしてはいけないと黙だまって唇くちびるを嚙かむ。

「消えるってどういうことですか？　ここから消えて元の世界に戻もどるということ？」

「いや……、消えてしまえばどの世界にも属すことはない。魂たましいの消しよう滅めつだ」

「そんな……」

　それはつまり死を意味する。

　あまりのことに愕がく然ぜんとしている桜介の右手を雪が両手で包んだ。温かな手に包まれてはじめて、自分のそれが小刻みに震ふるえていたことに気づく。

「桜介、おまえのすべてを私に預けてくれないか」

「ぼくのすべて……？」

「そうだ。そうすればこの世界に留めることができる。心の繫つながりを築くまで待とうと誓ちかっていたのだが……、このままでは桜介を喪うしなってしまう。そんなことは私が耐たえられない」

「で、でもどうやって？　もう手遅れだってさっき……」

　心なしか潤うるんだ目を雪に向けると、息を吞のんだ彼と視線がぶつかる。丸い耳がぴくぴくと動いていた。

「……方法はひとつ」

　言い終えた瞬しゆん間かん、雪に唇を塞ふさがれる。抗あらがう術なく貪むさぼるように深くくちづけられた。

「んく、……っ」

　驚きながらもぎゅっと目を閉じると、顎に手が添そえられる。軽く顎を引き下げられると唇が開き、隙すき間まができた歯列を割って雪の舌が入り込んできた。それは熱く、探し出されて重なった自分の舌とは別物のようだった。吸われ、先せん端たんを軽く嚙まれると背筋が震える。

「ん、んん……！」

　抱だきすくめてきた腕が逃にげようとする桜介を阻はばんだが、呼吸が苦しくなってきたことを察すると唇が離れていった。

「は……っ」

「鼻で呼吸をするといい。……桜介、くちづけも初めてか」

「お、女の子とキスしたことはありますけど、こ、こういうのじゃなかった……」

　肩を上下させながら力が抜ぬけかけた体を雪に預けた桜介の髪かみを彼が撫なでる。その手つきは甘く、眠ねむりにつく寸前まで毎晩撫でてくる手と同じとは思えない。

「体も清らかなままということか……、道理」

「道理って、なにがわかったの……っわぁ！」

　断りもなにもなく抱き上げられ、慌あわてて首筋にしがみついた。

　ずんずんと大おお股またで紫陽花あじさいの描えがかれた大きな襖ふすまが開け放たれている寝しん所じよへ進んだ雪は、敷しかれていた布ふ団とんの上に桜介を丁てい重ちように下ろす。

（さっき、雪はなんて言ったっけ。直接取り込ませるとかどうとか……）

　襖を閉めている雪を肘で体を支えながらぼんやり見やる。この状じよう況きようから逃げなければと頭の片かた隅すみで思うが、霞んだ腕を見てからというもの体に力が入りにくくなっていた。

　襖を閉め終えて戻ってきた彼は桜介を見て、つと眉まゆをひそめた。

「一度霞み始めると進みが速いか……。気づくことができるよう、無理をしてでも帰ってきていて正解だったようだ」

「え？」

　訊きき返しても答えはなく、その代わりにゆっくりと押し倒たおされる。

「それに……、やはりくちづけ程度ではなにも変わらぬようだな。ここまで伝承どおりとは」

「ゆ、雪？　ぼくになにを」

「なにも考える必要はない。桜介はただ、私だけを感じていてくれればそれで充じゆう分ぶんだ」

「え、あ……！」

　首元に顔を寄せてきた雪がそこに歯を立てた。白い耳に耳じ朶だをくすぐられ、身を捩ねじると咎とがめるように歯が食い込む。

「い……ッ」

　桜介の短い悲鳴にぶるりと身み震ぶるいをした雪が改めて首筋に舌を這はわせてくる。

　先ほどのキスでは気づかなかったが、彼の舌は表面が多少ざらついているらしく、繰り返し首の根元から顎先にかけて舐なめられていると神社に住み着いていた猫ねこたちを思い出す。

「ゆ、雪、くすぐったい……」

　つぶやくと首元で熱い吐と息いきを零こぼされた。

「優やさしくしたいと思っているのだが……、桜介の匂においに酔よいそうだ」

「匂いなんてなにも」

「よい、この匂いを知っているのも私だけだと思えばこんなにも幸せなことはない」

　勢いよく体を起こした雪がばさばさと白い着物を脱ぬぎ捨てていく。

　着物の下から現れた均整の取れた体にはしなやかな筋肉がつき、障子を通して差し込んでくる傾かたむいてきた太陽の光を反射して輪りん郭かくが金色に光っていた。彼の中心がどうなっているのかまではさすがに直視することができずに視線を外すと肩に手が載のせられる。

（ほ、本当に本気で……？　ぼくと雪が？）

　改めて組み敷かれ、ようやく状況が吞み込めてきた。逃げ出すことはできないとわかっているが体が強こわ張ばる。

「桜介、私が怖こわいか」

「怖くはない、と、思います」

「怖いのならば目を閉じていてもかまわない。ただ、私がおまえを愛することを拒まないでくれ。桜介を喪いたくない……、お願いだ」

「あ……」

　鼻先と鼻先をこすりつけるしぐさは神社で毎晩会っていた頃と変わらない。しゅんと竦すくんだ耳も、力なくだらりとしているしっぽも、雪の全身が桜介に懇こん願がんしている。許可を待っているのがわかる。

（必要なのはぼくの声だけのはずなのに。なのに、ここまで……？）

　消えかけている腕を持ち上げて雪の頰ほおにそっと触ふれた。よくよく見ると手の甲こうも霞かすみ、もうしばらくすれば向こう側が透すけて見えそうだ。輪郭が淡あわくなっているにも関かかわらず、持ち上げるために力が必要なのが不可解だった。

「雪」

　誘さそう言葉も許可する言葉も知らない桜介は、それでもなぜか彼の名を呼ばなければならない気がしてそっと唇に乗せた。すると、彼は鼻先だけでなく額もこつりと触れ合わせてくる。頰から手を離はなして長めの髪を搔かき上げるように撫で梳すくと低い唸うなり声が聞こえ、ふわりと甘い香かおりが漂ただよってきた。

（なんの匂いだろう。花の蜜みつみたいに甘い匂いだ。風が入ってきたわけでもないのに）

　どこか懐なつかしく感じる香りを吸い込みながらゆっくりと瞼まぶたを閉じる。すぐに重なった唇は、くちづけを深めずに桜介のそれの上を左右に行き来した。ここ最近の少ない食事量のせいで、かさついた唇を時折舐めて潤うるおしてくるキスに緊きん張ちようが解ほぐれていく。

「舌を」

「ん……」

　従順に舌を出すと軽く嚙まれた。引っ込めたそれを追いかけてきた雪の舌が先ほどとは打って変わって優しく口こう腔こう内を蹂じゆう躙りんする。歯列をなぞり、するりとその奥に進んで上うわ顎あごを手前から奥へと辿たどる。敏びん感かんな粘ねん膜まくに舌先で触れられ、背筋がざわついた。

「ふ、っ……」

　教えられたとおりに鼻で呼吸をする桜介の肩かたを雪が褒ほめるようにさする。手のひらから伝わってくる柔やわらかな熱が心地ここちよく、深いキスと相まってなにも考えられなくなっていった。

「……あぁ、」

　くちづけを解き、吐息交じりの声を漏もらしたのはしかし、桜介ではなかった。

「なに……？」

　多少乱れた呼吸で訊き返すと、いつのまにか帯が緩ゆるめられ着物の合わせがはだけられていた。

　露あらわになった胸むな元もとは白く、肉づきはとても薄うすい。もともと太りにくい体質に相まって、食事量が少なくなっていたために肋ろつ骨こつが浮うき出ている。雪の健康的に引き締しまった体たい軀くとはまったくの別物にしか見えず、同性として恥はずかしいほどだ。

「ここまで美しい体はこれまでに見たことがない。桜介は心と声だけでなく、なにもかもが清らかだ」

「そ、……」

　反応に困り、腕で顔を隠かくすと小さく笑われた。

「隠さないでくれないか。なにもかも見ていたい」

　笑い交じりの声で言った雪はそっと桜介の腕を取り、着物を取り去る。動かされてもなお顔を隠したが、肘ひじに歯を立てられた。

「浮き出た骨までも美しいとはな。桜介、顔を」

「嫌いやです、そんな。これだけでも恥ずかしいのに……」

「そうか。ならば、恥ずかしいなどと思えないようにしてやろう」

「え、……あ！」

　ひた、と左胸に雪の手のひらを感じた瞬しゆん間かん、彼が右胸に顔を寄せる。ささやかな尖とがりに吸いつき、それを舌で転がされる。

「や……っ！」　>>>♥

　感じたことのない刺し激げきに体が若魚のように跳はね、意図せず雪に胸を差し出す恰かつ好こうになってしまう。腕で顔を隠していることなどすぐにできなくなった。

「なにも怖がることはない。感じてくれればいい」

　無理難題に思えることを言ってのけた雪が、左胸の突とつ起きの上にしっぽを滑すべらせる。触れるかどうかの位置で止まり、反対側を吸われたことで体を跳ねさせると桜介が自分でしっぽにそこを押しつけるようにさせた。

「……っ！　ちくちく、する……！」

　桜介が訴うつたえるとしっぽが移動し、脇わき腹ばらをするすると撫でる。音を立てて右胸から口を離し、反対側に顔を寄せた雪は薄うす桃もも色いろの乳輪ごと口に含ふくんだ。

「あぁ……！」

　ぞくぞくと背筋を這っているのは紛まぎれもなく快感だと、いよいよもって自覚する。下半身に熱が向かい、おそらく中心は力を持ち始めているに違ちがいない。

「体毛は薄く、肌はだは陶とう器きのようだ……。どこまで私を夢中にさせるのか」

　遠く聞こえる雪の声に続き、胸元にちくりと痛みが走る。それに体を震ふるわせると痛みは鎖さ骨こつに移り、首筋に移動した。

「く、……っふ、ぅ」

　おかしい。早はや鐘がねを打つような鼓こ動どうも忙せわしない呼吸も、痛みすら快感にすり替かわりかけている自分の感覚も、なにもかもが信じられなかった。

「ゆ、き……っ、雪……！」

　過か敏びんになった感覚はもはや恐きよう怖ふに近く、縋すがりつく相手は雪しか見つからない。必死に名を呼ぶと、眉を下げた彼が顔を覗のぞき込んできた。

「怖いか」

「こわ、い……っ。自分の体じゃ、なくなりそう……！」

　素す直なおに告げた桜介に雪が目を丸くする。

　震える右手を伸のばすと指と指を絡からめて繫つながれた。

「大事ない。私がいる。すべて委ゆだねてくれ」

「でも……」

「あぁ、ここも可愛かわいがってやらねばな」

「んんっ！」

　ごく薄い下生えを指に絡ませてから、つつ、と指を這はわされた中心はすでに蜜に濡ぬれていたらしく、雪がそこを握にぎり込むとにちゃりと粘ねばついた音を立てた。

「ひ……っ」

　そんな場所を誰だれかに触れられたことなどない桜介はどうにか彼の手を退どかそうとするが、上下に扱しごかれただけで全身から力が抜ぬけていく。

「あ、あぁ、あ……っ！」

「愛らしい色をしている。……随ずい分ぶんと甘そうだ」

「やめ、やめて……！　汚きたないからっ、ゆき……！」

　繫いだ手はそのままに、体を下げた雪は迷うことなく桜介の熱を口腔に含んだ。

「──っ！」

　一いつ瞬しゆん、頭の中が真っ白になった。数日前、南雲神社から月花村に連れて来られたあの夜に見た雪景色のように眩まばゆく白い光が桜介の思考を奪うばっていくが、雪の愛あい撫ぶは止まらない。絶え間なく襲おそってくる刺激に遠とお退のきかけた意識がすぐさま戻もどされた。

　根元まですべて収め、口腔内で舌を絡められる。ねっとりと下から先せん端たんに向かって移動し、つるりとした先端だけを改めて含まれた。括くびれに沿って舌を這わせ、一番敏感な裏筋に軽く歯を立てられると、ひゅっと喉のどが鳴る。

「はっ、ぁ……！」

　荒あらい呼吸に交じった短い嬌きよう声せいに雪が気づかないわけもなく、言外にそこが弱いと知った彼は執しつ拗ように先端を舐なめしゃぶる。それだけで肉づきの薄い太ふと腿ももが震えたが、そのうえ空いている手がほっそりとした幹の部分と双そう玉ぎよくとを包み、緩かん急きゆうをつけてやわやわと揉もみしだいた。

　巫ふ覡げきになる以前から性に淡たん白ぱくで、神に仕えてからはなおのこと自じ慰いすらも縁えん遠どおくなっていた桜介はひとたまりもない。

「あっあ、……っ、もう、もう……！」

　左右に首を振ふって限界が近いことを知らせると、達することを促うながすように蜜を零こぼす先端の切れ込みを舌でつつかれた。溢あふれた蜜ごときつく吸われる。

「ひぁ……！　で、るっ、出ちゃうから、雪……っ」

　雪の口内に放つことだけは避さけようと力の入らない手で彼の頭を押しやったが、白い耳がぴくりと動いただけだった。

「んんん……！」

　堪こらえ切れず全身を緊張させて迎むかえた放ほう埒らつの瞬間に、ぎゅっと閉じた目め尻じりから涙なみだが零れた。

　とくりとくりと吐はき出した白はく濁だくは、すべて雪が飲み下す。飛びそうになった意識をつなぎとめたのは雪の喉が鳴る音だった。

「ごめ、なさ……」

　目を閉じたままで乱れた呼吸を整えながら言った桜介を、残ざん滓しまで舐め取り体を起こした雪が見下ろす。

「なにを謝ることがある？　桜介の蜜みつはとても甘く美味だったぞ」

　馳ち走そうになった、と耳元で囁ささやかれただけで絶頂に達したばかりで過敏になっている体がびくびくと震えた。

「大だい丈じよう夫ぶか」

「は、い……」

「そうか。では、そのまま力を抜いているといい」

　繫いでいた手が放され、一度枕まくら元もとに伸びあがった雪が甘い匂においとともに戻ってくる。

「雪……」

「どうした」

「この甘い匂いはなんですか……？」

「……驚おどろいたな。これがわかるのか」

　瞼まぶたを薄く開けて頷うなずいた桜介の額にくちづけた雪は、大きく開かせた足をつま先から太腿に向かって撫なで上げた。

「それは私の匂いだ。発情することによって発散され、嗅かいだ相手を酔よわせるのだが……。気づかれたのは初めてだ。とはいえ、ここまで匂いが強まったこともないからな、つまりは桜介が特別なのだ」

「……よく、わかりません」

「よい。私が桜介を想おもっているからこそ匂いが強くなったというだけだ。私にとって桜介が特別だと忘れないでいてくれれば、今はそれだけでいいことにしよう」

　いつになく饒じよう舌ぜつな彼が太腿のつけ根に唇くちびるを落とす。きつく吸われて身じろぐと浮うき出た腰こし骨ぼねに嚙かみつかれた。

「ん！」

「消えかけているというのにどこもかしこも甘い。……あぁ、桜介すまない……」

「え……？」

　気づいたときには視界が回り、まるで獣けもののように四つん這ばいにされていた。両りよう腕うでで体重を支えようとしたが力が入らず、両りよう肘ひじと膝ひざとでどうにか支える。

「きれいな背中だ」

「あ！」

　瘦やせているせいで、一目でそこにあるとわかる背骨を背中の中心から首へと舐め上げてきた雪はうなじに鼻先を埋うずめた。

　背中にぴったりと密着した彼の胸が力強く脈打っている。つい先ほど、手首を摑つかまれたときにはあんなにも熱く感じていた体温が今では肌に馴な染じんでいた。ともすれば、桜介のほうが熱いかもしれない。

（ぼくが熱くなってるんだ……）

　変に納なつ得とくしかけたところで太腿の内側にぬるついた感かん触しよくを覚える。

「!?」

　大おお袈げ裟さなほど肩かたを揺ゆらすと、それは明確な意思を持って力を失っている中心の裏側を行き来した。雪の中心が蜜を纏まとってそこをこすっている。ゆっくりとした動きだが、繰くり返されるたびに熱の存在が強くなっていく。そのうちに、ただ行き来されているだけの刺し激げきが快感に変わりはじめた。このままでは全身の感覚が作り替えられてしまいそうだが抗あらがう方法がわからない。

「……や、」

　短い拒きよ絶ぜつに雪の動きが止まり、すぐに熱が離れていった。ほっとしていると双そう丘きゆうの狭はざ間まにとろりとしたなにかが触ふれる。

「な、なに？……あっ！」

「案ずることはない。香こう油ゆを塗ぬったこの指が馴染むまでは決して先に進まぬ。桜介を傷つけることだけはしない」

　指はことさらにゆっくりと狭間を行き来した。そこに塗り拡ひろげられた香油が桜介の体温でふわりと香かおる。その香りもまた甘く、雪の匂いと相まってむせ返りそうだ。

（どうして？　力が入らない……）

　香油になにかが混ぜられていたのだろうか、膝が小刻みに震ふるえ始め呼吸が浅くなってきた。達してからはまだ一度も触れられていない中心もやんわりと立ち上がりかけている。

「は……ぁ、」

　堪たまらず零した吐と息いきには嬌声が交じり、雪の指を嫌いやがっていないことが明白だった。

「んっ！」

　慎つつましやかな蕾つぼみを押し揉まれると、無意識にそこがきゅっと縮まった。新しい刺激が増えるたびに桜介の体が硬かたくなるが、先を急ぐことなく繰り返し揉まれているうちに少しずつ少しずつ解ほぐれていく。

「う、ん……っ」

　鼻にかかった声が漏もれたのを合図に指先がつぷりと忍しのび込んだ。

「あっ……？」

「……そのまま、呼吸を止めずに」

　入り込んだのは爪つめの先程度だろうが、本来受け容いれる器官ではない場所になにかが入っているというだけで違い和わ感かんがある。

（まさか、本当に？……そんなところにさっきのあれが入ってくるの？）

　そこで繫つながることができると曖あい昧まいな知識で知ってはいても、自分の身に起きるとはついぞ考えたことなどなかった。ましてや、先ほど大きさを知らしめるようにこすりつけられたあの熱が入るとは思えない。

「大丈夫だ、なにもかも委ゆだねてくれ。傷つけることは決してしない」

　動どう揺ようしている桜介を知ってか、背後から言った雪は肩口や外耳に唇を落とした。時折強く歯を立てられ、そこについたのであろう歯形をなぞるように舌が這はう。その間にもじわじわと奥へ進んだ指が、とある場所を掠かすめた。

「ひ……っ！」

　がくりと肘から力が抜ぬけ、布ふ団とんに突つっ伏ぷした拍ひよう子しに自分の中心が立ち上がっているさまを見て愕がく然ぜんとする。気持ちがいいとは一いつ瞬しゆんたりとも思わなかったというのに、その反応が理解できなかった。

「なん、で？　そこなに……っあ！　あぁ！」

　尻しりだけを高く掲かかげた体勢に羞しゆう恥ちを覚えるが、今はそれどころではない。体の内側に入っている雪の指が執拗にそこを撫で、撫でられるたびに全身がひりついた。

「や、だっ！　あ、いや、いや……！」

　首を横に振ると布団に当たった髪かみがぱさぱさと音を立てる。

　それにかまわず、雪の手が桜介の熱に伸のびた。兆きざしていることを確かめ、先せん端たんに滲にじんでいた蜜を掬すくって全体に纏わせ扱しごき上げる。

「ここで快感を覚えるようにできているだけのこと。大丈夫だ、桜介」

「だって……！　あぁ……っ、こんなの、へん……！」

　違和感が薄うすれている。それどころか、神経をそのまま撫でられているように感じるだけだったその場所に触れてほしいとすら思い始めている自分がいた。快感を覚えたくないのに、体の変化をどうやっても止めることができない。

「いいんだ、桜介。そうでなければひとつになることができない。私を受け容れてくれ」

「あぅ！」

　一度抜かれた指が粘ねばつきを伴ともない太さを増して戻もどってくる。覚えるのは引き攣つれるような小さな痛みだけで、先ほどのような違和感はなかった。楽々と指を吞のみ込んでいく体が怖こわい。

「……時間がない」

　桜介のつま先を見てそうつぶやいた雪の抑よく揚ようのない声は遠く、快感の波に翻ほん弄ろうされ始めていては届くはずもなかった。

「あ、んんっ」

　ぐぢゅぐぢゅと粘ついた水音が自分の下か肢しから聞こえてくる。聞きたくないと思うのに、耳に入ってくるその音は桜介の体温をさらに上げた。

　二本の指が楽に出入りできるようになると、内側を拡げる動きに変わる。

　ばらばらに動く指でいたずらにあの場所を掠められ、体の奥がさらなる刺激を求めて震えた。もっと奥に来てほしいと蠢しゆん動どうして誘さそっているのがわかる。こんなにもはしたないことを勝手にしてしまう体が疎うとましい。どんなに口で嫌がっても、そう思っていないと体が語ってしまう。

「ちが……っ、ちが、う、こんな、こんなの……！」

「なにが違ちがう？」

　嬌きよう声せいの合間の小さなつぶやきを聞き逃のがすことなく尋たずねてくれた雪だったが、指の動きが止まることはなかった。揃そろえた指をぐるりと回され、息を吞んで快感をやり過ごす桜介のうなじに彼の唇が触れる。

「どんなに乱れてもここには私しかいないから安心していい」

　それのどこが安心なのかと問い質ただす余よ裕ゆうは桜介にはなく、全身に汗あせを浮かべて力なく首を振ふるのが精いっぱいだ。

「時間をかけて溶とかしてやりたいのに……、もはやそれすら叶かなわぬとは」

　指を一気に抜かれた衝しよう撃げきに耐たえているうちに体を返され、開いた両足の間に入って真上から見下ろしてくる雪に視線を向ける。涙なみだの膜まくのせいで滲んだ視界でも白い耳と背後で揺れるしっぽだけはわかった。

「桜介……」

　掠れた声で呼び、指で解された後こう孔こうへ熱をあてがった雪はそのまま腰こしを進めてくる。

「……っ、う、」

「苦しいだろうが、呼吸を止めずに」

「ふ……っ、ふ、ぅ……」

　狭せまい入り口をこじ開けてくる彼自身の圧あつ倒とう的な存在感を前に、全身に浮うかんでいた汗は引き緊きん張ちようと痛みとで呼吸が詰つまった。促うながされても呼吸を続けることができない桜介に雪の動きが止まり表情も曇くもっていく。

「ならば、名を呼んでくれないか。桜介がつけてくれた、私の名を」

「ゆ、き……。ゆき、雪……」

　なにも考えられなくなっている頭は従順に何度も雪の名を呼んだ。声を出すことで必然的に呼吸をすると、彼が再びじりじりと腰を進め始めた。無意識に寄った眉まゆ根ねに彼の唇くちびるが触れ、肩や頰ほおをしっぽが撫なでる。

　長く熱い雪自身がすべて収められるまでの時間は永遠に続くとも思われた。

「……は……っ」

　やがて息を吐はき出しながら雪が上体をすっかり倒たおしてくる。

「わかるか。私のすべてが今、桜介のここに入っている」

「あ……、」

　ここ、と下腹部を撫でられただけで桜介の体が震えた。その拍子に、どくどくと脈打っている彼の熱を締しめつけると反対に存在を主張される。繫がったことに驚おどろいている気持ちとは裏腹に、入り込んだ雪自身を確かめるように内ない壁へきが時折ひくつく。

　桜介の体を気き遣づかってか、雪は一いつ切さい動こうとしない。

「気分はどうだ。痛みは？」

「お腹なかが苦しいだけ、です……」

　浅い呼吸を繰くり返すことしかできず、ここからなにをどうすればいいのかわからない桜介は目を瞬しばたたかせて涙を払はらう。

（雪の耳が……）

　よく見れば白い耳が竦すくんでいた。

「雪……？」

　なにかを怖がっているのか、それともこの行こう為いそのものが彼にとって本意ではないのか、はたまたそのどちらもか。小さく呼びかけると「すまない」と謝罪の言葉が返ってくる。

「桜介、愛している。……時間もないが、私も耐えられそうにない」

「あ……！」

　ずるりと体内の雪自身が滑すべる。引き出され同じだけ戻ってくる単純な動きだが、ぞわぞわと不思議な感覚があった。

「あっ、あ！　あぁ！」

「……いい子だ。覚えていてくれたな」

　なにを言われているのかわからないまま、開いた喉のどから声が漏もれていく。

「指でなぞっただろう、ここを」

「や、ぃや……っ！」

　なぞられたことは覚えている。覚えてはいるが、刺し激げきの強さが格段に違った。雪の切っ先がそこを押し上げるようにして奥へと進む。指よりも熱いそれにこすられると、受け容いれている粘ねん膜まくがきゅうきゅうと吸いつくのがわかる。それはまるで逃にがさないと言っているようで、自分の体とはいえ貪どん欲よくな反応に戸と惑まどいを隠かくせない。

「ん！　あ、あっ……！」

　拒きよ絶ぜつ交じりの嬌声はすぐに消え、甘さを増した声に先ほどは竦んで見えた雪の白い耳がぴくぴくと動く。

　ぐっと腰を押しつけられたまま最さい奥おうを搔かき回すようにされると、より高く甘い声が零こぼれる。奥が弱いことを桜介より先に覚えた雪が体を起こしてストロークを大きくした。

「ああ！」

　いつのまにか、浅く深く抜き差しされても痛みはまったく感じなくなり、なにもかもが快感にすり替かわっている。

「桜介、……桜介」

「あ、ん……！」

　深いくちづけに頭の芯しんからぼうっとしてくる。くちゅくちゅと聞こえてくる水音が口こう腔こうからなのか下肢からなのか、それすらもよくわからない。

（こんなに気持ちがいいなんて、初めてなのにどうして……）

　どこかがおかしくなってしまったのかもしれないと欠片かけらだけ残った理性で冷静に考えても答えはなにも出ず、桜介は白い首を反らして感じ入る。大きな波に翻弄され、投げ出さないでくれと雪の腕うでにしがみついた。

「んっ！」

　突とつ如じよ、それまで触ふれられていなかった中心になにかが巻きついた。

　雪の手のひらは、片方が桜介の体を逃がさないように肩かたを押さえ、もう片方は体の線を確かめるように脇わき腹ばらから腰までを行き来していたはずだ。

「あ、あ……っ！　しっぽ、やだ……！」

　残された選せん択たく肢しはひとつしかなく、まさかそんなことはありえないと思いながら見た先では間違いなく彼の白いしっぽが桜介の熱をくるりと包んでいた。

「なぜ？　余すところなく桜介に触れたいだけだ」

「だ、って、汚よごれる……っ」

　すでに蜜みつにまみれたしっぽは、ぬとぬとと質感を変えて桜介を苛さいなむ。胸の突とつ起きに触れていたときとは違う感かん触しよくに全身が総毛立った。　>>>♥

「私の歌うたいの蜜に染まるなら本ほん望もう」

「ひぅ！」

「もっと声を聴きかせてくれ」

「あぁ、あ……っ」

　ひっきりなしに零れていく声は甘くひずみ、その声を聴くたびに体内にいる雪がさらに奥へと進んでくる。内側から焼かれてしまうのではないかと思うほどに熱く、それでいて桜介を傷つけることは決してしない彼自身に粘膜が悦よろこび絡からみつく。

　緩かん急きゆうをつけて巻きつき、扱しごくように動くしっぽにも翻ほん弄ろうされ、桜介のつま先に力がこもる。覚えのある瞬しゆん間かんが、すぐそこまで来ていた。

「あ、も……っ、ゆき、もう……！」

「……っ、あぁ、ともに果てよう」

「あ、あっ、ん、んん……っ！」

　内壁の蠢動が止まらない。制せい御ぎよすることもできずに震ふるえる腕を雪の背中に伸のばすと、きつく抱だきしめられた。放さないと言外に伝えてくる彼にすべてを委ゆだねるようにして、桜介は快感のままに最後の坂を駆かけ上る。

「あ、──っ！」

「……っく、桜介……！」

　二度目の放ほう埒らつは短く、桜介が吐き出した白はく濁だくは少量だった。しかし、内側で感じる快感は長く尾おを引き、雪の吐と精せいに併あわせて絶頂を追体験する。

「は……っ、はぁ……」

　くったりと脱だつ力りよくした桜介の耳に最後に届いたのは、「間に合った」という雪のつぶやきだった。







　つまりは雪の、梅花族の体液が特効薬だった。

　人間界という異世界から来た桜介が六花の世界で存在を保つには限界があり、その世界の食べ物では維い持じが難しくなってしまっていたところに食欲不ふ振しんが拍はく車しやをかけた。桜介の存在を維持するためにはどうすればいいのか、梅花族に代々残されていた言い伝えが頼たのみの綱つなだったらしい。

（でも、だからって。だからってあれしか方法がないなんて……）

　深いくちづけを交かわし、唾だ液えきではなにも変わらないことを確かく認にんした雪は自分の精を桜介に注ぐことこそが最後に残された方法だと確信した。幸か不幸か、その判断は正しく桜介は消えることなく六花の世界に存在し続けている。

「雪……、今日はお休みですか？」

　布ふ団とんから出ることは許されず、起こした上体には肩かた掛かけを羽織らされている。こほ、と小さく咳せき払ばらいをしてから尋たずねるとすぐさま雪が背中をさすってきた。

「仕事は山積しているが、それはいつものこと。桜介がその話し方を止やめるまで行かぬ。おまえの体調も気にかかることだしな」

「そんなわがままを言って……」

　達すると同時に意識を手放した桜介が目覚めたのはいつもの部屋ではなく、天てん井じようが高く離はなれの数倍はある広さの寝しん所じよに敷しかれた、大きな布団の中だった。寝ね返がえりを打つことすら許されないほど、雪にきつく抱きしめられたままの目覚めは顔から火が出るかと思うほど恥はずかしかった。そのうえ、汗あせや体液で汚れていたはずの体は清められ、着せられていた真新しい寝間着はやはり桜色で、いたたまれなさに身じろぐことしかできなかった。

「ぼくも起きます」

「無理をするな」

「大だい丈じよう夫ぶです……っつ、」

　布団を出ようとして全身の軋きしみに小さく呻うめくと、雪が桜介の動きを封ふうじるように背中からすっぽりと抱き込んで座る。そして、背中を預けるようにと軽く自分の方向に桜介の肩を引いた彼は滔とう々とうと説く。

「おかしいではないか。蓬にはあんなにも可愛かわいらしく話すというのに、私にはその他人行ぎよう儀ぎな口調のままで」

「可愛くなどありませんし、そんなことを言われても困ります。第一、昨日までこの口調で話していても雪はなにも言っていなかったと思いますが」

「それは遠えん慮りよしていただけだ。体を繫つなげ、桜介は消えなかった。ならば、これまで以上に距きよ離りを縮めてもよいと思うが」

「う……」

　拗すねた声で言った雪のしっぽがぱたぱたと畳たたみを叩たたいている。その音の間かん隔かくが短いのは、彼が多少なりとも苛いら立だっているということだろう。

（そんな今さら。というより、昨日の今日ですごく恥ずかしいのはぼくだけなのかな……）

　体中、至るところに雪がつけた鬱うつ血けつの痕あとが残っている。寝間着の合わせを少しでもずらすと痕が見え、袖そでから覗のぞいている腕の内側にすら痕こん跡せきがある。なかには歯形がくっきりと残っているものもあるのだが、嚙かまれた痛みをまるで覚えていないのだから不思議だ。

「それとも……、桜介は私との距離を縮めたいと思ってくれてはいないのか」

「え……」

　顔を覗き込んできた雪の黄金こがね色いろの瞳ひとみが揺ゆれている。耳は少し倒たおれ、しょんぼりとして見えた。表情が変わりにくいからこそ、瞳や耳は正直だ。

「……そんなことは言ってません」

「ではなぜだ？」

「だって雪はこの村の長おさで、孤こ高こうの存在なのにぼくが普ふ通つうに話しかけたらおかしいでしょう。示しがつかなくなってしまいませんか」

「桜介もみなと同じことを言う」

　ふいと視線を外した雪の横顔が寂さみしそうに見えてしくりと胸が痛む。

「梅花族であることも村の長であることも事実だ。私が望んだことでなくともな。致いたし方あるまい」

（望んでなくても……、かぁ）

　その感覚には覚えがあった。桜介に両親がいないことを知ると、周囲は突とつ然ぜん距離を取るようになる。可哀かわい想そうな子なのだと線を引かれ、腫はれ物に触るかのような対応をされることも少なくなかった。普通だと思っているのは自分だけで、世間一いつ般ぱん的には違ちがうのだと思い知らされる反応は嬉うれしいものではない。そしてなにより、桜介とて自ら選んで両親を喪うしなったわけではなかった。祖父母との生活は今でも宝物のように記き憶おくの中で光っているが、両親がいてくれればと思ったことは両手の指では数えきれない。

　そのことに思い至ってしまうと、雪の申し出を無下に断る理由がなくなる。どころか、多少のわがままであれば聞いてやりたいと思う。

「……この部屋の中で、二人きりのときだけなら。雪と一いつ緒しよに外に出かけたことがないからわからないけど、外でも周りに誰だれもいないならいいかな」

「桜介？」

「ぼくが雪に普通に話すのを面おも白しろく思わない人もいるんじゃないかなって。そうじゃなくても、ぼくはただの人間で男だし。普通に話して雪が悪く言われるのは嫌いやだから、二人きりのときだけにしよう？」

「桜介……！」

「んっ」

　桜介の提案に雪が感極きわまった声で名を呼び、背後から唇くちびるを塞ふさいでくる。

　昨日のせいで慣れた体温とくちづけとはいえ、体力が戻もどり切っていないせいで緩かん慢まんにしか応こたえられずにいると、そっと抱きしめられた。

「桜介は優やさしいな。自分以外を優先することができる人間はそうそういない」

「そんなことないよ、これくらい普通。……あの、訊きいてもいい？」

「ああ。桜介、その前にこれを」

　元の体勢に戻り、枕まくら元もとに置かれている小さな台から湯ゆ吞のみを取った雪がそれを手て渡わたしてくる。

　受け取った手はすっかり色が戻り、その先が透すけて見えることはなく桜介は安あん堵どの息を吐はいた。いつもの湯薬で喉のどを湿しめらせてから改めて口を開く。

「前に、教えてもらった歌うたいのことなんだけど」

「ああ」

「えっと……。紡つむぐ歌って、どういう歌なの？」

　一番知りたいことを吞のみ込み、少し間をおいて尋ねた。

（ぼくを選んだのはこの声だからでしょうなんて、……訊けない）

　そうだと肯こう定ていされたくなかった。それが事実だとしても、今はまだ聞きたくない。聞いてしまえば、だからこそ体を繫げてまでこの世界に存在させたかったのだろうと問い詰つめたくなるに決まっている。穏おだやかな空気が流れているように感じるこの瞬しゆん間かんを、わざわざ壊こわしたくはなかった。

　そして、未いまだに確認できていない人間界に戻る方法も、尋ねるのは今ではない気がした。

「歌に決まりはない。梅花族の伴はん侶りよには狼おおかみやきつね、鳥の神しん獣じゆうもいるが、彼女たちはそれぞれ好きなようにうたっていたな。ただ、元は一族に伝わる歌だと言っていたはずだ」

「そうなんだ……」

「歌を紡ぎたくなってくれたのか？」

「んー……、元気になってから考えることにする」

「楽しみだ」

　桜介が話すたびに雪のしっぽが畳の上で左右に揺れた。どうやら機き嫌げんがよくなったらしい。

「お腹なか空すいた」

「そうか。ならば食事の用意をさせよう」

「雪も一緒に？」

「そうだな、それが済んでから仕事に行くか。……あまり気は乗らないが、桜介も口調を変えてくれたのだ、私も約束を守らねばなるまい」

　渋しぶ々しぶ言い、最後に小さくため息をついた雪に小さく笑って湯吞を口に運ぶ。背中から伝わってくる体温がこれ以上心地ここちよくなる前に布ふ団とんから出なければ。

「あ、蓬ちゃんは？　ぼくのいる部屋が変わったからもう来てくれないの？」

「……桜介は蓬のことばかり気にかける」

「だ、だって。蓬ちゃんはぼくの世話人だって雪が決めたんだよ。仲良くなれたと思ってるし」

「確かに決めたのは私だ。あれは人間界から月花に来たからな、桜介と話が合うだろうと思ったのだが……。確か、年ねん齢れいは桜介とそう変わらないはずだ。突然変異で力を得た者はどうしても成長が遅おそい」

「そうなの!?　でも、確かに言い回しとかはぼくより大人びてるなって思ってたんだ」

　他愛たわいのない会話を交かわすうちに湯吞が空になると、雪がそれを取り去った。

「ありがとう。あともうひとつ訊いてもいい？」

「なんなりと」

「雪は、ぼくが雪って名前をつける前はなんていう名前だったの？　村のみんなからはなんて呼ばれてたの？」

　彼を村むら長おさと呼ぶ声も何度か聞いたことがある。だがそれは、雪が月花村を治める存在という意味での呼こ称しように過ぎない。白い猫ねこだと思っていた頃ころ、その背中にあった黒い模様が雪の結晶に似ていたことから雪と名づけてしまったのだが、安直過ぎはしないかと気になっていた。慕したわれている様子を見るほどにその気持ちは強くなるばかりだった。

「……村では村長、と」

「うん、そう呼ばれてるのは何回か聞いたことがあるよ。そうじゃなくって、普通の名前は？」

「名はない」

「え？」

「梅花族は村を任されたその瞬間から名を失う。長老に名を返し、そして生しよう涯がいの伴侶から新たに名を与あたえられる。私は長年、名無しの村長だったというわけだ。桜介にこの名をもらい、どんなに嬉しかったことか」

　しみじみと言い、雪が桜介を見て目を細める。

「そ、そんな大事なこと知らなかったのに勝手に名前つけちゃったよ、ぼく」

「嬉しかったと言っただろう。とても気に入っているのだ」

「それならよかったけど……。あっ、だけどぼく雪の伴侶じゃないのに」

「これから先、そうなってくれればいいだけのこと。順序が多少変わったところで困ることではないからな」

　暗に、伴侶にはならないと伝えようとしたのだがその真意は彼に伝わらなかったらしい。その表情がとても嬉しそうでそれ以上はなにも言えなくなる。

　そして、雪は一度だけ桜介の肩かたを撫なでてから体を離はなすと湯吞を持ったままゆっくりと立ち上がる。

「先に寝しん所じよを出るが、桜介は着き替がえてから隣りん室しつに来るといい」

「え？　着替えなんてどこにも……」

　きょろきょろと周囲を見回す桜介に雪が部屋の隅すみを指さしてみせた。

「そこの扉とびらが衣い裳しよう部屋に続いている。桜介の着物はそこに運び入れた」

　用意周しゆう到とうな雪を見上げると表情はそのままにしっぽだけがゆらゆらと揺れていた。褒ほめてほしいと言っているようなしっぽの動きに、思わずふっと笑い声が漏もれる。

「どうかしたか？」

「ううん、なんでも。えっと……、着物、こっちに持ってきてくれてありがとう」

　笑えみを湛たたえたまま、上うわ目め遣づかいで言った桜介に雪がしゃがみ込んだ。

「感謝などいらぬ。私がそうしたかっただけのこと」

「こういうときには、どういたしましてって言うんだよ」

「……どういたしまして？」

「そうそう」

　神しん妙みような面おも持もちで言ってくれた雪が可愛かわいく、思わず手を伸のばして髪かみを撫でていた。すると、黄金こがね色の目を眇すがめた彼もまた桜介の髪を撫でてくる。

「昨日までの桜介とは違うな。人間界にいた頃の桜介だ」

「そうかな……。自分ではよくわからないけど」

「どちらの桜介も独り占じめしたい」

　違うのは雪のほうだろうと桜介は思う。

　私の歌うたいになってくれと、これまではそればかりだった彼が今は違う。口調を気にしてみたり蓬に嫉しつ妬としてみたりと、より具体的に桜介を欲ほつしてくれている気がする。

（声だけのはずなのに。……変なの）

　求められているのは歌声だけだと自分に言い聞かせるように奥歯を嚙かみ締しめた。髪を撫でてくる心地よい大きな手のひらに縋すがってはいけない。

「名残なごり惜おしいが先に行く。このままでは際限がなくなってしまいそうだ」

「雪はここで着替えないの？」

「あぁ……、着つけ係の仕事を奪うばうわけにはいかないからな」

「なるほどね。……もしかして、ぼくにもその係がついたりとか？」

「桜介の裸ら体たいを誰かに見せるなどもっての外だ。確かに名乗りを上げてくれた者は多くいたが、すべて丁てい重ちように断った」

　どこか誇らし気に言って、雪が桜介の前まえ髪がみを搔かき上げた。露あらわになった額に小さな音を立ててくちづける。

「また後でな」

「後でって……。すぐ一緒にごはんでしょう？」

「一時も離れたくないのだ。わかってくれ」

　今度こそ、と腰こしを上げた雪はそのまま寝所を出ていった。

「……はあ」

　背中を見送り、雪の双そう眸ぼうと同じ色で大きな山が描えがかれた襖ふすまがぴたりと閉まるのを待ってため息とともに布団に突つっ伏ぷした。ぎしぎしと腰や背中が痛んだが、それよりも胸が苦しくて仕方がない。

「今までより何倍も優しい……。……困る」

　優しいというよりも、甘いのだ。視線も触ふれてくる手も、彼の体温ですら甘く感じる。体を繫つなげたことでこうまでも変わってしまうのかと考えていると、布団からふわりと雪の匂においがした。それを嗅かいだだけで体の奥がずくりと疼うずく。

（匂いだけでそういうことを思い出しそうになるなんて。あっちではこんなことなかったのに）

　このまま布団の中にいては危ないと、いつもの何倍もの時間をかけて布団から出た。教えてもらった衣裳部屋への道のりすら遠く感じられたが、桜介の表情はどこか晴れやかだった。
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　食欲は戻り、存在が消える心配もなくなった。しかしなぜか、歌おうとすると声が出ない。蓬や雪に充じゆう分ぶんにきれいな声だと言われても桜介にとっては違ちがった。喉のどが狭せばまるせいで声が伸びないのだ。これでは長老のもとまで届く歌を紡ぐことなど到とう底ていできない。

「奥方さま、入ってもよろしいですか？」

「どうぞ。蓬ちゃんと……、そこにいるのは胡桃ちゃんかな」

　そのまま自由に使っていいと言われた離れで本を読んでいると、廊ろう下かから声をかけられた。ちょこんと正座した蓬の後ろからおかっぱの髪が見え隠かくれしている。

「おくがたさま、のどだいじょうぶ？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ありがとう」

　姿は見えないが聞こえてきたのは間違いなく胡桃の声で、恥はずかしがり屋の彼女が蓬に隠れて話しているのだと知れた。

　栞しおりを挟はさみ、本を閉じる。

「二人ともこっちにおいで。廊下に座ってたら足が痛くなっちゃうからね」

「読書のお邪じや魔まにはなりませんか？」

「ちょうど飽あきてきたところだったから。蓬ちゃん、気を遣ってくれてありがとう」

「そんな！　蓬は当然のことをさせていただいただけです」

　本を開いたところまでは蓬もこの部屋にいたと記き憶おくしている。古語体の本を読むには集中しなければならず、気づいたときには彼はいなくなり、代わりに盆ぼんに載のった湯ゆ吞のみが置かれていた。

　桜介が消えかけていた頃、蓬は自分にできることがなにもないと打ちひしがれていたのだと後から聞かされた。傍そばにいることしかできないにも関かかわらず、いつ消えてしまうかしれない桜介の隣となりにいることも不安で、だからこそ雪が戻もどるなり部屋を出てしまっていたのだと。涙なみだを浮うかべて謝られたが、彼に非がないことは明らかで、謝る代わりに従者を続けてほしいと頼たのんだ。もっと適任者がいると辞退した彼に、蓬でなくては困るのだと雪からも口くち添ぞえしてもらって元の関係に落ち着いている。

「三人でお茶にしようか。雪が持ってきてくれた金平糖もあるよ」

「こんぺいとうすきー！」

「おいで、一いつ緒しよに食べよう」

「うんっ」

　金平糖に惹ひかれた胡桃が蓬より先に室内に入ってくる。歩みは随ずい分ぶんとしっかりしてきたがまだ子こ熊ぐま姿の頃のようにはいかないらしく、てとてととゆっくり足を運ぶ。

「失礼いたします。胡桃、転ばぬよう気をつけなさい」

「はぁい」

「お茶を用意してまいりますね」

「ありがとう」

　数口しか飲んでいなかった湯吞を下げてもらうのは申し訳ないが、それを伝えても蓬の仕事ですからと聞き入れてはもらえないだろう。

（蓬ちゃんはみんなのお兄ちゃんみたいだな。ぼくにとってもそうかもしれないけど）

　従者と言ってしまえば物々しいが、つまり蓬は桜介専任の世話役だ。動物の姿から人型に変わったばかりの子どもたちも、新しい姿に慣れるまで蓬の指導が必要になるということは自分と大差ない。

「今日はね、よっくんにおしえてもらってお着物きたの！」

「そうなんだ。上手だね」

「ひらひらのはよっくんがやってくれたー」

「そっか、帯はまだ難しいからね。でもきっと、すぐ蓬ちゃんみたいに上手にできるようになるよ。教えてくれる先生がいいから」

「うん！」

　金魚帯を揺ゆらして見せてくれた胡桃を手招きし、縦結びになりかけていたそれを直してやる。これでいいよと言えばもう一度帯を揺らし、茶色く丸い熊のしっぽを小刻みに動かした胡桃が満面の笑みで頷うなずいて桜介の隣に正座をした。

「あのね、おくがたさまにおくりものがあるの。だけど、落とすとたいへんだからってよっくんが持ってくれてるの」

「贈おくり物？」

「みんなで、おくがたさまにって！　くるみはだいひょうで来たの！　ね、よっくんっ」

　胡桃が先ほど隠れていた彼女とは別人のように嬉うれしそうに話し、盆を持って改めて室内に入ってきた蓬に声をかける。

「そう、一番頑がん張ばってくれた胡桃が代表だ。……奥方さまもお茶でよろしいですか？　それとも湯薬になさいますか？」

「お茶がいいな。二人と同じのをお願いします」

「そう仰おつしやるのではないかと思っておりました」

　桜介が雪と同じ部屋に移ってから、離はなれには新しく家具が置かれた。桜介が本を読むための机と書見台、そして置おき床どこだ。一段簞たん笥すを思わせる置床には二つの引き出しがついており、大きい引き出しには紙と硯すずりと筆、小さな引き出しには雪が仕事で出かけた先から土産みやげだと持ってくる茶ちや菓が子しがそれぞれ入っている。

「胡桃ちゃん、小さいほうの引き出しから金平糖出してきてくれる？」

「はーい！」

　元気よく返事をした胡桃に頰ほおを緩ゆるめて書見台を閉じ、傍かたわらに置く。使っていた机を部屋の中央に出すと、蓬がそこに盆を載せた。

「そろそろ冷茶もおいしくなるね。まだまだ春の風だと思っていたんだけど」

「奥方さまがお元気になられて、雪さまの力も強まっておられます。それに呼応して季節が進んでいるのではないかと。月花村で夏を迎むかえることができるとは思いもしませんでした」

「ねぇねぇよっくん、なつってなぁに？」

　和紙の包みを持って戻ってきた胡桃が首を傾かしげる。

「そうか……、胡桃にはまだ季節を教えていなかったな。明日あしたはその勉強をしよう」

「雪がたくさん降る冬を越こえると、花が咲さく春が来るんだ。そして、太陽が輝かがやく暑くてわくわくする夏が来る。夏が過ぎると秋が来て……、そうやって四つの季節が巡めぐる」

「ぐるぐるするの？」

「そうだね。今までの月花村のことはわからないけど、ここにももうすぐ夏が来るみたい」

「すごーい！　なつ、たのしみ！」

　無む邪じや気きな反応が可愛かわいい。

（四季の創生は神通力を制せい御ぎよしなきゃいけなくて、そのためには愛する者がいないといけないって言ってた……）

　雪が神通力を制御できるようになっているのだとすれば、その理由は桜介にある。一度体を繫げてから、すでに数回は精を注がれた。喪うしないたくないとあの黄金色の目で見つめられながら触れられると、なぜか断ることができない。

（だけど、いつも大事なことを訊きこうとするとキスされる。あれはわざとなのかな）

　昨夜もそうだった。人間界に戻ることはできるのかと尋たずねかけたところで唇くちびるを塞ふさがれたような気がする。気がするというのは、詳しよう細さい部分はその後の濃のう密みつな時間のせいで覚えていないせいだ。おかげで、体中に雪がつけた鬱うつ血けつの痕あとや嚙かみ痕がついている。

「おくがたさま？」

「あ、ごめんね。持ってきてくれてありがとう」

　差し出された包みを机の上で開くと、中には色とりどりの金平糖が入っていた。

「きれいー」

「本当だね。雪にお礼を言わなくちゃ」

「一緒にいただいてよろしいのですか？」

「みんなで食べたほうがおいしいでしょう。雪もそのほうが喜ぶと思うよ」

　黄色の金平糖をひとつ摘つまみ、三人分の湯吞をそれぞれの前に並べてくれた蓬の口に入れる。なにかと心配する彼には実力行使が一番効くと最近やっと覚えた。

「おいしい？」

「……はい、甘くておいしいです。甘夏のような味がしました」

「ずるーい！　おくがたさまっ、くるみにも！」

「胡桃ちゃんには白かな」

　せがむ胡桃の口には白い金平糖を入れる。ぱっと目を輝かせて頰に手を当てた彼女がなにも言わなくともその表情で感想がわかった。

「奥方さまは桜色がお似合いです。本日のお着物もよく似合ってらっしゃいます」

「そうかな。ありがとう」

　薄うすい桜色をした金平糖は口に入れると儚はかなく溶とけていく。ほのかな酸味は苺いちごに似ていた。

「奥方さま、これを」

　とん、と机に置かれたのは小こ瓶びんだった。桜介の両手に収まるほどの大きさのそれには、とろりとした琥こ珀はく色いろの液体が入っている。

「これは……？」

「はちみつ！　くるみがさがして、みんなで作ったの。おくがたさまののどが早くなおりますようにーって」

「みんなで？　こんなに集めるの大変だったんじゃ……」

「ううん、楽しかったよ！　なおったら、またお歌うたってねぇ」

　にこにこしている胡桃からの説明だけでは足りず蓬を振ふり返ると、彼もまた少し垂れがちな目を細めて笑う。

「みな、奥方さまを心配しています。なにかできることがないかと、子どもたちが自分たちだけで集めました。どうか受け取ってやってくださいませ」

「うん……、うん」

　鼻の奥がつんとして頷くことしかできない。　>>>♥

「おくがたさま、はちみつきらい？」

「ううん、そんなことない。すごく嬉しいよ、ありがとう。早く歌えるようにしなきゃね」

「どういたしましてっ」

　ここのところ、子どもたちが離れに姿を見せなかったのは蜂はち蜜みつを探していたからだったのかと合が点てんがいった。奥方さまのお体に障さわらぬよう、できるだけ静かに過ごしていただきたいのですと蓬は言っていたが、これを隠かくしていたのか。

「奥方さまを嫌きらう者など月花におりません。どうか、これだけは信じてください」

「……うん」

　部屋を移ったことで雪や蓬や子どもたち以外と顔を合わせる機会が増えた。これまでは奥方さまと声をかけられてあいさつされるだけだったのだが、ここのところは違ちがっていた。お加減はいかがですか、と尋ねられるようになったのは歌もうたえない自分が厄やつ介かい者だと思われているのだと考えていたが違ったようだ。

「雪さまは次期当主として梅花族の生業なりわいを一手に担になわれております。それゆえ、月花を任されていても梅花村に足を運ぶ機会がおありです。奥方さまのご様子も村の状じよう況きようも、長老さまに直接お話しすることができます」

「そっか……。じゃあ、ぼくが歌で紡つむがなくてもいいんだね」

「報告だけであればそうなのかもしれません。ですが、梅花族にとっての歌うたいとは長老への報告と同等の、いえそれ以上に重要なことを担うと聞いております」

「報告よりも重要なことって？」

「蓬もこれ以上は存じ上げません……。梅花族だけが知る事実なのではないでしょうか」

　私だけの歌うたいになってほしいと囁ささやかれることが日課になって久しい。歌を紡ぎ、長老のもとへ届けること以外にも歌うたいの役割があるとは知らされていなかった。

（雪にとって大切なことなら、力になりたい……）

　満足に歌えない自分にでもできることがあるのなら、彼のあの優やさしさになにか返したいと思う。そんなことを考えるようになるとは、突とつ然ぜんこの世界に連れて来られたときには思いもしなかった。

「お茶が終わったらまた書しよ斎さいに行こうかな。蓬ちゃんも一いつ緒しよに行かない？」

「よろしいのですか？」

「もちろん」

「くるみも行くー！」

「うん、みんなでね」

　丸い目を輝かせた蓬と両手を上げて賛同した胡桃の小さな頭を交こう互ごに撫なで、桜介はお茶を口に運んだ。







　三人で書斎にこもり、読書に没ぼつ頭とうする蓬の代わりに胡桃が選んだ絵本を読み聞かせた。同じ部屋にいれば桜介の声が気になりそうなものだが蓬が顔を上げることはなく、桜介が見ていただけでも三冊は読み切っていた。

（それにしてもすごい集中力だったなぁ、蓬ちゃん。博識だと思ってはいたけど、あの読書量なら当然かも）

　気づいた時にはすっかり夕暮れが迫せまっており、胡桃を親元まで送らなければならない蓬とは書斎の前で別れることにした。そこから屋や敷しきの一番奥にある雪の部屋に戻もどるまでに三人とすれ違ったが、やはり全員に奥方さまと声をかけられた。体調を慮おもんぱかった言葉ばかりが続き、申し訳なく思いながら大だい丈じよう夫ぶですと笑ってみせると三人が三人とも部屋まで送り届けさせてほしいと願い出た。

「なんだかすごく時間がかかっちゃった……。みんな心しん配ぱい性しようなのかな」

　薄うす闇やみに染まる寝しん所じよへと続く部屋の中央には座ざ卓たくが置かれている。そこに書斎から持ち帰った本を置くと、なにかがひらりと落ちた。その場に正座して二つ折りの紙を取り上げる。それを開くと、見事な毛筆で帰宅が遅おそくなることと夕ゆう餉げを一人で食べさせることになることへの謝罪が書かれていた。

「これ、雪の字？　すごくきれい」

　手紙の内容よりも文字にしばし見入ってから丁てい寧ねいに二つに折り、ひとまず袂たもとにしまう。忙いそがしい彼がわざわざしたためてくれたのだと考えると、どこかくすぐったい。浮うわつきそうになる気持ちを抑おさえて灯あかりを点つけるために立ち上がった。

「奥方さま」

「！」

　ふいに声をかけられ、桜介はその場で辺りを見回す。

（これは銀さんの声……？　だけど姿が見えない）

　廊ろう下かに目を向けても彼の姿はなく、声が聞こえたのは気のせいだったのかもしれないと室内に向き直ったところで少しだけ冷たい風が勢いよく吹ふき込んできた。

「奥方さま、お久しゅうございます」

「……銀、さん？」

　振り返るとそこには片かた膝ひざをついてこうべを垂れている男性がいた。頭には灰色の耳があり、濃こい紺こん色いろと思おぼしき着物と袴はかまを身に着けている。確かな色がわからないのはすっかり陽ひが落ちたせいだ。

「どうしてここに……」

「お知らせしなければならないことがございます。おそらく、雪さまが奥方さまにお教えになることはないと思いましたので馳はせ参じました」

「ぼくに知らせたいこと？」

　はい、と肯こう定ていの返事をした銀が顔を上げる。雪よりも幾いく分ぶん野性味の強い顔立ちの中で、青く見える目が強い光を放っていた。

「南雲神社の神事は本日執とり行われます。奥方さま不在の中、神社では昨年と同じ者が奏上することになったようですがご存じでしたか？」

「し……、知りませんでした……」

　そうなるのだろうと思ってはいたが、改めて聞かされた衝しよう撃げきは大きい。

　そもそも、神事はとっくに終わったのだと思っていた。月花村で生活するようになってから長い日数が過ぎている。だが、蓬が言っていたとおり人間界とは時間の進み方が違うのだろう。

（みんな、心配してるかな。それとも、ぼくがいなくなってもなにも変わってないのかな。捜さがしてくれてる人も、悲しんでくれてる人もいないかもしれない……）

　血けつ縁えん者のいない桜介にとって、南雲神社の神かん主ぬし夫ふう婦ふや巫ふ覡げきたち以外に桜介を捜してくれる人はいない。神事での大役を任されていたことも気がかりだが、もしも誰だれも自分の不在を気にかけていなければ存在そのものが不要と言われているように思えてしまう。知りたいが知りたくない、複雑な気持ちだった。

「奥方さま」

　口を噤つぐみ考え込んでいる桜介に銀が声をかける。

「今でも人間界に、南雲神社に戻りたいと思っていらっしゃいますか」

「……それは、」

「幸い、今こ宵よいは満月です。星も光り輝かがやくことでしょう。あのときのあの約束を、奥方さまが今宵果たしてくださるのであれば、わたくしが人間界へとお連れいたします」

（約束……。銀さんのために歌を……？）

　雪にさえ、まだ一度も彼のためだけには歌を紡いだことがない。子どもたちには何度も歌っているが、それとは違うと考えていた。

「奥方さま、時間がありません。今すぐにご決断ください」

「で、でも。そんな、雪はなにも……」

「奥方さまを独どく占せんしたい雪さまが、人間界に帰りたくなるようなことを奥方さまに伝えるわけがございません。そうではありませんか？　ですがわたくしは違います。人間界で、南雲神社で神事を見届けて再び月花に戻る、ただそれだけのこと。雪さまがご不在の今であればなおのこと、誰にも伝えることなく出向き戻っていれば雪さまに知られることもないでしょう」

「…………」

　畳たたみかけるように説得してくる銀に、しかし即そく座ざに頷うなずくことができない。

　神事を見届け、神主夫婦や先せん輩ぱい巫覡たちの様子を見たい気持ちは確かにある。だが、ここで銀の誘さそいに乗ることで雪を裏切ることになりはしないか。裏切られたと知った雪が悲しむ姿は見たくない。

「……奥方さま」

「は、はい」

「雪さまは奥方であるあなたさまになにも知らせていない。そのことがすでに、あなたさまへの裏切りなのではありませんか。大切な相手なのであれば、すべてを伝えるもの。奥方さまが考えるほど、雪さまはあなたさまを想おもっておられないかもしれません」

　そんなことはないと、否定しようと口を開きかけて思い留とどまる。

（もしかして、……だから？）

　桜介が肝かん心じんなことを尋たずねようとするたびに唇くちびるを奪うばわれ、そのまま押し倒たおされていたのはやはりはぐらかすためだったのかと疑ってしまう。つまりは桜介に知られたくないことがあったということなのかもしれない。

「雪に……、雪に直接訊きいてみないと……」

「雪さまの帰りを待っていては神事が終わってしまいます」

「…………でも」

　でも、と繰くり返すばかりで一向に答えを出せない桜介に銀の耳が周囲の音を拾うように左右に動く。しっぽの先だけがぴくぴくと揺ゆれた。

「なにを迷っておられるのですか？　わたくしと奥方さまが黙だまっていれば誰にも知られることはありません。むしろ、当然のことなのですからもっと気を楽にお考えになってもいいのではないでしょうか。さぁ、わたくしとともにまいりましょう」

　差し出された手のひらに桜介がおずおずと伸のばした指先が触ふれるや否いなや銀がその手を摑つかむ。

「この姿で人間界に赴おもむくことはできません。雪ゆき豹ひよう姿にならなければなりませんので、どうぞこちらでしばしお待ちください」

　そう言った銀は桜介の手を引いて部屋を出て、廊下を突つっ切り庭に降り立つ。指示されたとおりにその場で待っていると桜介から数歩離はなれた位置で目を閉じた銀の体が光りだした。

（……雪が南雲神社で今の姿に変わったときよりも光が弱い）

　雪を包んでいた光はもっと白く眩まばゆかったが、銀のそれは少し黄色がかっている。弱く感じるのはそのためだろうと思いながら見ていると、銀は光の中で人型から姿を変えていく。身長が縮み、四つん這ばいになった次の瞬しゆん間かんには雪豹へと変化していた。雪豹になった彼が大きく伸びをすると光が消え失うせる。

「銀さんは全身に模様があるんだ……」

　雪との違ちがいは毛皮の色だけではない。銀は全身に暗あん褐かつ色しよくの斑はん点てんがあった。

　ぽつりと零こぼすとしっぽを大きく振ふって返された。おそらく肯定なのだろうと見当をつけながら歩み寄った桜介に銀が自分の背に向かって顎あごをしゃくる。

「背中に乗れってこと？」

　尋ねると再びしっぽを振られた。逡しゆん巡じゆんは一瞬だけで、着物の裾すそをたくし上げてかがんでくれた銀の背中に跨またがる。すると、ぐんと勢いよく立ち上がった彼が助走もなくその場で高く飛び上がり空に浮うかんだ。

「はははっ！　純じゆん粋すい過ぎるのも困りものだな。心が清いということは疑うことを知らないということか」

「!?」

　みるみるうちに高さを増し、灯りが点ともりはじめた屋や敷しきが小さくなっていく。その高さにも銀の豹変にも頭がついていかず、桜介は口を開くこともできない。

「なにが雪さまだ！　模様も持たない出で来き損そこないになにができる。あれを当主にしようだなんて長老もなにを見ているのやら。おい、なんとか言ってみろ人間」

「ぎ、銀さん？」

「銀さまと呼べ。おまえは雪よりオレを選んだんだ、オレと番つがいになりオレのために歌をうたえ。そうすれば雪と番つがうよりも幸せになれる」

「あなたを選んだつもりはありません。ぼくはただ、あなたが南雲神社に連れていってくださると仰おつしやったから」

　必死に言い募つのるとフンと鼻を鳴らされる。ある程度の高さになったのか、銀が宙を蹴けると平地を駆かけているように前に進んだ。

「神事など知ったことか。それ以前に、異世界を渡わたるなどそうやすやすとできるわけがないだろう。そもそも、おまえが六ろつ花かに来た時点でおまえの存在は人間界から消しよう滅めつしているんだ。そんなことも知らされていないとはな」

「そんな……」

「恨うらむなら雪を恨むんだな」

　そして呆ぼう然ぜんとする桜介の腰こしに銀の長いしっぽが巻きつく。落ちないようにとの配はい慮りよなのだろうが、肉に食い込むように締しめつけられた腹よりも心臓の奥がじくじくとした痛みを訴うつたえていた。

（ぼくの存在はもう消えてる……？　雪はそんなこと、一言も教えてくれなかった……）

　一度に知らされたことすべてについてわけがわからない。雪を信じたいのに信じ切れないことが苦しかった。

「おまえが頼たよれるのはもうオレしかいないんだよ！」

　雪豹姿の銀が叫さけぶように告げ、ぐんと速度を上げた。

　どこに連れていかれるのかもわからないまま、桜介は銀の背中で風を感じることしかできなかった。







　今夜は満月だと銀は言っていたが、降りろと命じられた場所はどこまでも続くような暗くら闇やみで周囲になにがあるのかもさっぱり見えなかった。のろのろしているとしっぽで背中を押され、転びかけながら降り立つと目の前にぽっかりと口を開けた洞どう窟くつがあった。

「……ここは？」

　冷たい風が洞窟の中から吹ふいている。夏がすぐそこに来ている月花村ではないのかもしれないと思いながら尋ねた桜介に銀からの答えはない。

「さっさと中に入れ」

　雪豹姿の銀が頭で桜介を押して促うながす。

　抗あらがうこともできず、足袋たびしか履はいていないつま先まで寒さに震ふるえながら洞窟に足を踏ふみ入れた。ぴちょんぴちょんと水すい滴てきの落ちる音、なにかが燃えるようなぱちぱちという音が響ひびく中を押されるまま奥へ奥へと進んでいく。

（……祠ほこらがある）

　ようやく見えた蠟ろう燭そくの灯あかりに照らされていたのは古ぼけた小さな祠だった。おそらくは祈いのりを捧ささげるための場所だったのであろう、平らに削けずられた大きな一枚岩がその前に置かれている。

「そこでひざまずけ。そしてオレのために歌え」

　岩に向かって顎をしゃくった銀に首を横に振って答えた。

「自分の立場がわかってるのか？　おまえは自分でオレと来たんだ、拒こばめるわけがないだろう！」

「！」

　どんと強く背中を押してきたのは彼の前足だろう。つんのめった桜介が岩に手をつくと、頭を上げるより早く押さえつけられた。

「歌えと言っている。その声で歌え、今すぐここで！　それで終わりだ！」

　鋭するどい爪つめが頭に食い込む。雪豹の力に敵かなうわけもなく頰ほおがひりつくほどに押さえつけられてもなお承しよう諾だくせずにいると、突とつ然ぜん体が軽くなると同時に岩の上に押し上げられた。

「おまえの喉のどなんて簡単に引き裂さける」

　低い唸うなり声を上げて桜介を威い嚇かくする銀の顔には暗褐色の斑点がある。

　蠟燭の不規則に揺れる灯りでもその斑点が彼の全身にあるのがわかった。雪豹姿の雪は持っておらず、しっぽのつけ根にひとつしか黒い模様はなかったはずだ。銀は雪を模様のない出来損ないと言ったが、このことを指していたのだろうか。とはいえ、それを確かく認にんすることはできそうにない。

（……これは罰ばつだ。雪を信じられなくて、銀さんの誘さそいに乗った、ぼくが悪い）

　きつく閉じた瞼まぶたにも銀の荒あらい息がかかる。

「何とか言ったらどうなんだ。泣きも喚わめきもしないなんて面おも白しろくない。それとも……、オレの言うことが脅おどしだとでも思ってるのか？」

　一いつ切さい反応をしない桜介に痺しびれを切らしたのか、銀の声が大きくなった。そして、ひゅっと風を切る音が聞こえた次の瞬間には左頰に鋭い痛みが走る。

「……っ」

　目を開けて左頰に手をやるとぬるりと滑すべった。おそるおそる手のひらを見るとそこは赤く染まり、右の前足を舐なめている銀を見て彼の爪で傷つけられたのだと知る。

「……なるほどな」

　雪豹姿で桜介を組み敷しいていた銀がつぶやいて目を閉じた。しばし彼の体が光るとあっという間に人型へと姿を変える。頭から生えた耳の丸い形は雪によく似ているが、銀の耳には人型になってもなお暗褐色の斑点があった。

「そういうことだったのか」

　そう言って桜介の着物の合わせに手をかけた銀は、そこを思い切りよく左右に開く。

　一瞬で肌はだが総毛立ったが、それは外気に触れたせいだけではなく彼のねっとりと纏まとわりつくような視線を感じたからでもあった。

「随ずい分ぶん可愛かわいがられてたようだなぁ？　アイツが大事にしてきたおまえを、オレが汚よごしたらさぞ悔くやしがるだろうよ。ははっ、これはいい。見物だ！」

（……見られた……！）

　彼が言っているのは体に残された情事の痕あとだ。消えかけたものから真新しいものまで、白い肌にちりばめられたそれらに目を眇すがめ、べろりと舌なめずりをした銀にぞっとした。

　今までとは違う恐きよう怖ふにかぶりを振った桜介は両手で彼を押し返す。

「嫌いや……、嫌です……っ」

「ようやく口を開いたかと思えばそれか。アイツに操みさおでも立ててるのか？　そんなことをしても無む駄だだ。あの雪が長老のジジイに言いつけられた仕事を放ほうり出してまでおまえごときを助けに来るものか」

　抵てい抗こうしていた両手を摑つかまれ、頭の上でひとつにまとめられた。力の差は歴然で、どうあがいても手首は自由にならない。

「アイツさえ、雪さえいなければオレは……っ」

「……ッ」

　ぎりぎりと岩に強く押しつけられている手の甲こうが軋きしむ。

　苦痛に歪ゆがんだ桜介の表情を見た銀は口の端はしだけを上げて笑った。昏くらい表情のまま首筋に近づいてくる。どうにか避よけようと顔を背そむけると露あらわになった耳じ朶だを舐められた。

「やっ、やめてください……！」

「黙だまれ。おまえに拒む権利はないと何度言ったらわかるんだ！」

　首を左右に振ふって銀から逃のがれようとした桜介の右頰に彼の手が振り下ろされる。ぱん、と乾かわいた音が響いた。

「い……っ」

　思い切り頰を叩たたかれた衝しよう撃げきで目の前に星が舞まう。鉄の味を感じるのは、叩かれたことで口の中が切れたからだろう。

　桜介の人格をすべて否定するような絶対的な暴力を前に、銀が怖こわいと改めて強く思った。

（もう逃にげられないんだ。銀さんは雪と違ちがう。……いや、そうじゃない。雪だって、ぼくのことなんて簡単にどうにでもできた。なのにそうしないで待っていてくれたんだ。歌うたいになってほしいってしか言わずに）

　きっと、桜介が消えてしまうような事態にさえならなければ今も体を繫つなげることなく過ごしていただろう。心での繫がりを築くより先に体を重ねることになってしまったと悔くいるような言葉を彼の口から確かに聞いた。大きな優やさしさに気づかず、ただ享きよう受じゆしていた。桜介は雪になにも返していなかったというのに。

（……このまま銀さんに好きにされるくらいなら）

　それは神に背く行こう為いに他ほかならず、巫ふ覡げきとして神に仕えていた自分が選ぶことのできる選せん択たく肢しではないとわかってはいた。

　どうかお許しくださいませと心の中で謝罪した桜介は体から力を抜ぬき、すべての力を込めて舌を嚙かみ切ろうと薄うすく口を開く。しかし、歯を立てる前に異変を察した銀に強く顎あごを摑まれた。

「死ぬつもりか？　おまえに簡単に死なれちゃ困るんだ。そうでなくとも人間なんて一ひと捻ひねりでどうにでもなる。用が済めば望みどおりにしてやるから安心しろ」

　浅はかな考えを見み抜ぬかれ、今の行為のその先まで知らされた恐怖に慄おののいた桜介の白い肌からさらに血の気が引いていく。

「ぼくを……、ぼくをどうこうしてもなにも変わらないのではありませんか。雪はきっと、……ぼくのことなど捜さがしてはくれませんから」

「なにを言い出すのかと思えばそんなことか。おまえがどう思っていてもここに雪が来るかどうかなんて、そんなもの関係ない。オレはアイツを立ち直れないくらいにしてやりたいだけだ。オレからなにもかも奪うばった出で来き損そこないにわからせてやるんだよ！」

「雪はあなたになにを……」

　訊きき返した桜介に舌打ちし、摑んでいた顎を上向けた銀がそのまま唇くちびるを塞ふさいだ。侵しん入にゆうしてきた舌に桜介の体が硬こう直ちよくする。深いくちづけは雪としかしたことがない桜介にとって、銀から与あたえられるそれは嫌けん悪お感かんしかない。

　滅め茶ちや苦く茶ちやに口内を搔かき回され、先ほどの平手打ちで傷ついていた粘ねん膜まくがぴりぴりと痛んだ。舌から逃げるように自分のそれを硬かたく縮こまらせていても銀には通用せず、探し出されてきつく嚙まれる。

「んんん……！」

　あまりの痛みに上げた呻うめき声さえ吞のみ込まれ、冷たい洞窟に響くことはない。

（雪……、雪に逢あいたい）

　顔を合わせる権利を持たないことなど百も承知で、それでも雪に逢いたいと心から願う。

「はっ……、はぁ、」

　執しつ拗ようなくちづけからようやく解放された桜介が肩かたで息をしていると、顎から銀の手が離はなれていった。

「……血の味は悪くない。これなら少しは楽しめそうだな」

　唾だ液えきで汚れた唇を舐めながらつぶやき、覆おおい被かぶさってくる彼のぎらぎらと光る青い目と視線がぶつかった。桜介を見ているようでなにか別のものを見ているようにも思える目が細くなる。

「オレが怖いか？　ははっ！　もっと怖がれ、なんなら雪でも呼んでみろ。来たところでアイツがここに入れるとは思えないがな」

「あ……!?」

　前まえ触ぶれなく着物をたくし上げられ、中心を握にぎり込まれた。それまでに受けた数々の行為のせいですっかり萎い縮しゆくしたそこを直接刺し激げきされても、反応は薄く立ち上がる気配はない。

「おまえもよくしてやる。アイツより何倍も」

「は、放してください。触さわらないで……っ」

「いつまでそう言っていられるだろうな」

　快感など微み塵じんも得ることができず、強くこすられ扱しごかれている自身から伝わってくるのは痛みだけだ。

（だって雪と違う。雪はいつだって優しい。雪にされて気持ち悪いなんて、一度も思わなかった……）

　なにもかもが違うのだ。

「この不ふ感かん症しようが……！」

　一向に芯しんを持たない桜介自身に苛いら立だった銀が悪態をついて手を放す。

「……き、」

「なんだ？」

「ゆ、き……、ゆき……」

　ようやくわかった。いや、ようやく気づいたと言ったほうが正しいかもしれない。

　桜介は今一番逢いたい相手の名前を唇に乗せる。

（逢いたい。もう一度だけでいいから、一目でいいから、雪に）

　声だけで選ばれたのかと寂さみしく感じたのは、自分自身を雪に欲ほつしてもらいたかったからだ。両親がいないために周囲から距きよ離りを置かれてきた自分と、村の長おさという立場のせいで常に特別扱あつかいされてきた雪。似た境きよう遇ぐうの彼を理解したいと思ったのは、相手が雪だったからに他ならない。

（ぼくは雪がすきなんだ。こんなにこんなに、大切だったのに……！）

　何度でも歌えばよかった。紡つむいでほしいと言ってくれた雪のために、雪のためだけに、歌を。彼が気に入ってくれたこの声で。だが、なにもかもすでに遅おそい。

「雪、雪……っ！」

　気が触ふれたかのように繰くり返し名を呼ぶ桜介の声は掠かすれている。澄すんでいると褒ほめられた歌声とは似ても似つかない声だが、それでも雪を呼び続ける。

「無駄なあがきを。今さら呼んでどうするっていうんだ。オレに命いのち乞ごいをしたほうが賢けん明めいだと思うがな」

　銀にかまわず雪の名を呼ぶ声が洞どう窟くつに響ひびきこだまする。

「ちっ、いい加減諦あきらめろ！」

　声を上げ続ける桜介の細い首に銀の左手が伸のびてきた。ぐっと押さえられ、ひくついた喉のどから出た声は切れ切れになる。

（雪、ごめん。ごめんなさい。ぼくが弱かったせいで疑ったりしてごめんなさい……）

　首を絞しめる手はそのままに銀が大きく腕うでを振り上げた。

　また平手打ちか、それとも今度は殴なぐられるのか。もはやどちらでもかまわなかった。傷がついた左ひだり頰ほおは血液が乾きはじめたのか引き攣つれ、一度叩かれた右頰は未いまだに熱を持っている。

「……っ、ゆき……」

　気道が狭せばまり呼吸がままならないせいで指先が痺しびれてきた。意識が遠とお退のきはじめ、視界が暗くなってくる。苦痛に顔を歪めながら瞼まぶたを閉じると、目め尻じりから涙なみだが一筋零こぼれ落ちた。

「はははっ！　今さら泣いても手て遅おくれだ。そんなこと、おまえにだってわかっているだろう」

　高らかな笑い声とともに、ごう、と強い風が吹ふき込んできた。強風が灯あかりを吹き消し、洞窟内が闇やみに染まる。

「なんだ、なにが起き……っ、う……！」

　銀の呻き声が聞こえると全身が軽くなった。覆い被さっていた彼がいなくなったのだと察しがついたが、暗闇の中ではなにも見えない。押さえつけられていた反動で大きく吸い込んだ冷たい空気が肺を満たし、立て続けに咳せき込んだ。

（あのときに似てる。月花村に初めて来た夜……）

　まさかそんなことはないだろうと、どうにか呼吸を落ち着かせて体を起こし、闇に目を凝こらして状じよう況きようを探さぐる。

「ま、待て！　待ってくれっ！　これはオレのせいじゃない、そいつが、その人間がオレを誘さそったんだ……！」

　銀の切せつ羽ぱ詰つまった声が耳に届いた。声が聞こえてきた方向を見やるが姿まではよく見えず、じゃりじゃりと石がこすれる音がするだけだ。

「この期ごに及および噓うそを重ねるというのだな。今度という今度はおまえを許すわけにはいかん。私の一番大切なものを傷つけた罪はなによりも重いこと、その身でとくと味わうがいい」

　続いて聞こえてきた声に一いつ瞬しゆんでぶわりと涙が浮うかんだ。

（……来てくれた……！）

　来てくれるはずがないと思っていた。銀の手を一度でも取ったのは桜介だ。銀に傷つけられても、それはすべて雪を信じられなかった自分のせいだと言い聞かせていたというのに、一番逢いたいと、助けてほしいと思っていた彼が来てくれただけで涙が溢あふれてきた。

　しかし、まだなにも解決してはいないと涙を手のひらで拭ぬぐい成り行きを見守る。

「……っ、オレが悪いわけじゃない！　もとはと言えばおまえがっ、おまえがオレの邪じや魔まばかりしたから!!」

「それで私以外の一族から伴はん侶りよを奪っても許されるとでも？……浅はかな。度たび重かさなる強ごう奪だつが罪にならないとでも思ったか、銀。今回ばかりは私から長老への口くち添ぞえは皆かい無むだ。努力を嫌きらう自分から目を背そむけ、追い抜ぬかされた事実を逆さか恨うらみして得られるものなどなにもない」

「黙だまれ……っ、黙れ黙れ黙れ!!」

　叫さけぶように言い放った銀の声に、がらがらとなにかが崩くずれる音が重なった次の瞬間、突とつ然ぜん天てん井じようから光が差し込んだ。

「な……っ、どういうことだ。満月は雲で隠かくしておいたはずだぞ!?　出来損ないのおまえにオレの力が破れるわけがないのに！」

　光に照らされた先では雪ゆき豹ひよう姿になった銀が呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

「逃にげようとした目もく論ろ見みが外れたか。出来損ないかどうか、自分で確かめてみるといい」

「!?　おまえ、その姿……！」

　差し込む光が強くなり、照らされる面積が拡ひろがる。すると、そこには黒い斑はん点てんが全面に浮かび上がった毛皮を纏まとった雪がいた。

（雪豹姿じゃ、ない……？）

　上半身は人型だが顔と腹部以外は毛皮で覆われ、下半身は二足歩行とはいえ雪豹のそれだ。なにより、黄金色だった瞳ひとみの色が青く変わっている。　>>>♥

「ひいぃ……！」

　悲鳴を上げて逃げ出した銀に一瞬で追いついた雪は彼の背中に爪つめを立てた。ざしゅ、と肉を切り裂さく音が響く。

「ぐぅ……っ」

「それは罪の証あかし。おまえのこれまでの罪の重さに相応ふさわしく、一生消えぬ傷きず跡あとになるだろう。金輪際、月花に足を踏ふみ入れることは許さん。二度と私と桜介の前に姿を見せるな！」

「くそっ、くそ……！　どうしてこんなことに!!」

　這ほう這うの体ていでよろけながら銀が出ていくと、辺りは静せい寂じやくに包まれる。一部始終を見守ることしかできなかった桜介に雪が大おお股またで近づき腕を広げた。

「桜介、無事でよかった……！」

「雪……」

　腕の中に飛び込みたい衝しよう動どうを抑おさえて唇くちびるを嚙かみ締しめる。裏切った自分にそんな権利はないのだと俯うつむくと、距離を縮めた彼にぎゅうぎゅうに抱だきしめられた。

「遅くなってすまなかった。怖こわい思いをさせたな、もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　一言も桜介を責めることのない雪に、止まっていた涙が再び溢れ視界が滲にじむ。

「ごめんなさい……、ごめんなさい、雪……っ」

「なにを謝る必要がある？　謝らなければならないのは私のほうだ。傷つけられる前に到とう着ちやくしていればこんなことにはならなかったというのに。桜介すまない……」

「これはぼくが悪いんだ。ぼくが雪を……、裏切ったから」

　抱ほう擁ようを緩ゆるめ、桜介の両頰を見つめた雪が眉まゆ根ねを寄せた。黒い斑点が浮かんだ白い耳も表情に合わせてしゅんと竦すくむ。

「ごめんなさい……」

「謝らないでくれ。桜介に謝られると胸が痛む……」

　額をこすりつけてきた雪は「本当に、無事でよかった」と吐と息いき交じりにつぶやいた。

「話さなければならないことがたくさんある。だがその前に、一刻も早く月花に帰ろう」

「帰ってもいいの……？」

「当然だ。いいに決まっている」

　言い終えるや否いなや抱き上げられる。抗あらがうことなく逞たくましい雪の胸に体を預けると首に腕を回すよう促うながされた。

「寒いか？」

「大丈夫」

「そうか。だがここから寒くなるからな、これを。急ぐぞ、しっかり摑つかまっていてくれ」

「うん」

　桜介の首に自分のしっぽを巻きつけた雪が軽く地面を蹴けると、体が宙に浮く。冷気に包まれたが不思議と寒さは感じなかった。

（しっぽにも斑点がある。真っ白じゃなくなったけど、雪は雪だ）

　空を駆かける雪の腕の中、桜介はようやく息をついた。
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　月花村へ戻もどる道すがら、会話はひとつもなかった。だが、密着した体から伝わってくる熱だけで充じゆう分ぶんで、それ以外はなにもいらなかった。

「沁しみるかもしれないがゆっくり浸つかってくれ」

「月花村に温泉があるなんて知らなかった……」

「この湯治場は山頂にあるからな、誰だれしもが来ることのできる場所ではないのだ。さあ、中へ」

　村へ戻るなり桜介を抱き上げたまま屋や敷しきに向かった雪は、山で傷を癒いやしてくるとだけ告げてまたすぐに空を飛んだ。わらわらと出で迎むかえてくれた彼に仕える者たちは、雪と彼に抱かれた桜介の姿を見て目を丸くし、みながみな一様に涙なみだぐみながらなにも言わずに深々と頭を下げて送り出してくれた。

「湯加減はどうだ」

「少しだけ熱いけど大丈夫。……ねえ、どうしてそんなに離はなれてるの？」

　露ろ天てんの岩いわ風ぶ呂ろは桜介ほどの体格であれば十五人は余よ裕ゆうで入ることができそうな広さだ。手足を伸のばして浸かり、岩に頭を預けて見上げた空にはぽっかりと大きな満月が昇のぼっている。

　月明かりに照らされた桜介の体は大理石のように艶つややかで、だからこそ左ひだり頰ほおの傷と叩たたかれた右頰の赤みが際きわ立だつ。

「桜介は……、私のこの姿をどう思う。異形だと恐おそれてはいないか」

「異形とか、そんなこと思ってないよ。かっこいいなって思ってるけど」

　桜介の対角線上にいる雪は湯に浸かっていても耳がぴんと立ち、しっぽもまた湯から出るほどに伸びて彼の背後で揺ゆれている。その様子は周囲を警けい戒かいしているようにも緊きん張ちようしているようにも見えた。

「その黒い斑点はいつ浮かんできたの？　それに、今の姿も初めて見たからびっくりした。もしかして、それが梅花族にとって歌うたいが特別な理由？」

　湯の中で膝ひざを抱かかえ、少し声をひそめて尋たずねてみる。途と端たん、雪の耳がぴくりと動いた。

「……そのことは誰から聞いた？」

「長老さまに歌を届ける以外にも重要なことがあるって教えてくれたのは蓬ちゃんだよ。だけど、ぼくが訊きいたから教えてくれたんだ。蓬ちゃんが悪いわけじゃない」

　叱しつ責せきするなら蓬ではなく自分をしてくれと伝えると、雪が桜介の隣となりまで移動してくる。そして、傷のついた左頰を濡ぬれた手のひらで覆おおった。

「雪？」

「梅花族直系、つまり本家の者は今の私のように獣じゆう人じんになる可能性を秘ひめている。だが、決して簡単なことではないのだ。本家に生まれついた全員がなれるわけではない」

　覆われた左頰が熱い。微かすかに目を眇すがめた桜介に気づいた雪は、最後になにかを拭ふき取るようにして手のひらを退どかした。

「……よかった、傷跡にはならずに済んだな」

「え？」

「ここに湧わき出ている湯は傷を癒す。そしてまた獣人も同じ力を授さずかっている。つまり、この姿であれば、私は傷ついている者を治してやる手助けができるのだ。獣人になることができたのは間ま違ちがいなく桜介、おまえのおかげだ」

　なにを言われているのか理解できずに、銀につけられた頰の傷に触ふれてみる。しかし、そこにあったはずの傷は跡形もなく消え失うせ、つるりとした感かん触しよくしか伝わってこなかった。右頰の痛みもなくなっている。

「すごい……」

「桜介が私を、声に想おもいを乗せて呼んでくれたからこそ間に合った」

「声に想いを？」

「そうだ。斑はん紋もんが浮うかび上がったことも目の色が変わったこともまた、そのことが影えい響きようしている」

　ちゃぷ、と湯が音を立てて揺れた。静かに目を閉じた雪の体が光に包まれ、あっという間に雪ゆき豹ひようの姿に変わる。真っ白だったはずの毛皮には梅の花びらに似た黒い斑点がちりばめられていた。

「わ……！」

　雪豹になった雪は桜介の背後にするりと体を滑すべり込ませる。湯に濡れた滑なめらかな触さわり心地ごこちの体に背中を預けると、力強い心しん拍ぱくが触れた場所から伝わってきた。

「楽にしてくれ」

「ありがとう。ね、しっぽ触ってもいい？」

「いくらでも」

　すぐさま伸びてきたしっぽにも黒い斑点が浮かんでいる。たっぷりと水分を含ふくんだその先せん端たんを両手で軽く握にぎった。

（やっぱり、雪のしっぽは柔やわらかい。絶対に、ぼくを傷つけたりしないしっぽだ）

　濡れてビロードに似た手て触ざわりのそれをうっとりしながら撫なでていると、背後で雪がぐるぐると喉のどを鳴らす。

「我々梅花族は、誰か一人を心から愛することで力が増す。その証あかしがこの斑紋なのだ。斑紋の濃のう淡たんは想いの深さを表し、そして……」

「そして？」

「清らかな心と歌声の持ち主に、同じだけ愛されることで獣人になることができる」

「そうなんだ……」

　それはつまり、雪の姿はすべて桜介の想いに左右されているということではないだろうか。斑点の濃淡だけは彼がどれほどまでに桜介を大切に想ってくれているかを表しているが、獣人になれたということは。

（それって、ぼくが雪を、雪がぼくを想ってくれてるのと同じくらいすきだっていう証しよう拠こになっちゃうってことなんじゃ……？）

　相あい槌づちだけでなく頭できちんと理解した途端、顔がかっと熱くなる。

「桜介？　のぼせたのか？」

「ち、ちが……っ、違うけど、だって！」

　誰になにを言わなくとも、梅花族の斑紋について知っている相手には一目姿を見ただけで伝わってしまうということだ。

「あの……、あの」

「どうした？」

「その獣人？　の姿って、もし、もしね。雪がぼくを嫌きらいになったらもうなれないの？　斑点も薄うすくなったりする？」

「なんだ、そのような些さ末まつな心配をしてくれるのか。安心しろ、梅花族は永い生しよう涯がいただ一人だけを愛し抜ぬく。それ以前に、もしも私が梅花族でなかったとしても、一生をかけて桜介だけを愛する。月に誓ちかって、絶対にだ。私の斑紋が薄くなることも獣人になれなくなることも、桜介が私を愛してくれるならばあり得ない」

「！」

　居ても立ってもいられずに、湯の中に唇くちびるまで浸かる。そんな桜介を心配してか、手放したはずの雪のしっぽが首にくるりと巻きついた。

「桜介？　桜介、やはり嫌いやか？　雪豹と人型が混ざった、あのような姿は」

　獣人の姿形そのものが嫌なのかと問われ、湯に浸かったまま首を横に振ふる。かっこいいと告げた、その気持ちは事実だ。ただ、どうしても恥はずかしさが先に立つだけで。

（知られちゃうのは恥ずかしいけど、いつでも雪に想われてるのがわかるのは……、ちょっと嬉うれしい、かな）

　そして、銀の毛皮にあった暗あん褐かつ色しよくの斑点を思い出す。全身に浮かんでいたとはいえ、今の雪と比ひ較かくするとその差は歴然だ。

「銀さんは、」

「……その名はあまり聞きたくない」

　湯から顔を出し、雪に体を預けて口を開いた。面おも白しろくなさそうに言った彼にかまわず続ける。

「銀さんは可哀かわい想そうだと思って。誰だれかを本当に大切に想ったことがないから斑点も薄かったのかな。それはすごく寂さみしいことだね」

「あの者も、持って生まれた力の強さは一族の中で五本の指に入るほどだった。その力を使いこなすために梅花村で修しゆ業ぎようをするのが一族の習わしなのだが……。努力できずに村を飛び出した。そして、村を任された一族のもとへ行ってはその伴はん侶りよを誑たぶらかして奪うばっていたのだ」

「そんなことしたら村の繁はん栄えいは……」

　人間界での浮うわ気きとはその重さが雲うん泥でいの差だろうと察しがつき、おそるおそる尋ねた。

「我々は一度決めた相手以外を愛することはなかなかに難しい。伴侶が銀に騙だまされたとしても、な。銀は狙ねらいを定めた者へ力を使い、自分に想いを寄せるように仕向けることもしていたようだが、その術を解くことができるのもまた、番つがいの片割れだけだ。術を解き、再び番になることができれば村の繁栄も維い持じされる」

「それならよかった……。銀さんのせいで村がいくつも犠ぎ牲せいになってたらどうしようかと思った」

「術が解けなかったとすれば、それはそこまでの番だったということ。幸い、今のところそのような話は聞いたことがないがな」

「梅花族のみんなは一いち途ずっていうことなのかな」

　首に手をやりしっぽに触れた。伸のびたそれにそっと頰ずりすると雪が低く唸うなる。

「私の歌うたいは随ずい分ぶんと酷こくなことをしてくれる。この姿では満足に触れられないというのに」

「あ、もうひとつだけ教えて。南雲神社にいた頃ころ、雪の背中にひとつだけ黒い模様があったよね。あれはどうして？」

「あれは……」

　珍めずらしく言い淀よどんだ雪だったが、答えを待って黙だまっている桜介に観念したのか低い声でぼそぼそと話し始めた。

「冬の訪おとずれを知らせる以外に、私が人間界に行くことは容易ではない。それでも桜介の歌声に導かれ、南雲神社に辿たどり着いた。斑紋が浮かんでいたということは、そのときすでに桜介を愛しはじめていたという証拠。全身に広がったのはつい先ほどのことだがな」

「そうだったんだ……」

「人間界から桜介を連れ出した、あのときにはすでに桜介が人間界に存在していたという事実そのものが消えている。存在が異世界をまたにかけて二重になり、事実が歪ゆがんでしまってはいつか必ず訪れる死の瞬しゆん間かんに魂たましいが浮かばれなくなってしまう。それを防ぐためにはそうするしかなかったのだが……、すまない、もっと早く伝えていればよかった。桜介を傷つけたくなくて言い出せなかった」

（じゃあ、どっちにしてもぼくが南雲神社に戻もどることは不可能だったんだ。もしも雪のことをすきにならなかったとしても）

　雪を想わずにいられたかどうか、今となってはわからない。しかし、雪がしてくれていたことはすべて桜介のためだったのだろう。

「なにより、二度と元の世界に戻れないと言って桜介に嫌われるのが怖こわかったのだ」

　そこまで言われてしまってはなにも返すことができず、桜介は手の中のしっぽを指先でくすぐる。

「ぼく……、今さらだけど、できることなら神事を見たかったな。ぼくがいなくなって、誰が奏上することになったのかずっと気になってたんだ」

「六花の世界の五日が人間界での一日になる。残念ながら今年の神事はすでに終わってしまっているが……、長老であれば奏上された歌を覚えておられるだろう。話だけでも聞いてみるか？」

「うん。長老さまさえよろしければ」

　自分の存在そのものが消えてしまっていた事実は衝しよう撃げき的だが、神かん主ぬし夫ふう婦ふや巫ふ覡げきたちに心配をかけたり悲しませたりしていなかったことがせめてもの救いに思えた。

「あとね、銀さんが、洞どう窟くつを見つけても雪には入れないって言ってた」

「あぁ、それは……。斑はん紋もんの浮うかんだ梅花族が張った結界は、斑紋を持たない一族の者には破ることができないからだ。私に斑紋が浮かぶなどと考えもしなかったのだろうな。あれは昔から姑こ息そくな真似まねだけは誰よりも長たけているから」

「ふうん……」

「ところで、桜介」

　手の中から雪のしっぽが逃にげ、追いかけようとしたがそれより先に背中が浮いた。

「え？」

「そろそろ限界だ」

　膝ひざ裏に伸びてきたのは人型になった雪の腕うでで、いつのまにか雪ゆき豹ひよう姿の彼はいなくなっていた。もう少し時間をかけて斑点の浮かんだ毛皮を見たかったのにと尖とがらせた唇を、桜介を抱だきよせた雪が軽く吸い、すっかり赤みの消えた右みぎ頰ほおを舐なめた。

「んっ」

「早く確かめさせてくれないか」

「な、なにを？」

「桜介が本当に私だけの歌うたいに、奥方になってくれたのかどうかを」

　ざばりと勢いよく湯から立ち上がった雪の頭には丸く白い耳が生えている。

（あ……、耳にも斑点がある）

　黒い縁ふち取どりと濃こい斑点をそこに見つけ、この姿になっても耳としっぽがすべてを教えてくれているのだと実感する。

「それから、私の頼たのみを聞いてもらえないだろうか」

「頼み？　ぼくにできること？」

「桜介にしかできないことだ。おまえの気持ちを言葉で教えてほしい」

　満月が雪を真上から照らし、彼の体の輪りん郭かくが金色に光った。その神こう々ごうしさに息を吞のみ、こくりと頷うなずいた桜介は雪の首に腕を回す。

「雪のことがすきだよ。……誰よりも、愛しています」







　この行こう為いは体だけでなく心をも繫つなげるものなのだと初めて知った。そうでなければ、こんなことなどできるはずがない。

　屋や敷しきまで待てないと、裸はだかのまま運ばれたのは露ろ天てん風ぶ呂ろにほど近い場所にある小さな小屋だ。休きゆう憩けい室のようにも見えたその場所は、湯治に訪れることを許された者のみが使用でき、もともとは祈いのりを捧ささげるために造られたものらしい。中に入ると一段高い場所に清潔な布ふ団とんが敷しかれており、その用意周しゆう到とうさに驚おどろいたのは一いつ瞬しゆんだけだった。

「んんぅ……、ん……っ。雪、気持ちい……？」

「あぁ……、とてもいい」

　雪の中心を舐めたいと申し出たのは桜介だ。それを許してくれた彼は、それならば顔を跨またいでくれと唆そそのかしてきた。羞しゆう恥ちよりも雪を愛したい気持ちのほうが大きく、促うながされるままの体勢で彼の熱に舌を這はわす。

「んむ、ん……」

　両手で太さも長さもある彼自身を持ち、丸みを帯びた先せん端たんを口に含ふくむとそれだけで腰こしが重くなる。すべてを収めることなど到とう底ていできない大きさのそれを、限界まで口内に入れては上下に動いた。口から零こぼれた唾だ液えきを塗ぬり込むようにして幹を扱しごく。

　体を重ねる相手が雪でなければ見ることにすら嫌けん悪お感かんを抱いだくはずのものを、舐めたいと思った自分をこれまでずっと性に淡たん白ぱくだと思っていたのは、本当にほしいと思える相手に出会っていなかったせいだ。

（絶対上手じゃない。なのに、こんなに感じてくれてる……）

　体に受け容いれるだけでなく、自分がしたことで快感を覚えてほしかった。その感情は独どく占せん欲よくによく似ている。

　括くびれに舌を沿わせ、口を窄すぼめて先端全体を吸い、切れ込みを舌先でちろちろとくすぐる。切れ込みに滲にじんでいた雪の粘ねばついた蜜みつは塩分を含み、多少のえぐみもあり決しておいしいものではない。しかし、自分の拙つたない愛あい撫ぶに感じてくれている証しよう拠こなのだと思えば甘いだけだ。

　息苦しくなると熱を口から出し、今度は横から幹を舐め上げる。雪がしてくれるように空いているほうの手のひらで熱の下にあるもったりとした袋ふくろを包み、やわやわと揉もんだ。

　まずは自分だけが動きたいと言った桜介に応じ、雪からの接せつ触しよくはまったくないにも関かかわらず、桜介の腰はあやしげに揺ゆれて中心はすっかり立ち上がり、ぷつりと浮かんではすんなりとした幹を伝う蜜が会え陰いんまで濡ぬらしている。小屋の小さな窓から差し込む月光に照らされて光るさまはとても淫いん靡びだ。

「ん……っ」

　突とつ然ぜん、雪の五本の指が桜介の中心に絡からまった。それだけで体がびくりと震ふるえ、さらなる刺し激げきを欲ほつしていることを自覚する。

「動かないでって、お願いしたのに。雪にされたら、なにもできなくなっちゃう……！」

「健けな気げに震えている桜介を間近で見せつけられて動くなと言われても無理だ。そろそろ私にもさせてくれてもいいだろう？」

「でもっ、いつもぼくばっかり……っあぁ……！」

「いつも以上に敏びん感かんで、肌はだが桜色に染まっている。桜介は全身で私を誘さそってくれているのだな」

　すでに汗あせばんでいた太ふと腿ももの内側に音を立ててくちづけられたのを皮切りに、彼の唇くちびるが熱に向かって近づいていく。先端に辿り着き、蜜を吸い上げられると桜介自身がどくりと脈打った。膝の力が抜ぬけ、体重を支えていることが難しくなる。

「あっ、あ……！」

　こうなることがわかっていたからこそ、先にさせてほしいと頼んだのにと恨うらめしく思う。

（これだけでも今までより気持ちいい。このままじゃ、なにをされても気持ちいいに決まってる……）

　いつものように口こう腔こうに含まれ、あの熱い舌が自身に絡まってくるのだろうと期待した体が雪からの愛撫を待ち受けていたが、彼の目指していた先はそこではなかった。

「！　や、やだっ！　そんなところ舐めちゃ……！」

　唾液を載のせた舌が触ふれたのはまだ硬かたい桜介の蕾つぼみだ。慎つつましく可か憐れんなそこに走る襞ひだの一本一本を数えるかのように丁てい寧ねいに舐められる。

「いや、やめ……っ！　汚きたないからもうやめて……っ」

　がっしりと腰を摑つかまれ、逃げることは不可能だ。そのうえ、本来は人目につかず、触れられることにすら抵てい抗こうを感じる場所を舐められている背徳感が桜介をより興奮させる。

「桜介の体に汚い場所などあるものか。それに……、ここは悦よろこんでくれているように見えるが、私の気のせいか」

「んっん……！　い、言わないで……！」

「そうだな、今はこちらに集中するとしよう」

　そう言うなり、雪は桜介自身の濡れた先端を指の腹でくるくると刺激した。たったそれだけでも蜜を零したそこにはその先の愛撫はせず、陰いん囊のうを舌先でくすぐる。それにぴくりと反応すると、袋ごと片側の球体を吸われ口内で転がされた。

「あぅ、く、くすぐった……っ」

　左右両方を味わわれ、解放されたと思ったのもつかの間、彼の舌が再び蕾へ戻もどり先を尖らせてそこをつつく。反射的にきゅんと窄まった後こう孔こうをたっぷりと濡れた舌がゆっくりと行き来するうちに、それだけでは足りないとひくつき始める。

（どうして、こんなに恥はずかしいのに……！）

　物欲しげな蕾に尖った舌の先端が入り込んだ。

「あんっ」

　敏感な粘ねん膜まくを直接舐められると全身がざわつき、内側に唾液を送られる感覚が堪たまらない。しとどに濡らされたそこにゆっくりと雪の指が入り込んだ。

「あぁ！」

「ほしがってくれているのがわかる。だが……、まだ早い」

「あっあっ……！」

　的確に前ぜん立りつ腺せんをこする指はまだ一本で、それでも桜介の熟うれ始めた内ない壁へきはうねるように蠢うごめく。早く早くと、全身がその先の行為を待っているようだった。

「くちづけてもいいか」

「ん、うん……っ」

　わざわざ律りち儀ぎに伺うかがいを立ててきた彼に頷くと指を引き抜かれた。くるりと体を返されて組み敷かれる。すぐに唇が重なり、舌が口腔に、指が先ほどまで入っていた場所にそれぞれゆっくりと侵しん入にゆうしてきた。

「ぅ……ん、ん……」

　くちゅくちゅと舌を翻ひるがえす音に合わせるように指を動かされていると、すぐに呼吸が苦しくなってくる。教えられたとおりに鼻で呼吸をしても間に合わず、くちづけから逃にげた桜介が大きく息を吸い込んだ瞬しゆん間かんに指が根元まで深く入り込んだ。

「あぁ、……！」

　ともすればこのまま達してしまいそうなほど気持ちがよく、しかしそれはしたくないとつま先を丸めて快感をやり過ごす。今夜だけは絶対に、雪と同じ瞬間に絶頂を迎むかえたい。

「あ、あ、……っ、雪、そこもうやだ……！」

　甘ったるく鼻にかかった声が喉のどから零れる。桜介が声を上げるたびに雪の耳がぴくりと動き、しっぽが左右に大きく揺れた。

「まだだ。今こ宵よいは存分に時間をかけて桜介を愛すると決めた」

「そんなこと……っ！　あ、ん！」

「桜介の中はきゅうきゅうと吸いついてくるな」

「も、いい、って……！　言ってるの、に！」

　嬌きよう声せいの合間に訴うつたえても雪は一向に聞き入れようとしない。執しつ拗ような愛撫は桜介を責め立て、ぐずぐずに溶とかしていく。

「なか、なかが変……。いつもと違ちがぅ……っ」

　想おもいを確かめ合ったせいなのか、これまでに体を重ねてきたときとは比べ物にならないほどに内壁が和やわらいでいるのが自分でもわかった。含まされている雪の指を奥へ奥へと引き込もうとする動きが止まらない。

「あまり煽あおってくれるな」

「あぅ！　あぁ……っ、あ、痕あとっ、痕つけて……？」

「だからそう煽るなと言っているというのに……」

「んんっ！」

　嚙かみつくように唇を塞ふさいできた彼の深いくちづけに夢中で応こたえる。混ざり合った二人分の唾液を飲み下すと体内の熱が上じよう昇しようした気がした。

　全身にちりばめられていた情事の痕は跡あと形かたもなく消えている。傷を癒いやす湯に浸つかっていたのだからそれも当然なのだが、真っ白な肌に所有の証あかしのようにつけられていた痕がほしいと、桜介は強請ねだるように雪の腕うでに触れる。

「雪、嚙んで……」

「手加減などできん……っ」

「そんなのいらない。いつもみたいに、ねぇ……っ、あ、あぁ！」

　くちづけを解いた雪が桜介の首元に歯を立てた。がり、と鈍にぶい音に続いてそこをきつく吸われる。感じた痛みすらすぐさま快感に変わり、ゆっくりと抜き差しされていた二本の指が勢いよく引き抜かれた。

「やっ、もう指はいいから……！」

　本数を増やして戻ってこようとした指から体を捩よじって逃げ、桜介は繫つながりたいという気持ちだけで震える手を膝ひざ裏に伸のばす。すでに開いている両足をさらに広げ、ひくつくそこを雪に見せつけた。

「はやく……。早く、入ってきて。ひとつになりたい……」

「……っ、桜介……！」

「あ、あ……ぁ……っ、おおき……っ」

　あてがわれた熱は大きく、じわりじわりとそれでもいつもよりは早急に桜介に埋うめられていく。内臓を圧あつ迫ぱくされる苦しささえ心地ここちよく、充じゆう足そく感があった。

「んん！」

　最後にぐっと腰こしを押しつけられただけで、堪こらえていたにも関かかわらず桜介の中心から少量の白はく濁だくが溢あふれた。

「は、ぁ……っ」

　腹についた桜介の精を指で掬すくい、舐なめ取った雪が喉を鳴らす。

「いつも以上に甘い……。ここも、啜すすり立てるように絡からみついてくる。……堪らない」

　そして言葉での了りよう承しようのないままに動き出した雪に再び唇くちびるを塞がれた。彼が甘いと言っていた自分自身の[image: ]ほとばしりは少し青あお臭くさく、しかしくちづけの前には霧む散さんしてしまう。

「あっ、ん！　ああ、あ……っ」

　ぎゅうぎゅうに抱だきしめられたままで腰を回されると、否いや応おうなく最さい奥おうを抉えぐられる。

　いつもであれば注意深く桜介の様子を見ながら行こう為いを進めてくれる雪だが、言葉少なに律動を繰くり返し荒あらい呼吸を吐はき出しては肩かたや首に歯を立ててくる。その余よ裕ゆうのない動きが、彼が自分を強くほしがってくれているように思えて愛いとおしさが増していく。

「ゆき、雪……！」

　桜介の声に呼応してか雪の中心がどくりと脈打った。

「っく……、すまない、もう……！」

「あぁ……っ」

　摑まれた腰に雪の爪つめが食い込み、貪むさぼるように激しく腰を使われる。ぐぢゅぐぢゅとあられもない音が響ひびいた。

　訪おとずれた最後の瞬間は同時で、声もなくきつく抱きしめ合う。

「──ッ！」

　狭せまい内壁にどろりと広がる熱の感かん触しよくは雪自身の白濁だ。存在を消さないためという大義名分はいらず、ただ互たがいを欲ほつして体を繫げた。その証しよう拠こともいえる熱が愛おしい。

　達した衝しよう撃げきでがくがくと震ふるえる桜介の顔じゅうに、すぐさま回復した雪がくちづけを降らせてくる。

「制せい御ぎよもできずにすまない……。大だい丈じよう夫ぶか？」

「ん……、うん……」

「言い訳に聞こえるかもしれないが……。こんなにもすぐに達したことなど、これまでに一度もない」

「……ふふ」

　どこか不本意そうにつぶやいた雪が可愛かわいい。瞼まぶたを閉じ、呼吸を整えながら小さく笑うと、体内に残ったままで力を失っていなかった彼自身が膨ぼう張ちようした。

「まだ桜介がほしい」

「ぼくも……。こんなに雪のことがほしくなるなんてはしたない……」

「満月の夜に愛する者を欲してなにが悪い。……あぁ、伝え忘れていたことがまだあったな」

「ん……っ、なに……？」

　繫がったままで桜介ごと体を起こした雪が胡坐あぐらをかく。必然的にその上に座らされた桜介は受け容いれる深さが増したことでふるりとかぶりを振ふったが、動く気配のない彼に安心して訊きき返した。

「桜介には私の仔こを産んでもらわねば」

「えぇ!?　ぼく男だからそれは無理だよ」

「無理なことはない。梅花族の伴はん侶りよと認められれば性別など関係なく仔を宿すことができるようになるからな」

　信じられないと言いかけて止やめた。たった今体を重ねている雪は先ほどまで獣じゆう人じんの姿をしていた梅花族だ。その彼ができると言えば、それがすべてだろう。

「……認めてもらえるかな。人間なのに」

「問題ない。私が獣人の力を得たことがなによりの証拠。あとは桜介が歌を紡つむぐだけだ」

「うん……。雪だけの歌をうたうから、ぼくに歌を紡がせて」

「桜介……」

　じっと見つめてくる青い双そう眸ぼうは高く澄すんだ青空の色によく似ている。そこに映った自分の顔は穏おだやかに微笑ほほえんでいた。

「目の色はずっと青いままなの？」

「それは私にもわからん。どちらの色でもかまいはしないのだが……、桜介はどうだ」

「どっちもきれいだと思うよ。黄金色は太陽の色に、青は空の色に似てるから」

　どちらの色をした瞳ひとみも桜介をまっすぐに見つめてくれる。それだけで充じゆう分ぶんだ。

（いつのまに、こんなにすきになってたんだろう）

　触ふれたいと思うままに雪の耳に手を伸ばした。

「真っ白だった雪も今の雪も、どっちも可愛い。しっぽも、丸い耳も触さわってみたかった」

　柔やわらかな毛皮で覆おおわれた耳は温かく、桜介が触れるとぴくりと動く。くすぐったいのだろうかと思いながらそのまま根元を揉もむと雪が吐と息いきを零こぼした。

「桜介、そこはあまり……」

「嫌いやだった？」

「嫌ではないが、止まらなくなる」

　苦く笑しようした彼に前まえ触ぶれもなく下から一度突つき上げられる。

「あ！」

「このまま動いてもいいだろうか……。桜介がほしくて堪たまらない」

　抱きしめられ、ゆるゆると腰を使われるとすぐに熱が大きくなる。そもそも消えていなかった火種だ、些さ細さいな刺し激げきですぐに炎ほのおへと変わっていく。

「んっんんっ、あ、い、いい……っ」

　快感に搦からめ捕とられてもなにも怖こわくなかった。感じている自分を見つめてくる雪の視線すら心地よく、想おもいが通じ合うことでなにもかもがこんなにも変わるのかと遠くで考える。

（雪がいい。だってもう、雪じゃなきゃだめなんだ）

　力強い腕うでも優やさしいまなざしも掠かすれた声も。雪のすべてが愛おしい。

「ゆ、き、ゆき……！」

「何度でも呼んでくれ。桜介が呼んでくれるのならば、私はいくらでも応こたえよう」　>>>♥

　重なった影かげが再び二つに分かれたのは、空がすっかり白んでからのことだった。
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　月花村に夏が来た。

　じりじりと肌はだを焼く太陽の光は嫌きらいではなく、生命の力が増していくように思う。真っ白な肌が焼けることはないが、太陽の下で汗あせを搔かくこともまた桜介にとっては苦にならない。

「奥方さま、奥方さまーぁ！　どちらにおいでですかー？」

「大きい向日葵ひまわりを抜ぬけて、立たち葵あおいのほうにいるよ」

「これから蓬と胡桃もまいります！」

「うん、気をつけて」

　床とこの間に飾かざる花を採るために花畑に出向いていた桜介は、どこからか聞こえてきた蓬の声に大きな声で返事をする。

　あの日、銀がまた月花村に忍しのび込んだことに気づいたのは蓬だった。胡桃を自宅へ送り届け、もう一度桜介のもとへ戻もどろうとしたところで宙に浮うかんだ銀とその背に乗せられた桜介を見たのだという。もともとはたぬきの蓬だからこそ夜目が利きいたため、薄うす闇やみの中でも気づくことができたのだと雪が言っていた。

　銀の存在自体は雪の屋や敷しきに仕えている者であれば周知の事実であり、雪が彼に殊こと更さら妬ねたまれているということもまた同じだった。そのため、雪が桜介を人間界から連れ帰ってきてからというもの、以前にも増して警備の手を厚くしていたらしいのだが、銀はそれを搔い潜くぐって月花村に入り桜介に接せつ触しよくした。どこまでも優しい雪は銀を信じ、自分を頼たよって村にやって来たのであれば追い出すことはしたくないと言ったらしい。しかし、その雪を制したのは彼の右みぎ腕うでとして働く者たちだった。気の乗らない雪に代わり、使わずに済むことを前提にしながらも念のためにと異常事態用の対応計画書を作ることが決まった。残念ながら、その計画書は比ひ較かく的すぐに使われることになり、人間界に出向いていた雪に長老を介かいして連れん絡らくし、その結果雪は桜介を救い出すことができた。

（みんなに助けてもらったんだから、今度はぼくがみんなの力になれるといい）

　雪が獣人となり、桜介は月花村に戻ることができた。それだけで充分だと村の者たちは口々に言ってくれるが、それでは桜介の気が済まない。

　雪の力が満ち、四季が巡めぐり夏が来た。本格的な夏の暑さを村中が喜び、これもまた桜介が村にもたらしたことだと感謝されているが、すべては雪が神通力を制御できるようになった結果なのだ。桜介が直接、なにかをしたためではない。

（どんな歌を紡ごう。曲だけは決めてあるけど、歌詞がまだうまく浮かばない……）

　長老の暮らす梅花村へと歌を届ける奏上の儀ぎが数日後に迫せまっている。その儀式に重ねて祝しゆう言げんの儀、つまりは結けつ婚こん披ひ露ろう宴えんを執とり行う予定だ。祝言の儀は村中の者たちを招き、桜介の歌声を聴きかせてほしいと雪に頼たのまれている。一も二もなく快かい諾だくしたはいいが、肝かん心じんの歌詞がまだ決まっていなかった。

「奥方さま、みーっけ！」

「こら胡桃！」

「いいよ、大丈夫。見つけてくれてありがとう、胡桃ちゃん」

「うん！」

　着物を一人で着られるようになり、足取りだけでなく口調も少しずつしっかりとしてきた胡桃が蓬とともに立葵をかき分けて顔を出す。

「今日もあつーい」

「そうだね、夏になったみたいだから。そういえば、胡桃ちゃんだけじゃなくて村のみんなも夏は初めてなのかな」

　しがみついてきた胡桃の髪かみを撫なでながら、彼女の後ろに控ひかえていた蓬に視線を向けて問う。こげ茶色の瞳の彼は眩まぶしそうに目を細めて口を開いた。

「ええ、この村に人間界から来た者は蓬だけにございますから、このようにはっきりと暑い夏を体験するのは初めてかと」

「熱ねつ中ちゆう症しようとか大だい丈じよう夫ぶ？　暑さに弱い人だっているよね、きっと」

「奥方さまは本当にお優しい。弱い者ももちろんおりますが、人間界ほどの身を溶とかすような暑さではございません。夕立もありますし、奥方さまのおかげで季節が移り変わっていくのをみな楽しんでおります」

「だといいんだけど」

「あのねぇ、雷かみなりさまも、こわいけどぴかぴかーってきれいなの！」

　夏特有の入道雲が連れてくる雷らい雨うも、村にとっては恵めぐみの雨だ。雨上がりには虹にじがかかり、いっそう澄んだ大気によく映はえる。

「奥方さま、今日も雨のあとにお歌うたう？」

「ん？」

「昨日のお歌、すーっごくきれいだったから！」

「胡桃」

「あっ！　えーっとえーっと！　おうつくしい歌声で、ございましたっ」

　蓬に注意され、丁てい寧ねいに言い直した胡桃は瞳を輝かがやかせて拍はく手しゆをしてくれる。

（昨日の歌……？　あぁ、虹が出てきれいだったから縁えん側がわで歌ったんだっけ）

　雪と本当の意味で体を重ねてからというもの、喉のどの不調は一度も感じていない。夜な夜な甘い声を上げさせられているため、喉はこれまで以上に使っていると思うのだが、不思議なことに声は以前にも増して伸のびやかだ。酷こく使しさせている自覚があるのか、水あめを欠かさず部屋に常備してくれている雪の手前、食べ過ぎない程度に舐なめている成果も出ているのかもしれないが。

「昨日は離はなれで歌ってたんだけど、胡桃ちゃんはどこでぼくの声を聴いたのかな」

「よっくんとね、おうちに帰るところだったの」

「えぇ？　屋敷の外にまで聞こえてたの。そんなに大きな声だった？　それじゃあ、これからはもう少し注意して小さい声で歌わなきゃ」

　近所迷めい惑わくとまではいかなくとも、屋敷内で各おの々おのの仕事をしている者たちの邪じや魔まをしては大変だ。そう思っての言葉だったのだが、蓬が悲しそうな顔をして首を横に振ふる。

「いいえ、奥方さま。そのようなお気き遣づかいはなさらないでくださいませ」

「え？　だって仕事に集中できなくなるでしょう。みんな大切な仕事をしているのに」

「奥方さまの歌声で力が増すのは雪さまだけではありません。六ろつ花かの世界に住む者は全員がなにかしらの力を持っておりますが、奥方さまの歌声を聴くとその力が満ちるのです」

「ぼくの声にそんな力が……？　なんだか栄えい養よう剤ざいみたいだね。もし邪魔になっていないなら、このまま歌っていてもいいのかな」

「もちろんでございます！」

「ますっ！」

　力強く頷うなずいてくれた蓬に笑いかけ、胡桃の頭から手を退どかす。花畑に入った目的をまだ果たしていない。

「奥方さま、お花好き？」

「好きだよ。月花村の花はぼくがいた世界の花と違ちがってすごくのびのびしてる気がするんだ。こんなふうに歌えたらいいんだけど」

　腕に下げていた花はな籠かごの中から鋏はさみを取り出し、飾る分だけの立葵を切る。

　ここのところ、雪と生活している部屋の床の間には盛り花を飾るようにしていた。季節を感じ、少しでも仕事で疲つかれた雪を癒いやすことができるようにと始めたのだが、今では桜介が楽しんでいる。幼い頃ころ、祖母に教わった生け花がこんなところで役立つとは思わなかった。

（なにもかもすべて、無む駄だじゃない。繫つながってるってそういうことなのかもしれない）

　選んだ立葵の色は薄うす桃もも色いろと紫むらさきだ。それぞれ数本だけを切って立ち上がると、それに倣ならって胡桃がぴょこんと跳はねるように立った。

「さ、戻ろう。花を活いけながら歌詞を考えなきゃね」

「くるみも見てていいですかっ」

「どうぞ。それが終わったら朝作っておいた冷茶と雪のお土産みやげで一いつ緒しよにお茶にしよう。もちろん蓬ちゃんも一緒に来てくれるでしょ？」

「お邪魔でなければ喜んでお伴とも致いたします」

　わーい、と両手を上げて喜んでくれた胡桃を真ん中にして三人並んで屋敷へ戻る。

（普ふ通つうの毎日が続くこと、それを守っていけること。何気ない幸せを祈いのって、歌に乗せよう）

　ぼんやりとしか浮かんでいなかった歌詞が、ようやく見えた気がした。
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　立たち葵あおいを活けながら考えた歌詞は不思議と歌によく乗った。細い糸を紡つむいでいくように、はじめの言葉が浮かぶと次から次へと連なり、試ためしにと口ずさんだ歌で蓬を泣かせた。歌詞の内容は儀式まで誰だれにも伝えてはいけないと言われていたため、そこからまた変へん更こうした部分もあるが大筋は変えていない。

（梅花村におられる長老さまに届きますように。それから、月花村のみんなにも）

　儀式当日の朝はよく晴れ、湯ゆ浴あみを終えてから支し度たくを整えた桜介は雪ゆき豹ひよう姿になった雪の背に乗って山頂へと向かった。

　奏上の儀は、傷を癒す温泉が湧わき出る山の頂上にある祭さい壇だんで執り行われる。その場に立ち会うことができるのは雪に許された側近と呼ばれる四人だけであり、桜介はまだ彼らに会ったことはない。しかし、屋や敷しき内で仕事をすることが多い側近たちは桜介の歌声を聴いたことがあるため、当日を心待ちにしていると雪が眉み間けんに皺しわを寄せて教えてくれた。専もつぱら村の外に出なければならない雪は、獣じゆう人じんになることができるようになってからというもの村にいることのほうが珍めずらしくなっている。そのため、必然的に歌声を近くで聴く機会が少なくなってしまっているのだが、それがなによりも不服らしい。

「ふふっ」

「どうかしたか、桜介」

　思い出し笑いをした桜介に隣となりにいた雪が尋たずねた。

「この前、雪が側近さんたちについて教えてくれたときのことを思い出してた」

「……忘れてくれ」

「だめだよ。あのときの雪、すごく可愛かわいかったもん」

　くすくすと笑う桜介は桜色の着物を身に纏まとい、さらに頭からすっぽりと純白の薄うす布ぬのをかぶっている。

　華か美び過ぎず、しかし上等な着物はこの日のために誂あつらえられたものだ。裾すそと袖そでには白い糸で桜の花びらが刺し繡しゆうされており、今日だけはと特別に雪が指名した着つけ係が模様の由来をそっと教えてくれた。そして、その依い頼らい主が誰なのかということも。

「朝から晴れてよかったね。今日はまだ涼すずしいし」

「そうだな。あまり暑い中で歌わせるのは私も賛成しかねる」

「時間の指定は長老さまがなさったんだよね？　長老さま、お優やさしい方なんだね」

「……そういうことにしておこう」

　儀ぎ式しきが始まるまで桜介と雪が待機している小屋の中に布ふ団とんはなく、その代わりに色とりどりの花が所ところ狭せましと並べられていた。囁ささやき声での会話が耳にくすぐったい。

「長老さまって、もしかして雪のおじいさまとか？」

「いや……。曾そう祖そ父ふだ」

「ひいおじいさま！　おいくつなの？」

「私の数倍は生きておられる。そろそろ五百歳になられるのではないか？」

　長ちよう寿じゆだとは聞いていたが、まさかここまでとは思っていなかった。しかも、雪の数倍で五百歳ということは、雪も人間界の年ねん齢れいに換かん算さんするとかなりの高こう齢れいだ。

「えっと……。それじゃあ雪もかなり長生きするよね？　人間の寿命の何倍も」

「案ずることはない。桜介も私の伴はん侶りよになった時点で同じ寿命が与あたえられる。かなり長く生きなければならなくなるが、その代わり外見の変化はとても遅おそい」

「雪と一緒にいられる時間が長くなるなら安心した。どっちかが先にいなくなったら寂さみしいから」

　百年以上生きるということは想像もできないが、雪と一緒であれば怖こわくはなかった。もしかすると、その長い時間の中で雪が長老になる姿も見られるかもしれない。

（そうしたら、六花の世界そのものが今より優しくなるのかな。そうなったらいいな）

　まだ見ぬ未来に思いを馳はせていると雪が小さく笑った。

「まったく緊きん張ちようしていないだろう、桜介」

「そんなことないよ。これでも少しは緊張してる。だって、この奏上の儀で認めていただけるかどうかが決まるんでしょう？　たくさん練習したし、歌詞も考えたけどやっぱり不安」

「大だい丈じよう夫ぶだ。私だけの歌うたいに限って失敗することなどあり得ない。桜介が私の伴侶にならずに誰がなるというんだ」

「またそうやって緊張させて」

「ならば緊張を解ほぐすまじないをしようか」

　ある程度の距きよ離りを保ったまま座っていた雪が桜介の傍そばに近づいてくる。そして、丁てい重ちような手つきで薄布を上げて額に軽く唇くちびるを落とした。

「くすぐったい……」

「余分な力が抜ぬけただろう。続きはまた今夜」

「……うん」

　ぺろりと鼻先を舐めてから雪が離れるのと同時に小屋の入り口が控ひかえめに叩たたかれる。

「準備が調ととのいましてございます」

　声の主のほうが何倍も緊張しているのではないかと思うほど硬かたい口調に腰こしを上げると、雪の大きな手が差し出された。

「さ、行こう」

「はい」

　拒こばむことなく指先を載のせ、雪に促うながされて小屋を出る。露ろ天てん風ぶ呂ろとは逆側に岩を重ねて作られた祭壇があり、この日のために準備したのか供く物もつがいくつも並んでいた。

　儀式の流れについて聞かされていたことはなにもなかったが、歌を紡ぎ終える前に声を出してはいけないということだけは守ってほしいと再三忠告されていた。桜介は歌を紡ぐことだけに集中してくれればいいと言われていたのは、すべてにおいて雪が補助してくれることになっていたからなのだと手を解ほどかれて思い至った。

　桜介のことを決められていた場所に立たせた雪は、深く頭を下げてから自分の位置に移動する。

　祭壇に背を向けるようにして立った桜介が雪を見つめると、彼のまっすぐな双そう眸ぼうは太陽に似た色をしていた。その慈じ愛あいに満ちた柔やわらかな視線に、大丈夫だと背中を押されているような気がする。

「これより奏上の儀と相成ります。桜介さま、御ご前ぜんへ」

　ぴんと張りつめた空気の中、桜介はゆっくりと雪から視線を外して足を踏ふみ出す。

「梅花村はこちらの方向となりますゆえ、桜介さまにはこの場所で歌を紡いでいただきたく存じます」

　示された場所に草ぞう履りを脱ぬいで立ち、瞼まぶたを閉じた。

（雪と月花村と、村に住むみんなのこと。……それから）

　できることであれば、雪に関かかわるすべてのものに幸さち多かれと、そんな祈りを長老だけでなく天にも届けたい。そう願って歌を、言葉を紡いだ。何度も何度も練習したのだ。間ま違ちがうはずがない。

　瞼を開けると雲ひとつない青空が見えた。深呼吸を繰くり返し、雪のおかげで歌えるようになったあの歌を唇に乗せる。

「先を行く気高き梅に、想おもいよ届け」

　淀よどむことなく伸のびやかな声に込める想いはひとつだけだ。

「大地に雨、木々に風、そして月の名を戴いただいた村に光を」

　誰よりも優しい雪が大切にしている村が、こんなにも穏おだやかに異世界から突とつ然ぜん来た自分をすんなりと受け容いれてくれた。桜介が返せるものは歌しかない。

「変わり続ける日々を慈いつくしみ、変わらぬ愛を湛たたえる心を永く持ち続ける誓ちかいを今ここに」

　ざあ、と風が吹ふき薄布がはためいた。それにかまうことなく声を伸ばし、この風に乗って梅花村へ届くようにと腹に力を入れる。

　歌い続ける桜介に注がれる側近たちからの複数の視線には尊敬の念が込められ、雪からのそれはひたすらに優しい。どちらも背中越ごしにひしひしと伝わってくるからこそ、桜介は最後まで歌を紡つむぐ。以前はまったく出せなかった高音など問題にもならない。

「降り積もる雪を桜花で包み、巡めぐり来る春が穏やかであることを」

　もう二度と南雲神社に響ひびくことはないと嘆なげいたこともあった。しかし、今こうして雪のために紡ぐことができるのであれば、それだけで充じゆう分ぶんかもしれない。

　大勢のために歌う喜び以上に、たった一人のために歌うことができる幸せを桜介は知った。

（どうか届きますように。どうか、どうか……）

　最後の旋せん律りつを紡ぐ桜介はそれまで以上に大きく息を吸い込んだ。

「祈いのりよ届け、生きとし生ける者すべてに安あん寧ねいを」

　一度も歌詞を間違うことなく、高音も満足に出すことができた。

　伸ばし切った声が大気にすべて溶とけ込むのを待ってから桜介は深々と頭を下げる。これまで練習してきた中で一番の出来に安あん堵どして姿勢を戻もどし、草履を履はいてから雪たちが見守っていてくれた方向へ体を向けた。

「……えっ」

　思わず声を出してしまってから慌あわてて口元を着物の袂たもとで隠かくす。

（み、みんな泣いてる。ぼくのせい……？）

　側近たちが四人とも涙なみだぐんでいた。さすがに雪は泣いていなかったが、満ち足りた表情に桜介のほうが泣きそうになってしまう。

「これをもちまして、奏上の儀終しゆう了りようといたします」

　滞とどこおりなく儀式を終えて、ようやくほっと胸を撫なで下ろした。屋や敷しきに戻れば祝言の儀の準備が待っているが、そちらは昼近くなってからの開始だと聞かされていたためまだ時間はあるだろう。

「無事に済んだな」

「大丈夫でしょうか。長老さまのところまで届いているといいのですが」

「心配するな。あんなにも澄すんだ声が届いていないわけがない。祝言の儀が始まるまでに長老から知らせが届くはずだ」

　どこか夢の中にいるように、足元がふわふわしている。それでも側近たちの手前、口調を変えることだけは忘れなかった桜介に雪が目を細めた。

　大儀を終えた安心感と歌に想いを込めた軽い疲ひ労ろう感かんがある。おぼつかない足取りで歩こうとしたが、さっと雪に抱き上げられた。その拍ひよう子しにかぶっていた薄うす布ぬのが落ちたが、彼はそれを気に掛かける素そ振ぶりもなかった。

「あ、ちょっ……」

「かまわん、奏上の儀ぎはとうに終わっている」

「そういうことではありません……！　側近さんたちの前でこんな、」

「いいえ、桜介さま。ご心配は無用でございます。雪さまがこんなにもお幸せそうにしていらっしゃることがすべて。どうぞ私共のことはお気になさらずに。とはいえ、後のち程ほどきちんとあいさつに参ります。よろしいでしょうか、雪さま」

　儀式を取りまとめていた側近の一人が桜介に薄布を渡わたしながらにこやかに尋たずね、雪は一度だけ頷うなずいた。

（この人の耳はきつねの耳なのかな。しっぽもふさふさだし。あとで訊きいてみなきゃ）

　側近ということは雪が仕事をしていくうえで必要不可欠な存在だ。桜介が手伝えることなどなにもないかもしれないが、せめて仕事内容だけでも教えてもらいたい。そのためには、側近の彼らとも日常会話ができる程度には関係を作っておいたほうがいいだろう。

　式典が無事に済んでから雪に確かく認にんすることにして、今は黙だまって二人の会話を聞くに留とどめた。

「屋敷へどうぞ。こちらはお任せくださいませ」

「あぁ、頼たのむ」

　桜介を抱き上げたままの雪が目を閉じると体が輝かがやき始める。来たときと同じ、雪ゆき豹ひよう姿になるのかと思ったがそうではなく、眩まばゆい光に瞼を閉じた桜介が再び目を開けると、側近たちが息を吞のむ気配がした。

「桜介の歌声で力が満ちた。この姿で飛べば自おのずと村中に知れ渡るだろう」

「知れ渡る？」

「そうだ。桜介が私の歌うたいになったことで、私が最後の力を手に入れることができたと。今いま頃ごろ、村では先ほどの歌声の持ち主を見ようと、みな外に出ているだろうしな」

「そんな、この場所から村にまで届くわけが……」

「空から見ればわかることだ」

　軽く地面を蹴けり、宙に浮ういた雪に側近たちが深く頭を下げる。それを見下ろしてから音もなく空を駆かけると、山頂が遠とお退のいた。

「太陽が近いね。今日も暑くなりそう」

「そうだな。それにしても、桜介はどんな季節もよく似合う」

「ありがとう。だけど、やっぱり春が一番だって思ってくれてるんでしょ？　この着物、桜の色に雪の色で花びらを散らしてほしいって雪が頼んでくれたんだって教えてもらったよ」

　早朝に教えられたことを本人に告げると、雪は数回目を瞬しばたたかせてそっぽを向く。

「すごく嬉うれしかったよ、ありがとう」

　答えはないだろうと思いながら胸むな元もとに頰ほおずりした。

　柔らかな毛皮からは太陽の匂においがして、伝わってくる鼓こ動どうの力強さにうっとりする。

「私の奥方は本当に……」

「え？」

「こんなにも甘え上手だとは思いもしなかった。このまま夜半過ぎまで耐たえなければならないなど、拷ごう問もん以外のなにものでもない」

「どういうこと？」

　訊き返した桜介に雪からの答えはなく、低い唸うなり声とともに空を駆ける速度が上がっただけだった。

「村が見えてきた」

「その薄布を垂らしてくれ。私と桜介が山頂から戻ったことをみなに伝えるために」

「うん」

　きれいに畳たたまれていた薄布を広げて垂らす。高度を下げて飛ぶと布がたなびいたが、ゆっくりとした速度のために布を持つ手の負担は小さい。

「……私は幸せ者だな」

　小さなつぶやきに首を傾かしげた。

「改めて頼む。桜介、私だけの歌うたいに、奥方になってほしい」

「……はい」

　風が吹き、ふわりと薄布が浮き上がる。それが視界から消えると、上空からひらひらとなにかが舞まい降りてきた。

「雪？　でもまさか、こんなに暑いのに」

　差し出した手のひらに載のったそれは、ほんの一いつ瞬しゆんだけ形を留めてすぐに消えていく。雪のように見えるが、微かすかに桜色をしていた。

「……この雪が長老からのお答えだ。桜介、おまえを私の伴はん侶りよに認めると。番つがいとして、生しよう涯がいをともに生き梅花族に繁はん栄えいをもたらしてほしいと」

「え……っ、本当に？　ぼくの声、ちゃんと長老さまに届いたっていうこと？」

「そうだ。長老に届いたのであれば村中にも間ま違ちがいなく届いている」

　雪の腕うでの中から見上げた空には無数の雪が舞っていた。六ろつ花かの世界でなければあり得ない、人間界にいては決して見ることができなかった光景に言葉が出ない。

「まったく……、長老も気き障ざなことをなさる。後進に道を譲ゆずるなど、口先だけのお話に違いないな。桜色の雪を降らせるほどのお力を持ちながら隠いん居きよされては困る」

「すごく……、すごくきれいだね、長老さまからのお答え！　認めていただけて、しかもこんなにきれいな雪まで……！」　>>>♥

　ひっきりなしに耳を動かし、しっぽをぴんと伸のばしてぶつぶつと文句をつぶやいていた雪も、桜介に倣ならって空を見上げる。

「桜介が喜んでいるなら……、よしとしようか」

「長老さまにお礼しなきゃ！　ねぇ、今日はいらっしゃるの？」

「来るだろうな、桜介と直接会えるのをこのうえなく楽しみにしていらした。人間界の歌が聴ききたいと」

「そうなの？　ぼくが知ってる歌だといいんだけど」

　なにを言っても空から視線を戻さない桜介に苦く笑しようした雪が屋敷に降り立つ。賑にぎわっていた玄げん関かん先さきではなく、中庭を選んだのは間違いなくわざとだろう。

「もう少し空から見たかったのに」

　そっと腕から下ろされて立ち、薄布を畳む。たなびきながら雪に触ふれていた布はところどころが湿しめっていた。

「桜介」

「なに……っん！」

　顎あごを掬すくわれ、触れるだけのくちづけに目を瞠みはる。離はなれようとしない雪の腕をさすって目を閉じると、するりと舌が入り込んできた。

「……う、ん……」

　確かめるように口こう腔こうをまさぐられると甘くくぐもった声が漏もれる。これ以上深くくちづけられては離れられなくなるとわかっていながら、桜介が体から力を抜ぬこうとしたところで雪が腕を伸ばす。腕の長さ分できた距きよ離りが恨うらめしい。

「そんな顔をするな」

　苦笑した彼に髪かみを撫でられる。手の甲こうは毛皮で覆おおわれ爪つめは長く鋭するどくなっているが、大きな手のひらは獣じゆう人じん姿でもそのままだ。

「みんなにおめでとうって言ってもらえるかな」

「当然だ。これで、晴れて奥方になっただけのこと。私と桜介はやはり番になる運命だった」

「ぼく、本当に雪との赤ちゃん産めるの？」

「時機が来れば必ず」

　頭からうなじを辿たどった手のひらが頰を撫なでる。

　六花の世界にある月花村で雪の伴侶として歌を紡つむぎ続ける。そんな未来に思いを馳はせて、桜介はにっこりと微笑ほほえんだ。
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　それは不思議な感覚だった。遥はるか遠くから聴きこえてくるような、傍かたわらから聴こえてくるような。初めて聴く声だというのに懐なつかしく、泣きたくなるほど恋こいしかった。

（……桜おう介すけの声が聴こえるな。いつものように子どもたちにせがまれたのか）

　焦こがれて焦がれて、どんな方法を使っても手に入れたいと心から願ったのは生まれて初めてのことだ。まさか自分の中にここまで強い想おもいが生まれるなど考えもしなかったが、桜介を一目見てその想いはより一層強くなった。そんな彼を腕うでに抱だいて眠ねむり、目覚めることができる幸せは言葉などで表現できるものではない。

　本当に守りたい相手を見つけること、その相手から自分と同じだけ想われること。その二つの奇き跡せきが揃そろったときに梅ばい花か族が持つ本来の力が解放される。自分にその日が訪おとずれるとは到とう底てい思えなかったが、雪ゆきは今、獣じゆう人じんになることができるようになった。

「雪さま、奥方さまのお声が」

「あぁ、そうだな。離はなれで歌を紡つむいでいるのだろう」

　珍めずらしく屋や敷しき内で仕事を片づけていると、先ほどよりも大きくなった桜介の声が聴こえてくる。筆を持つ手を止めて顔を上げた雪は、それまで休むことなく手を動かし続けていた四人の側近たちがそれぞれ目を閉じて彼の歌声に聴き入っていることに気づいた。桜介の歌を心待ちにしているのは、なにも雪や子どもたちだけではないらしい。

「これは奥方さまの世界のお歌でしょうか」

「先日、長老に所しよ望もうされた歌だと記き憶おくしている。知っている歌でよかったと言っていたな」

「そうでしたか！　それにしても……、いつお聴きしてもとてもお美しいお声です」

「……あぁ」

　人間で、しかも男性であることをしきりに気にしていた桜介だったが、婚姻の儀のあとに改めて招かれた梅花村で長老から歓かん迎げいされたことで、その不安が薄うすらいだと言っていた。桜介の歌声をいたく気に入った長老は、おそらく今後も桜介を連れて梅花村に出向くようにと使いをよこすに違ちがいない。そして、あの堅かた物ぶつでろくに表情を変えない長老を優やさしいと評した桜介は、喜んで歌を紡ぐのだろう。

（歌声も独り占じめしていたいなど……、我ながらずいぶんとわがままになったものだ）

　梅花族に生まれついたことを恨うらんだことがなかったとはとても言えない。しかし、努力のすべてが桜介と結ばれるためにあったことなのだとすれば、今ではあのつらいだけの日々も大切なものに思える。強い力など望んでいないにも関かかわらず、成長とともに増した力が疎うとましかった。だが、それすら彼を守り愛し抜ぬくために使いたいと思うのだから自分はなんて利己的な男なのだろうかと呆あきれる。ともすれば、任されている村よりも桜介を第一に考えたくなるのだが、それだけはしてくれるなと愛する伴はん侶りよが諭さとしてくるために、雪はこれまでと変わらずに村の民たみを大切にする村むら長おさだ。

「今日は早々に仕事を切り上げようと思うのだが……、間に合うか？」

　つらつらと桜介のことを考えていたこともあり、一刻も早く彼の顔が見たくなった。それを隠かくして表情を変えることなく言った雪に、すぐ隣となりに立ち書き終えた書類を確かく認にんしていた側近の一人が目を丸くしてから破顔した。

「ええ、もちろん間に合いますとも。雪さまがそのようなことを仰るなんて、嬉うれしゅうございます」

「……そんなこととは？」

「常に仕事を優先されてご自分のことは後回し。私共を大切にしてくださるように、ご自分のことも大切にしていただきたいと常つね日ひ頃ごろ思っておりました」

　側近たちをまとめ、雪の右腕として働く彼の頭にはきつねの耳が生えている。秋の稲いな穂ほの色によく似た太いしっぽを揺ゆらし、村を任されることが決まる前からの長いつきあいである彼は笑え顔がおを崩くずさずに続ける。

「よい傾けい向こうにございます。雪さまが変わられたのは奥方さまのおかげでございますね」

「変わったつもりはないが」

「それでよろしいではございませんか。さ、そうと決まればすぐにお戻もどりくださいませ」

「……これを仕上げてからにする」

　すんなりと従っては面おも白しろくないと眉まゆ根ねを寄せて書類に視線を戻した雪だったが、黒い斑はん紋もんの浮うかんだ耳がぴくぴくと動き桜介の歌を追う。それを見つけた側近が小さく微笑ほほえみ、室内に再び静せい寂じやくが訪れた。

　結局、書類が仕上がった頃には歌は止やみ、離れに足を運んだが桜介の姿も見当たらなかった。ならば自室だろうとそちらに向かうと、彼はそこで花を活いけていた。

「桜介」

「雪。こんな早い時間にどうしたの？　いつもは村にもいないのに」

　手元から視線を上げ、そう言ってにっこりと笑った彼をぎゅうぎゅうに抱きしめたい衝しよう動どうに駆かられた。だが、いくら室内に二人きりとはいえ、戻ってすぐにそれはあんまりだろうと自重して近くに腰こしを下ろす。

「お仕事おしまい？」

「あぁ、終しまいだ」

「そうなんだ。お疲つかれさま、おかえりなさい」

　労いたわってくれる声が心地ここちよく、無意識にしっぽが揺れる。ぱたぱたと畳たたみを叩たたく音に桜介がくすりと笑った。

「もう少しで終わるから、ちょっとだけ待っててね」

「待つのはあまり得意ではない」

「それは知ってるけど、せっかく蓬よもぎちゃんたちが桔き梗きようを持ってきてくれたから」

「今しがた、離れで歌を紡いでいたのはそのためか？」

「そう。お礼と、みんなが覚えたいって言ってくれたから帰る前にお手本も兼かねて」

　桜介の歌声はどこにいても雪の耳に届く。それは、こうして彼が伴侶になってからも変わることはなかった。

「今日はなにをして過ごしていた？」

「一人で楓かえでちゃんに会いに行ったんだ。人型に慣れてうまく歩けるようになったって聞いたから。そうしたらそこに蓬ちゃんたちがお花を持って来て、せっかくだからってみんなでお屋敷に戻って雪のお土産みやげでお茶を飲んでから歌をうたったんだよ」

「そうか。一人でも村を歩けるようになったのか」

「うん。みんな優しいからね、迷っても誰だれかがお屋敷までの道を教えてくれるし」

　ふふ、と笑った彼は青あお紫むらさきの花をすべてきれいに活けて満足そうに頷うなずいた。さっと手早く片づけ、立ち上がった桜介が水盆ぼんを床とこの間に飾かざる。

　歌だけでなく、こんなことにも心得があるとは思わなかったが、彼が活けた花が床の間にあるだけで部屋が明るくなった。寝に戻るだけの殺風景で生活感のない部屋はもうどこにもない。

「雪が変わったって、みんなそう言ってくれるんだよ。前より近くなった気がするって」

「…………仕事中に同じことを言われた」

「どうしてそんな顔するの。ぼくはすごく嬉しかったのに」

　水盆を置いて戻ってきた桜介は雪の眉み間けんに寄った皺しわを指先で撫なでる。その手首を取り軽く引き寄せると、華きや奢しやな体は抗あらがうことなくすっぽりと腕の中に納まった。

「雪はもう少しわがままになってもいいと思う。雪の人生は雪のものなんだから大切にしなきゃ。それにね、完かん璧ぺきじゃなくてもいいんだ。完璧なんてつまらないよ、きっと」

「今でも充じゆう分ぶん、桜介に関してはわがままだが。おまえを独り占めしたくて堪たまらない。歌声すら聴かせたくないと思っている村長では完璧など程遠いだろう」

　見下ろした先で桜介の顔が真っ赤に染まる。

「もう……、突とつ然ぜんそういうことさらっと言うんだから」

「なにも悪いことは言っていないつもりだが」

「それはわかってるけど、恥はずかしいんだから仕方ないで」

　言葉の途と中ちゆうで唇くちびるを塞ふさいだ。こすりつけ、柔やわらかなそこの感かん触しよくを楽しんでいると彼のほうからおずおずと舌を出してくる。それに応こたえて、すぐさま深いくちづけを仕し掛かけた。

（守られているのは私のほうだな……）

　細い体を抱きしめるのはいつも雪だが、しなやかな腕に包まれていると錯さつ覚かくする。それはすべて、桜介が自分を許してくれているからだと思うのだ。

（変わりたい。できることなら、今よりも強く。桜介を、月げつ花かを守るために）

　決意を新たに、しかし今はこの愛いとおしい体温を心ゆくまで堪たん能のうしたい。

　雪はゆっくりと桜介を組み敷しいた。







　あとがき




　はじめまして、もしくは大変ご無沙汰しております。相あい良らみことです。このたびは、『雪豹さんのお嫁さま』をお手に取ってくださいましてありがとうございました。読後、ほんの少しでもほんわかした気分になっていただければ幸いでございます。




　今回、攻をけもみみに、とのお話をいただいた際にいくつか動物の候補を挙げてみたのですが、イヌ科の太いしっぽがふさふさ動くよりもネコ科の長いしっぽがぱたぱた動く可愛さが捨てがたく、結果としてタイトルどおり雪豹が攻となっております。大形ネコ科でありつつ小形のネコの特徴も併せ持つ雪豹は、大変イマジネーションの広がる動物でした。もともとの特徴からお話の展開を思いついた部分が大きいような気がいたします。

　周囲から慕われているにも関わらず他人行儀な雪と、神に仕え歌を奉納する大役を任されていた桜介。雪はこれからも桜介にことさらに甘く、桜介はそれを窘たしなめながらも疎うとましく思うことなく嬉しく受けとめてくれるのだと思います。そしていつかきっと、二人の間に可愛らしい子どもが生まれて末永く幸せに暮らすのでしょう。そうだといいなと思いながら、ひたすらに桜介のことがだいすきな雪目線で短編を書かせていただきました。

　また、デビュー作でもイラストをお願いいたしました三み尾おじゅん太た先生と再びご一緒することができました。お忙しい中お引き受けくださり、そのうえ大変見目麗うるわしい雪と可愛らしい桜介をありがとうございます。相良の中では、作中に出していない設定も手伝って雪はかなりのこじらせ攻だったのですが、三尾先生のお力で何倍にもかっこよくしていただきました。本当にありがとうございました。

　そして、相良のわがままを快く引き受けてくださいました現担当さま、本当にありがとうございました。褒められると反応が鈍くなってしまいますが、今後ともよろしくお願いいたします。いろいろとお世話になりました前担当さま、武器を活かして生き残れるように精進いたします。ありがとうございました。また、友人ＳとＫにも多大なる感謝を。Ｊさま、いつもありがとうございます。これからもどうぞよしなに…。




　最後になりましたが、たくさんの皆様の手を経て三冊目の本を出させていただけることになりましたこと、本当に嬉しく思っております。ありがとうございました。そして、この本をお読みになった方に、どこか一部分でも気に入っていただければこれ以上に幸せなことはございません。今後とも、よりもふもふで幸せなお話を書けるよう精進してまいります。

　またどこかで、お目にかかることができますように。





まだ暑い秋晴れの日に　　　　　相良みこと　　


















雪豹さんのお嫁さま　電子版特別ショートストーリー

『ヤキモチと鈴』







　なにをそんなに苛立っているのかと問われて初めて、自分が不機嫌だったことに気がついた。

（冬の訪れにあの吹雪では、さぞかし驚いただろう。……なんたる失態）

　梅花族の生業は、桜介と結ばれることで晴れて獣人になることができた雪が一手に担うようになっている。必然的に月花村で過ごす時間が減り、愛おしい伴侶と離れることになってしまうのだが、それとこれとは別だと生業を全うしてきた。だというのに、ここのところうまくいかない。思い当たる節はひとつしかなく、しかしそれを問い質すのは自分の狭量さが露呈するようで──、つまりは恰好がつかないためにしたくなかった。

「長老に指摘されたことなどなかったというのに。こんなことなど今までになかった」

　思わず零れたため息交じりの言葉が、金木犀の匂いが強まってきた村の空気に溶けていく。

　頭を冷やすためにわざと時間をかけて飛び梅花村から帰ってきたのだが、月花村に入った途端速度が増した。なにがあったとしても一刻も早く桜介の顔が見たいと思ってしまうのは、最早自分ではどうしようもない。

「やはり、直接尋ねるしかないのか……」

　つぶやいてから細く長く息を吐く。一度だけ拳を握ってから、雪は屋敷へと向かった。







　それを見たのは数日前のことだった。あの日は珍しく生業が早く終わり、折角だからと着替える時間さえ惜しんで桜介の姿を探した。飛んでいる最中に彼の歌声が聴こえてきていたため、おそらくは離れにでもいるのだろうと思っていたのだがそこには誰もおらず、仕方なく仕事部屋に足を向けた先でそれを見てしまった。

（桜介が萩と仲がいいとは……、知らなかった）

　村を治めることに関する一切を取り仕切っているのが雪とその側近たちだ。きつねの神獣を父に持つ萩とは月花村を任される前からのつき合いであり、側近の中でもとりわけ厚く信頼している。村長である自分との間に萩なりの一線を引き、それでいて歯に衣着せぬ物言いをしてくる彼を、まさかこんな形で恨めしく思う日が来るとは考えたこともなかった。

　なんのことはない。二人が廊下で談笑していた、ただそれだけのこと。

　雪の姿を見つけた桜介は萩から離れ、いつものように笑顔を浮かべながら『おかえりなさい』と言ってくれたというのに、二人が二人きりで話していたという事実がどうしてここまで自分を苛んでいるのかが不可解でならない。

　苛々して、もやもやする。萩の顔を見れば苛立ちがいや増し、桜介を見るとほっとする。ほっとするのに、どうしてあんなに可愛らしい顔で萩に笑いかけていたのかと問い詰めそうになる。そんな自分が嫌で、屋敷にいれば否応なしに桜介か萩のどちらかと顔を合わせずにはいられないため、生業を理由にして村から出かける機会を増やした。

（増やせば増やしただけ、桜介に逢いたいと思ってしまう。顔を合わせると苦しいというのに、逢わなくとも苦しいとは何事か）

　名前のつけられない感情を持て余すほかなく、どろどろと重苦しい苛立ちはすべて吹雪へと姿を変えてしまっていたらしい。厳しい冬は自然界にとって必要なものだが、長老に咎められたということはさすがに見逃せないほどだったのだろう。

「帰った」

「おかえりなさいませ、雪さま」

　屋敷に戻るとすぐさま蓬に出迎えられた。

　桜介の従者である彼は、秋になってぐんと成長が進んだ。本人曰く、常日頃桜介の傍にいて歌声を聴いていたことで力が増したらしい。

　清い心を持つ桜介の歌声は雪をはじめとして月花村に住むすべての者にとって特別なものだ。力が増すと外見も変わる。それはまるで成長期の変化に似ているのだが、身長が伸び、声が低くなり始めた蓬の様子を桜介は嬉しそうに報告してくる。

「蓬か、久方振りだな。ずいぶんと背丈が伸びた」

「奥方さまのお傍におりますゆえ……。雪さま、これを。髪をお拭きくださいませ」

「あぁ」

　差し出された布は柔らかく、ほのかに甘い匂いがした。それを頭から被り耳ごとわしわしと拭く。

「雪さま、このままお着替えに向かわれますか？」

「そのつもりだが……、なにか用があるのではないか。おまえが私を出迎えるなど珍しい」

　布を取り蓬に目を向けると、彼のこげ茶色の耳がぴくぴくと動いていた。なにかを言いあぐねている様子に首を傾げる。

「……奥に、」

　名実ともに桜介が伴侶になってから、雪は彼の呼び名を変えた。そしてまた桜介も、雪を旦那さまと呼ぶようになっている。その呼称は互いに気恥ずかしく、特に桜介は呼び慣れないためか口にするたびに視線を逸らし顔を赤らめる。その様子が見たいがためにわざと呼ばせたこともあったが、ここのところはそれも減っていた。

「奥になにか頼まれごとでもしているのか」

　心持ち声をひそめて言った雪に蓬のしっぽが一気に太くなった。

「雪さまはどのようなことでもお見通しでございますね。そもそも、蓬はうまく隠し事ができませんし……。奥方さまからは、不自然にならないように離れに誘導してほしいと頼まれておりましたのに」

「それはそれでおまえの良さだ、恥じる必要はないだろう。それで、私にどうしろと」

　俯いた蓬に持っていた布を手渡した雪は彼の先に立って廊下を進む。その二歩ほど後ろをついてくる蓬の足音は今までの子どものそれとは違って聞こえてくる。身長が伸びたことで歩幅も大きくなったのだろう。

「このまま離れへお進みくださいませ。そこで奥方さまがお待ちです」

「離れにいるのは奥だけか？」

「さようでございます。……あ、あの。蓬はここで失礼いたしますが、その、」

「大事ない。離れに行くように言われたとだけ覚えておこう」

「ありがとうございます！」

　振り返り、深く下げられていた蓬の頭に手のひらを載せた。ぽんぽんと二回、軽く叩くように撫でると耳が小刻みに動く。

「明日も奥を頼むぞ、蓬」

「！　はいっ」

　勢いよく顔を上げた蓬に小さく笑い、踵を返して離れへと急ぐ。

（私に用事。それも離れで）

　桜介を人間界から連れ去り、閉じ込めるように離れで生活させたのはすべて雪が独断で決めたことだ。期間としてはあまり長くはなかったが、それでも彼はそこから数回逃げ出そうと試みた。それもすべて想定内のことで、だからこそ蓬を従者として傍においた。幼い見た目に反して頭の回転が速く、豊富な知識と村の住人から好かれている彼ならば万が一桜介になにかあったとしても大抵のことには対応できると考えてのことだった。

　手段を択ぶことなく自分のものにしたいと思ったのは、後にも先にも桜介だけだ。手に入れ、伴侶として認められてもなお飽きることなく彼を愛おしいと思う。だからこそ、あんなにも些細なことで心が乱れている。

（きちんと訊かなければ、萩となにを話していたのか。……どんな答えが返ってくるのか、不安だが）

　自分の仕事についてだろうか。それとも、萩の父親が仕えている稲荷神社のことか。離れでも眠れるようにしてもらいたいということかもしれない。

　いくつも候補が浮かんだが、そのどれもが萩を相談相手にする必要がないことだった。わざわざ萩に、それも仕事部屋から出て二人きりで話すことではない。

（だとすればなにを話すというのだ。あの、幸せそうな顔でなにを）

　桜介が浮かべていた表情には心当たりがあった。忘れもしない、彼が自分への想いを告げてくれるときの顔だ。

「…………いや、まさか。そのようなこと、…………」

　自分で考えておきながら、まだ想像の段階でかなりの痛手を受けた。

（桜介が萩を？）

　そんなことはありえないと、きっぱりと言い切ることは難しい。桜介の気持ちを疑ってなどいないが、萩たちとは違う姿を持つ自分を忌み嫌われても仕方がないと常にどこかで思っていた。

（……やはり獣人は受け容れ難いのかもしれない）

　雪豹と人間をそのまま合わせたような異形の姿を桜介に見せるべきではなかったのだろうか。しかし、その姿も間違いなく雪なのだ。彼が猫だと思い込んでいた仔雪豹の姿も、黒い斑紋が浮かぶ雪豹姿も、そして今の姿も。どの自分もすべて愛してほしいと願うのは、やはり強欲なのだろうか。

　あと数歩で離れに着くというところで雪の足がぴたりと止まった。ただの想像に囚われ、そこから先に進むことができない。

「雪？」

　ひょっこりと廊下に顔を出した桜介に名を呼ばれ、無意識に竦んでいた耳が立ち上がり力なく垂れていたしっぽが左右に揺れる。表情や言葉より先に感情が出てしまうしっぽが、自分のものとはいえ羨ましかった。

「……戻った」

「おかえりなさい。そんなところで立ち止まってどうしたの？　早くこっち来て！」

　彼が身に着けているのは、雪が選んだ淡い山吹色の着物だ。裾には白い糸で花が刺繡されている。嫌がることなく袖をとおしてくれたのかと、いつもと変わらない様子の彼にほっと胸を撫で下ろし、まだ重く感じる足を引きずるようにして離れに入る。

「これは……」

「ふふ、蓬ちゃんたちに運ぶの手伝ってもらったんだよ。雪、この匂い好きだって聞いたから」

　部屋の中央に、まだ小ぶりだがたくさんの花をつけた金木犀の樹が置かれていた。真新しい植木鉢に植えられた樹から芳しい秋の香りがする。

「座って」

「あ、あぁ」

　先に正座した桜介が座布団を差し出す。抗うことなくそこに胡坐を搔くと、小さなため息が聞こえてきた。

（言いにくいことを言おうとしているのか。……聞きたくないな）

　桜介の声は聴きたい。だが、彼が萩を想っているという事実は知りたくない。

　ここまで来て逃げ出すわけにもいかず、奥歯を嚙み締めて拳を握った。

「お誕生日おめでとう、雪」

「!?」

　りりん、と微かな鈴の音とともに桜介が胸に飛び込んでくる。しっかりと抱きとめると、再びため息が聞こえてきた。

「桜介……？」

「あー、よかった。ちゃんと当日に言えて！　大変だったんだよ、萩さんから雪のこと訊き出すの。萩さん忙しいし、雪はちっとも自分のこと教えてくれないんだから」

　腕の中で顔を上げた桜介はそう言ってにっこりと笑う。

「……もしかしなくとも、先日廊下で萩と話していたのは」

「雪のこと。誕生日がいつなのか、あのときやっと訊けたんだ。時間がなくて焦っちゃった」

　訊けずにいた萩との会話の内容をさらりと教えられ、雪は体から力を抜いた。桜介を抱えたままで畳に背後から倒れ込む。

「ゆ、雪？　どうしたの？」

「いや……、なにも」

「なにもって顔してないよ。それに、ここ何日かぼくのこと避けてたでしょう。朝、起きたときに雪がいなくって寂しかったんだから」

「すまない。……その、」

　倒れた体の上をよじ登るようにして移動してきた桜介に顔を覗き込まれた。軽く眉根を寄せた彼はやはり可愛らしいが、真剣に見つめてくる大きな瞳からは言い逃れできそうにない。

「……先日、萩と話していただろう」

「ん？　うん」

「それを見てからというもの、桜介の顔を見ると胸が苦しくなるようになってな。萩を見ると腹が焼けるようで、それで……。……桜介？」

　渋々白状していくうちに、桜介の顔が朱に染まった。突っ伏した彼の頰は熱く、着物越しでもわかるほどだ。

「桜介、どうした。具合でも悪いのか」

「違う、違うよ。大丈夫。もう、なにそれ、雪可愛い……!!」

「か、可愛い？」

「もう、すごく可愛い。可愛いったら可愛い！　そんな、ぼくが萩さんと話してただけでヤキモチ妬いてたなんて……っ」

「やきもち……？」

　ぐりぐりと顔を擦りつけてくる桜介のほうこそ可愛くて仕方がないのだが、体の上でひとしきり悶えた彼は気が済んでから改めて口を開いた。

「あのね。それはきっとヤキモチだよ、雪」

「私が？」

「ぼくが萩さんと仲良くしてたのが嫌だったんでしょう？」

「……桜介が、萩に想いを寄せていたらどうしようかと思っていた」

「……っ！　またそんな可愛いこと言って！　そんなことあるわけないのに。雪って思ってたより心配性なのかな。ヤキモチ妬きなのはこれでわかったけど」

　ここ数日間の胸の内を素直に打ち明けると、桜介の手が頰に伸びてくる。小さな手のひらが顔の輪郭をなぞり、それから髪を撫で梳いた。

「ぼくは雪の、雪だけの歌うたいなのに」

「それでも不安になるのだ。……私は普通ではないだろう。萩たちと違い、獣人にもなる」

「もう。……雪、起きて」

　呆れられたのかと思いながら彼の体に腕を回して起き上がる。横抱きにするより先にぎゅっと抱きしめられた。

「何回でも訊いていいよ。何回でも答えるから」

「なにをだ？」

「不安なんでしょう？　獣人の姿をぼくが怖がってると思ってるんでしょう？　だから、何回でも訊いて。そんなこと、全然思ってない。どんな姿でも雪は雪だよ。……ぼくがだいすきな雪に変わりない」

　最後の一言だけは吐息交じりの声だったが、聞き逃すはずがない。それは、雪自身がなによりも望んでいたことだ。否定されることが怖いあまりに尋ねることができなかっただけで。

　表情を変えずに黒い斑紋の浮かんだ耳を動かすと、そのつけ根を揉まれた。

「恥ずかしいけど、今日は雪の誕生日だから特別」

「特別に言ってくれたということか？」

「うん。だけど、不安になったらいつでも訊いてね」

「桜介……」

　人間の桜介は時として神獣の自分より強い。芯が通り、凛として揺らぐことがない。まるで太陽のようだ。

「ありがとう」

「どういたしまして。あ、あとこれも」

　ぱっと抱擁を解いた彼が袂に手を入れる。

「どうしても渡したくて……、本当に間に合ってよかった。来年はもっとちゃんと準備させてね」

　目の前に出された桜介の拳がゆっくりと開く。すると、そこには青みを帯びた銀色の珠とほのかに桜色の混ざった銀色の二つの珠が載っていた。どちらにも白く細い紐がとおしてある。

「これは、鈴……？」

「そう。胡桃ちゃんのお父さまに習って作ったんだよ。蓬ちゃんから、銀板細工がお得意だって教えてもらったから」

「桜介の手作りか」

「うん、お守りになるといいなって。ふたつとも雪が持っててもいいし、二人でひとつずつにしてもいいと思ったんだけど……、どう？」

　桜色の珠を摘まみ上げると、先ほど聞こえた軽やかな音が鳴る。りりん、とその音はどこか桜介の声に似た響きをしていた。

「ならばこちらを。肌身離さず持っていることにしよう。もうひとつは桜介が持っていてくれ。……誕生日になにかをもらったのは初めてだ」

「そうなの？　そしたら余計に、これからは毎年ぼくがお祝いする。生まれてきてくれてありがとう、って。それから、ご両親とご先祖さまにも感謝しなくちゃ。ね」

　そう言って笑った桜介に居ても立ってもいられず、腕を引いて抱きしめた。性急に重ねた唇は拒まれることなく、柔らかく雪を受け止める。感触を楽しむ間もなく忍び込ませた舌にすぐさま彼のそれが絡まり、軽く吸い先端を嚙むと同じように返された。ぴちゃりと音を立てて翻すと甘やかな声が耳をくすぐる。

「ぅ、ん……」

　口腔内をくまなく探っているうちに体温がどんどん上昇していくのがわかった。それは腕の中の桜介も同じようで、唇を離すと火照った体をくったりと預けてくる。少し乱れた呼吸を整えている彼を横抱きにして立ち上がった。

「寝所に行こうか」

「誰かに見られちゃうし、そこまで待てない……。隣行こう？」

「隣？」

「もうお布団敷いてあるから」

　恥ずかしそうに言った桜介が首筋に腕を回してくる。

（もっと早く尋ねておけばよかったか。……いや、今はそれよりも）

　杞憂に済んだ悩みより、自分がやきもちを妬いていた事実より、腕の中にいる歌うたいを愛することが先決だ。

　離れの寝所に移動し、桜介が用意してくれていた布団へ彼を下ろした。体を離そうとしたが桜介は腕を解こうとしない。

「桜介、腕を。このままでは着物が脱げぬ」

「やだ……。だって、最近ずっとぼくのこと避けてたでしょう。ヤキモチのせいだってわかって、それはそれで可愛いし嬉しかったんだけど、……やっぱり寂しかったよ。前みたいに、ぼくが寝てから布団に入ってくるんだもん。朝は起きる前に出かけちゃうし」

「すまない……」

「だから今日はずっとくっついてるって決めた」

　自分の首元に顔を埋め、拗ねた口調で言い切った桜介に申し訳なさを感じつつも、可愛いとしか思えずに困る。なにをされてもこんなに可愛らしく、大切に慈しみたいと改めて思う。

「すまなかった。つぎからは、あまり悩まずに尋ねることにする」

「……なにを？」

「なにもかも」

　桜介の頰をしっぽで撫でる。くすぐったさに首を竦めた彼は、腕から力を抜いておずおずと顔を見せた。

「仕切り直しだ。寂しくさせた数日分、桜介を愛させてくれるか？」

「……うん」

　はにかんだ笑顔に誘われるように唇を塞ぐ。先ほどよりも丁寧に、ゆっくりと唇の感触を確かめていると桜介のほうから口を開いて唇を舐めてきた。甘い舌に自分のそれを重ね、擦り合わせながら彼の着物に手を伸ばす。帯を解き、合わせを開くとふわりと甘い匂いがした。金木犀の花よりも甘い、桜介の匂いだ。

「誕生日とは悪くないものなのだな……」

　六花の世界にはそもそも生まれた日を祝う習慣がないために仕方がないことなのだが、ぽつりとつぶやくと彼が眉根を寄せて頷いた。

「そうだよ。お誕生日おめでとう、雪」

「ありがとう」

　そこから先は言葉はいらず、桜介の胸元に顔を寄せるとそっと抱きしめられた。行為のそこかしこにちりばめられている彼からの想いをひとつずつ確かめ終える頃には、誕生日は終わってしまっているだろう。

（やきもちも悪くないのかもしれないな）

　これからはもっと素直に、やきもちでさえ喜んでくれる伴侶にすべてを伝えることを決意して雪は甘く濃密な時間に溺れていった。
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